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「いよいよ明日ね、アッシュ！　待ちに待った儀式、楽しみよね！」

　その日、心が躍おどるような蒼そう穹きゆう。眩まぶしい昼下がり。

　十六歳の少年アッシュは、幼なじみの少女シャルナから嬉しそうな声をかけられた。

「そうだな。いよいよ明日は『祝福の儀式』だ。ここまで何十回何百回と想像したけど、今から胸が躍ってる」

　祝福の儀式。それは神から力を授さずかる儀式のことだ。

　古来よりこの世界では、十六歳の誕生日になると女神から力を授かり、技能を得る。

　その特殊な力のことを『恩恵ギフト』と呼んでおり、広く活用されている。

　常識を超えた剣術や、超常的な怪力、それに傷を癒やす回復魔術など様々だ。

　恩恵ギフトは様々な能力を人間に与える力。悪しき魔物へ対抗するための切り札でもあり、希望。

　それを授かる日が、いよいよ十六歳になるアッシュ達にも迫っていた。

「ふふ、アッシュ、あなたは小さい頃から妄想ばかりしていたわよね」

　緩ゆるやかなウェーブの金髪をなびかせ、シャルナが懐かしそうに語る。

「強い騎士になってお姫様を助けるんだとか、聖剣で悪い魔道士を倒すとか──本当、子供っぽい夢だったわ」

「おいおい、いつまでもガキの頃の話をするなよ。お前だって、夢の魔術を使って『毎日イケメンお兄さんにお姫様抱っこしてもらう』とか、大勢のお兄さんから『好きだよ♥　好きだよ！』と言ってもらうとか、頭の悪い妄想して──」

「待って!?　そういう黒い歴史はないから！　い、いえ、確かにわたしも昔は夢見がちだったけど！　でも今はもう──」

「そうか？　今でも、たまにお前の家を通ると、『おにいさぁん、もーやだぁ』とか甘い声で一人芝居が聞こえるような……」

「きょ、今日はとてもいい天気ね！　洗濯が捗はかどりそう！」

　恥ずかしそうに、頰を赤らめ誤ご魔ま化かそうとする少女に、思わずアッシュは苦笑する。

　シャルナは金髪に蒼あおの瞳ひとみの、美しい少女だ。

　緩やかなその黄金色の髪は艷つややかで光こう沢たくが眩しく、肌はきめ細かく白い。細身で柔らかな体つきも相まって、可か憐れんという言葉が相応しい。

　武力を重んじるこの里において、彼女は長の娘として可愛がられている。

　幼い頃から淑しとやかで気品があり、凜りんとした雰ふん囲い気きは同世代の中で人気だった。

　中には告白して玉砕する男達もいる。

　その里一番の美麗な少女と、物心ついた頃からアッシュは一緒にいる。

　生まれた日も場所も同じなのをきっかけに、時には川で水遊びをし、時には同じ寝床につき、時には着替え姿を見てしまったり、平和でのどかな日常を送っていた。

「それにしてもシャルナ、お前と同日に生まれて同日に儀式なんてな」

「本当ね。同じ誕生日だからこそ、こういう儀式も同時かもと思ったけど、驚きよね」

　まだ少し頰が赤いまま、シャルナも同意する。

　内心では、二人とも高こう揚ようしていた。当然だ。幼い頃から夢見ていた恩恵ギフトが自分のものになる。

　恩恵ギフトは様々な未来を与えてくれる。『剣士』、『魔道士』、『回復術師』──妄想は尽きない。

「さて、そろそろ家に戻ろうか。儀式に備えて体を清めておこう」

「そうね。──あ、一応言っておくけどアッシュ、禊みそぎを覗のぞいたらお仕置きよ？」

「何を言ってるんだ、シャルナ。風呂を覗くのはいつもお前の方だろう？」

「なな、何を言っているのかしら!?」

「俺は知っているぞ。お前が時折、俺が風呂に入ってるの、覗いていることを」

「だ、だってあれはその……最近、あなたの腹筋とか、胸筋とか、凄すごくたくましくなってるから……」

「おい待て！　冗談で言っただけなのに本当なのか!?　おい、いいか絶対に覗くなよ、絶対にだ！」

　時に笑い、時にドン引きし、けれど互いに気持ちの良い気分を味わいながら、アッシュ達は夜の儀式に備えて帰路についていった。




　けれど。




「……噓、だろ……？」

　数時間後。村の教会の儀式場で、アッシュは呆ぼう然ぜんとしていた。

　目の前には、神秘的な法衣をまとった神父。祝福の儀式のために女神からの加護の仲介を任された老人──ロス神父が痛ましそうな声音で語る。

「本当です、アッシュ。貴方には恩恵ギフトが宿っていません。いや、宿らなかったのです。このようなことは初めてです。一体どういうことなのか……」

「な、何かの間違いじゃないですか？　俺の誕生日がずれていて、恩恵ギフトをまだ貰えないとか……習得に時間が掛かり、まだ貰えていないとか……」

「いえ、残念ながらアッシュ、貴方が生まれた瞬間は私も見ています。そして、貴方はシャルナと十六年間、共に過ごしてきました。恩恵ギフトの習得に個人差があるのは事実ですが、一時間待っても何も起こらないということは、貴方は『無祝福ノンギフト』──百年に一人の例外です」

「そ、そんな……っ」

　愕がく然ぜんとアッシュは呟く。

『無祝福ノンギフト』とは文字通り、何の恩恵ギフトも受け取れない人のこと。史上、その存在はわずかしか確認されておらず、未来が閉ざされたも同然だ。

　アッシュは愕然と立ち尽くした。

　数々の夢が、広がっているはずだった。剣術を磨みがいて竜を倒す。槍術を磨いて名声を得る、癒やしの力で人々に頼られる。そんな、様々な夢の未来があるはずだった。

　けれど、目前にあるのは暗い未来だ。何の力も得られない不幸にアッシュは落ち込む。

「ひとまず、今日はもう帰りなさい。後日、改めて確認しましょう。心を強く持ちなさい、アッシュ。女神リュミエールさまは皆を見守って下さいますよ」

「……はい、神父さま、失礼します……」

　教会を出るアッシュの声は、小さく震えていた。




「やったわ！　アッシュ、わたし、『聖女の加護』を貰えたの！　最高位の恩恵ギフトよ！　あなたは？　儀式、長かったけど大丈夫？　って、アッシュ……？」

　教会を出てすぐの場所で待っていたのは、幼なじみの少女の笑顔だった。

　アッシュが暗い顔をして出てきたのを見て、眉まゆをひそめる。

「ど、どうしたのよアッシュ？　あなた、顔色が悪いわ？　儀式で疲れたの？　まあ無理もないわ、儀式は体の魔力を活性化させるもの。たまに疲れてしまう人も──」

「そうじゃないんだ、シャルナ」

「え？」

「俺、儀式で、何の恩恵ギフトも得られなかったんだ」

「……え？　そんな噓、え……？」

　初めは目を瞬かせたシャルナだが、アッシュの声音の意味を理解し、青ざめていく。

「噓、よね……？　だってアッシュ、あなた──」

「本当だ。ロス神父さまから言われた。俺は、無祝福ノンギフトなんだと。百年に一人の例外だと」

「そんな……っ！」

「──く、ひゃ、ぎゃはははははははっ！」

　直後、教会の裏で下げ卑びた笑い声が上がった。

「さすがはアッシュくん！」

「恩恵ギフトが貰えなかったなんてざまあっ！」

「これで、日頃粋いきがっていたアッシュくんも見納めだな！　気分はどうだ、能無し？」

「──ダスト！」

　アッシュは唇を嚙かみ締しめ、罵ば倒とうする彼らを睨んだ。

　ダスト、ガート、ベルズ。

　彼らは里でアッシュと武技を競っていた少年らだ。アッシュ達の里では、武術を継承することを重んじ、幼少期から修行することを義務としている。

　その中で、アッシュとダストらは同年代で次期里長となるべく競っていたが──。

「日頃、俺は強くなるとか抜かしていたアッシュくん。どれほど強力な恩恵ギフトを得るかと思ったら……まさかの無能とは！」

「伝承で、百年前に現れた無祝福ノンギフトは噓だ幻まぼろしだと思われていたが、まさかアッシュくんがそれになるとはな！　いい気味だな、ご愁しゆう傷しようさま～！」

「能無し！　希少な能無し！」

　三人の少年、ダスト、ガート、ベルズが煽あおりに煽って嘲ちよう笑しようする。

「あなた達、やめて！」

　シャルナがアッシュを庇かばうように前に出ると、ダスト達が鼻白む。

「どうしてそいつを庇う？　シャルナ、お前、そんな無能とつるんでないで、俺らの所に来いよ。一緒に修行に励はげもうぜ？」

「いい加減なこと言わないで！　アッシュは手違いでこうなったのかもしれないわ！　そうよ、ロス神父さまにもう一度頼み込めば──」

「手違いって何だ？　俺達は教会の裏で聞いていた。『──アッシュ、残念ですが、あなたは無祝福ノンギフトです』──ってな！　そいつは何も出来ない能無し。百年に一人の劣等者だ！」

　弾かれたように、シャルナがアッシュへと振り返る。当然、彼は何も言い返すことが出来ない。

「アッシュ……」

「武術では、同年代でそこそこだったアッシュくん！　けれど恩恵ギフトが何も得られないなんてお先真っ暗だ！」

「将来は畑仕事しか出来ないんじゃね？　はは、俺らが戦士として活躍している横で、鍬くわでも使って畑耕してるんだよ！」

「いい野菜が出来たら食わしてくれよな、能無しくん！」

　ぎゃははっ！　ぎゃははっとダスト達が煽ってくる。

「能無し！」「能無し！」「能無し！」「ひゃーははははははっ！」

　笑う三人を前に、アッシュの自制心が崩れた。

「ふざけるな、貴様ら……っ」

「──っ、だめ、アッシュ！　待って！」

　シャルナが叫んだが今さら止まれない。アッシュは腰に下げた鍛錬用の木刀を掲げ、三人のもとへ跳んだ。

　それは、瞬速と言って差し支えない足運びだった。太刀筋も悪くない。

　しかし儀式を終えて恩恵ギフトを得ているダストらには通じない。

「はいはい、『風魔術』！」

　突如、ダストの前に現れた風の壁によって、アッシュはあっさりと弾き飛ばされた。

　まるで木の葉のように、軽々と持ち上げられて地面に激突する。

「ぐっ、くううっ!?」

「おいおい弱よっえーな！　今まで掟おきてで、儀式を終えた者同士じゃねえと恩恵ギフトは使えなかったがな。俺は昨日、儀式で『風魔術』の恩恵ギフトに目覚めた！　──風を操る恩恵ギフトだぜ？　お前がいくら剣を振りかざしても負けねえよ！」

「くっ……」

　弾かれた体を起こし、再びダストのもとへ駆けるアッシュ。

　そこへ、三人組の別の一人、ガートが妨ぼう害がいに出て叫ぶ。

「ひゃっはーっ！　『天罰魔術』！　痺しびれな！」

　アッシュの頭上に、荒々しく眩い雷が発生し、彼の脳天を直撃した。

　激しい雷撃がアッシュの体を突き抜け、全身を痛みと麻ま痺ひが覆い尽くす。

「ぐっ、ああああああああっ！」

　敵意を持つ相手に対し、雷を落とす恩恵ギフトは強力だった。無能力のアッシュでは敵うわけがない。

「ひゃはははは！　アッシュが地面に倒れて感電だよ！　いいざまだ、最高だね！」

「き、貴様ら……っ」

　痺れる体を何とか叱しつ咤たし、無理矢理に起き上がるアッシュ。

　しかし、感電して身動きもままならない彼に、三人目の少年ベルズが叫ぶ。

「まだ終わりじゃねえよ？　──ほら、『虚脱魔術』だアッシュ！　苦しめ！」

　かざした手から、紫色の光が出る。その瞬間、アッシュの体が強い脱力感に襲われる。

　虚脱魔術──相手に対し、強い脱力感を発生させる恩恵ギフトだ。

　もはやアッシュは幼い子供よりも無力になった。

「──おや？　頑丈なアッシュくんはこれでもやれる顔をしているな？」

「すごいすごい！　そんな君とは、俺達が夜が明けるまで遊んでやろう！」

「だめ！　やめて！」

　シャルナの悲鳴は届かない。アッシュが木刀を持って起き上がるが、その直後にダスト、ガート、ベルズ達が立て続けに恩恵ギフトを乱発してくる。

　風魔術の恩恵ギフトがアッシュの体を吹き飛ばし、天罰の恩恵ギフトが彼の体を貫き、脱力の恩恵ギフトが虚脱させる。

　無祝福ノンギフトではどう抗っても敵わない。地面に転がり、木々にぶつかり、路傍の石のように飛ばされるアッシュ。

「ぐっ、うう……っ」

「やめて！　やめなさい！」

　さらに一撃を加えようとした時、シャルナが激怒の顔のまま飛び出した。

「アッシュが何をしたっていうの!?　こんなのひどい、ひどすぎる！　やめて！」

「おいおい何を言ってるんだシャルナ？　これは可愛い遊びじゃねえか！」

「そうだよ、いつもの鍛錬と一緒だろ？」

「ひゃは！　ただし片方は女神様に選ばれた英雄で、もう片方は女神様に嫌われた能無しだがな！」

　ぎゃははははっ！　と、嘲あざける三人の少年達。

　シャルナは、彼らを睨んだ後に背後を振り返った。

「アッシュ、大丈夫？　待ってて、いまわたしが治し──」

「不要だ、このままでいい」

「アッシュ……!?」

「女神様に授かった力を、私刑にしか使えないクズどもに目に物見せてやる」

「──お？　やるか？　俺達は大歓迎だぜ？」

　膨れ上がった敵意と悪意が、再びぶつかり合い、弾けかけたとき。

「──何をしているのです、貴方達っ！」

　教会側から怒りの声が轟とどろいた。

　教会の主であり皆の指南役でもあるロス神父だ。法衣を翻ひるがえし血相を変えて走ってくる。

「やべえ！　神父さまのお出ましだ！」

「さすがにマズいな、捕まれば小言の一時間や二時間は確実だ」

「退け！　ここは逃げるぞ！　──じゃあな能無しアッシュくん！　ぎゃははっ」

　ダスト達三人が、神父が辿り着く前に退散していく。

　風魔術も使用しての逃走だ。あっという間に姿が見えなくなる。

「くそ、あいつら……っ」

「アッシュ……っ」

「いったいどうしたのですアッシュ！　その傷は……っ？」

　ロス神父が困惑し、アッシュがそばの木に寄り掛かる。

　慌てて神父が回復魔術を使う。折れた木刀を握り締め、アッシュが地面を殴りつける。

　土と泥まみれの顔。プライドなど粉々に砕かれた。残ったのは惨みじめな思いだった。

　所々に血を流しているアッシュ。そんな彼を、シャルナが半泣きで支えていた。




「──俺は、里を出ていく」

　数時間後。日は落ち、皆が寝静まった頃。

　石と土で出来た家の前で、アッシュはシャルナにそう宣言していた。

「ま、待ってアッシュ！　出ていくって、一体どこへ──」

「行く先々で能無しだ何だなんて言われて、耐えられる訳がない。それに、ここに俺が残るとお前に迷惑がかかる。だから出ていく」

「待って！　急過ぎる、考え直して！」

　シャルナは必死に叫ぶが彼は止まらない。アッシュは、ボロ布のような状態だった。傷は癒えている。服も、体も、昨晩神父が治してくれた。けれど、心は傷だらけだ。

　自信は砕け、プライドも砕かれた。何もかもひび割れていた彼は、幼なじみの少女の前で平静を保つのも難しいほどだ。

　──昨晩の騒ぎは、一瞬で里中に広まった。

　正確にはダスト達が言いふらしていた。アッシュは無祝福ノンギフトで、何も出来ないと。だから昨晩から、心ない他の者達から、『能無し』『無様』『劣等者』と、陰口を叩かれるようになっていた。その事実が、とてつもなく辛い。

「俺を庇ってくれるシャルナやロス神父さまには感謝してる。だがこのままではお前達まで蔑さげすまれてしまう。知っているだろ？　この里では武力こそ正義だ」

「急過ぎるわ！　それに、恩恵ギフトのことなら、何かの間違いかもしれない。調べればいずれ発動する可能性も。それに、神父さまの誤認かもしれないし……」

「間違いって、どんな間違いだ？　誤認もあり得ない。ロス神父さまは、これまで何千回も儀式を担ってきた。ミスなんかない。あの人に不手際はない」

「でも！　時間をかければ、きっと恩恵ギフトは──」

「シャルナ」

　びくりっと、少女は全身を強こわ張ばらせた。小さく、けれど冷えた声音でアッシュは、

「お前は、『聖女の加護』という恩恵ギフトを得たらしいな？　──ならお前は『強者』だ。知っているぞ、西方のアステラ王国には、同じ恩恵ギフトを持って、聖女という立場になった人がいる。五十年前の賢者リリアーヌとかもな。お前のそれは、それほどの可能性を秘めている。対して、俺の『これ』は、なんだ？」

　シャルナが絶句する。何も生み出さない手を、アッシュは虚空に掲げる。

「風も、水も、炎も、何も、この手は生み出せない。それだけじゃない。誰かを守れる力もない。能無し──そう、俺は、お前とは違うんだ」

「で、でも……っ」

「構ってくれることには感謝してる。でも、いまはそれが……辛いんだ」

「あ……」

　シャルナは怯おびえたように震える。

　小さい頃から一緒だった。河原で遊び、洞窟で迷って、森で走ってきた。

　ずっと、同じ時を過ごしてきた。けれど運命の神は残酷で、もう彼女とは同じ道を進めない。それがアッシュは悔しい。何より悔しい。

　シャルナは、言いたかった沢山の言葉を言いかけ、飲み込んだ。それ以上は、彼に負担をかけるから。たぶん、壊してしまうから。

「……行くあては、あるの？」

「一応は。隠者の黒森という場所へ向かってみる。あそこでしばらく過ごそうと思う」

　隠者の黒森。百年前、まさに無祝福ノンギフトと言われた剣士が住んでいた僻へき地ちだ。幸い、里からなら馬車で二週間ほどの距離。もう会えないというほどの距離ではない。

「……わかったわ。わたしでは止められないわね……あなた、強情だから」

「それはお互いさまだろう？　大事にしていたぬいぐるみ壊したら、一ヶ月も口を利かなかったお嬢様」

「……それだけ軽口利けるなら大丈夫ね。もう、その軽口を聞けないのは寂しいけど」

「すまないな。けれど、俺といると害が及ぶ」

「そんなことっ！　わたしは！　あなたが……あなたがいれば……っ」

　言いかけて、アッシュが辛そうな顔を見せ、シャルナはそれ以上言えなかった。

　やがて未練を断ち切るかのように、唇を嚙みしめると小さく嘆息し、シャルナは言う。

「約束してアッシュ。必ずまた会うって」

「当然だろ。しばらく離れるだけだよ」

「ご飯、きちんと食べなさいよ。それと風邪はひかないように。規則正しい生活をね」

「おかんかよ……」

「ふふ……母さん心配なの、やんちゃな息子が旅立つって言うから」

「すまないな、本当に」

　それ以上はシャルナが泣きそうだったので、固い声音でアッシュが謝った。

　後ろ髪を引かれる思いのまま、目を瞑つむり、踵きびすを返す。

「……じゃあな、シャルナ」

「アッシュ、待って。最後にこれを──」

　シャルナは、長いスカートの内側、太ももにくくりつけておいた剣を取り出した。

「持っていって。聖剣シルヴァリガ」

「……お前、それ今どこから取り出したよ……」

　長いスカートの中に護身武具をしまっていることに、若干後ずさりつつ、アッシュは呆あきれた。シャルナは小さく笑う。

「昔魔物に襲われた後、神父さまに渡されたの。過保護よね、まったく。──本当は、もっと色々渡したいけど……」

「十分すぎる。俺にはもったいないくらいだ」

　アッシュは、受け取った聖剣を軽く振ってみる。

　羽毛のように軽い。そして美麗だ。刀身が星明りを受け淡い水色に輝いている。

　かつて魔物の王を倒した武器の一つだ。全力を出すには条件が必要なため今のアッシュでは真の力を発揮出来ないだろうが、それでも有用な力となってくれるだろう。

「ありがとう。これをお前だと思って大事に扱う」

「……もう、またそういうこと言って」

　シャルナは小さく笑った。その瞳が潤うるんでいる。一生会えないわけではない。けれどもう、今までの関係のままではいられない。そのもどかしさが、彼女の声を震わせる。

　シャルナが、手を差し出した。アッシュがそれに応じる。

　柔らかな手と、堅い剣ダコばかりの手が重なった。

　何度も握りあったその手が、一瞬強く握られて、名残なごり惜おしそうに離される。
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「──アッシュ、元気でね！」

「シャルナも。またいつか会おう」

　聖剣シルヴァリガを提げ、アッシュは生まれ故郷を後にする。最後に一度だけシャルナを振り返った。──幼なじみの少女は、ぽろぽろと涙をこぼしていた。
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　──世界は、かつて【魔王】と呼ばれる存在に脅おびやかされていた。

　体長六百メートルを超え邪悪な瘴しよう気きを発し、万を超える魔術を操る闇の帝王。

　各地では忠誠を誓う配下の軍勢が暴れ、その猛威により数百の都市や村が滅ぼされた。

　それを、今から八百五十年前、一人の『英雄』が討ち滅ぼした。

【大賢者ディアギス】──それが偉業を成した者の名だ。老賢者であった彼は一騎打ちの末、手酷い傷を負いながらも魔王を打倒。そして各国にこう言い残した。

『私は、魔王をこの手で討ち果たした。──だがそれで終わりではない。いつの日か奴は再び蘇り、さらなる脅威となって襲いかかってくるだろう』

『その時、私の寿命は尽きているだろう。ゆえに天界の【女神】に願いを託した』

『一つ。人々には《恩恵ギフト》によって超常の力を与えること』

『一つ。人間に多大な力をもたらす、大いなる《神樹》を生み出すこと』

　天界に住まう女神はこれを了承した。全世界の人々と、これから生まれる全ての人々、彼らに恩恵ギフトという贈り物を授けたのだ。

　同時に、霊れい神しん樹じゆと呼ばれる大樹を創り出した。

　武器を無数に生み出す特殊な大樹。伝説級の武具を無限に生み出す樹。

　恩恵ギフトと霊神樹──この二つを以もつて、魔王に対抗する。

　それが大賢者の願いであり、以後八百五十年間、人々は女神から与えられた力を使い、平穏のため戦った。

　七百年前、【魔王ウルドガーム】が現れた時は三人の英雄と一万の軍勢が戦って。

　五百五十年前、【魔王エスベルド】が現れた時は、六人の英雄と四万の軍勢が応じて。

　四百年前、【魔王ヴァルズ】が現れた時は八人の英雄と七万の軍が死力を尽くした。

　けれど、それでも戦いは終わらない。大賢者の予言によれば、魔王は何度も復活を果たし、その都つ度ど名を変え、姿を変え、性質を変えて襲いかかるという。

　人々は女神に与えられた力を用い、対抗しようとした。しかし──。




「──人々は、やがて人間同士で争うようになりましたとさ。情けない」

　鬱うつ蒼そうと茂しげった森の中をアッシュは歩いていた。

　荷物は軽装、懐の財布は軽く、今日の晩飯も心もとない。

　理由は単純だ。先ほど野盗に襲われたばかり。一対一ならともかく、多勢に無勢では勝つことは出来ない。無祝福ノンギフトの辛い所だった。

　家から持ってきたなけなしの銀貨や、金貨をばら撒まき、ようやく逃げ延びたが苦しい。

「まったく世も末だ。人間同士で団結、ってところにそもそも問題があるんだよ」

　八百五十年前、大賢者ディアギスは単身で魔王を倒したという。

　それは最高の偉業だが、その後が頂けない。人間は様々な欲望を持つ生き物だ。それゆえに富や名声、酒や女を求めて力を扱った。

　魔王が出現している時はいい。しかし平時では違う。強い恩恵ギフトを得た人間は、私利私欲のため力を使い、弱小な恩恵ギフトを得た者は利用されるか爪つま弾はじきにされる。

　それが現実だ。女神から与えられた力は、多くが自身の欲望に使われている。

　次の魔王の復活は五十年後。この有様では、世界は人同士の争いを止めないだろう。

　だからアッシュは失望する。人間なんてこんなものだと。力を授けられても、無益に使い、弱者を蹴落とすことに使う。

　ダスト達に馬鹿にされたせいもあるためか、アッシュは陰いん鬱うつな表情で、山の奥地へ歩いていった。

　──そうして、七日が過ぎた。

　深い森や厳しい荒野を歩くと、心身が疲れてくる。脳裏にシャルナの顔が浮かぶ。会いたい、話したい、もっと色々なことを語り合えば良かった。

　だがもう後の祭りだ。アッシュは眼前に広がる荒野を前に嘆たん息そくした。

　さらに十三日が過ぎた。空腹にあえぎ、財布の中身も尽きた。たまに通り掛かる行商人から食べ物を分けてもらい、護衛として付き添っては駄だ賃ちんを貰っていくが一時的なもの。

　行き先が別れればその後はまた一人旅。空腹と夜の暗闇、寂しさがアッシュの友人だ。

　さらに、それから二十日が過ぎた。

　当初の予定で二週間だった隠者の黒森に着く、という期間はとっくに過ぎていた。

　馬車を手配出来なかったのは痛い。

　はじめの頃は馬車に乗って旅をしたが、野盗に襲われてからは徒歩に切り替えるしかなかった。強い恩恵ギフト持ちには敵わない。泣く泣く選んだ結果だった。

　──そしてさらに、三十日が過ぎる。

　この頃となると、またアッシュの様子も変わってくる。

　彼は心身とも落ち着いていた。いや、旅に慣れたというべきだろう。心や体は傷つきやすいが、慣れもまた早い。皮肉にも、アッシュは逆境の旅で強くなれた。

　そして──旅立ちから七十日目にして、ようやく隠者の黒森にたどり着く。

　見た目は鬱蒼と茂った陰気な森だった。

　全体が黒い木々で覆われており、幹も葉も真っ黒。どうすればこんな黒くなるのか判らないほど、墨のような木々が連なっている。

　黒い森のため薄暗い。爽そう快かいさより不気味さがあり、アッシュは幽霊が出そうと思った。

　アッシュが三日かけて山の頂上に登ると、そこには古びた小屋がある。

　朽ちかけた木の小屋だ。全体がひびやカビに覆われており、虫食いにやられて穴の空いた場所がある。けれど不思議なことに、中には獣などが立ち入った様子がなかった。

　アッシュはすぐに総毛立つ。この小屋、相当強い『魔術』が使われている。

　恩恵ギフトは、大きく二種類に分けられる。『魔術』と『スキル』だ。

　魔術は、自分や周囲の魔力を消費し、様々な超常現象を起こす秘術。ダストの使った『風魔術』や、ロス神父の使った『回復魔術』がこれに該当する。

　対して『スキル』は、常時発動、または一日に回数限定で使える奇跡の総称だ。

　例えばアッシュの故郷なら、自警団の人達が『腕力増強』のスキルを持っており、教会のシスターは『聖属性強化』というスキルを持っていた。

　そのうち、小屋に使われているのは『破邪魔術』だ。邪悪な生物を追い払う力。

　噂によれば隠者の黒森の主は剣士だったはずだが、その後、誰か偉大な魔術師が住んだのだろうか？

　いつの世も、はみ出し者はいるものだ。昔の魔術が今も効果を保ち続けていることにアッシュは驚きつつ、しばらくその小屋で暮らすことにした。




「──何だ？」

　一ヶ月後。隠者の黒森に住み着いて慣れた頃だ。アッシュは妙な光景を目にした。

　煙だ。山の遙はるか東側の平原から火の手が上がっている。

「爆ばく煙えん……？　まさか、戦か？」

　すぐに悟る。里では稀まれに、野盗が襲ってきた時、同じ光景を見たことがある。

　火炎魔術などで草木が焼け、立ち上る煙だ。

「一体何が……野盗？」

　すぐさまアッシュは護身用の木刀や聖剣シルヴァリガを携たずさえ、小屋を出た。

　黒々とした森を駆け、中腹を越えて山さん麓ろく辺りを目指す。

　途中、背の高い木に登り、物もの見み櫓やぐらのようにしてアッシュは平原の様子を見てみた。

「集団が……別の集団に、襲われている……？」

　遠すぎるためよくは見えないが、平原では多数の人間が追われていた。

　およそ五百人あまり。追っ手の方は──それより遙かに多い。一万人といったところか。規則的な列を成す軍団。アッシュは一瞬迷った末、追われる方を目掛けて走った。

「──こっちだ！　こっちへ来い！」

　山麓に下り、まずアッシュは火打ち石を叩いて魔道具で大声を上げる。

　魔道具とは、誰にでも扱える道具、回数制限はあるが魔力があればアッシュも使える。

　これでアッシュは拡声具と火打ち石を用いた。

　どちらも森の小屋にあった魔道具の一つだ。この内、火打ち石は力強く叩けば火が発生し、煌きらびやかな炎の柱を発生させる。

　眩まぶしい炎が山の上空へと昇る。朝にもかかわらず炎は追われる五百人に見えたらしい。先頭の人々が方向を変え、アッシュのいる山へやってくる。

　便利なことに、この火打ち石は真っ直ぐ上空へ火炎を発すると、すぐに消えて森に燃え広がらない。

　時折、木々の間に火打ち石の火柱を立て、高い木から様子を見てみる。

　追っ手の一万の軍勢は、全員が強力な武具を備えている。

　明らかに戦争に特化した猛も者さ達だ。全員が金きん属ぞく鎧よろいや紋もん様ようの入った外がい套とうを着ており、魔物すら容易たやすく蹴散らせる装備。

　アッシュは一瞬考え、森の各所に設置していた魔道具へ励れい起きの命令を発した。

「──迎撃魔道具、起動！　条件付きで追っ手を撃て！」

　木々や葉、地面の茸きのこなどに擬ぎ態たいしたそれらが硬質化した木の枝や毒どく鱗りん粉ぷんを噴出する。

　元は獣や野盗に対抗するため設置していた代物だ。

　森の各所、総数百二十五個の魔道具が、防衛のための力を発はつ揮きしていく。

　アッシュは追われている連中のそばに走った。森のいくつかのルートを選定しつつ、急いで再度火打ち石の魔道具を使う。意味は『中腹の洞窟で待つ』。もし追われている五百人側のリーダーが理解できれば、こちらに来るだろう。

　洞窟に隠れ、アッシュが緊張と不安を抱えたまま、数分待った後だった。

「──まさか、このような場所で貴方に会うとは……これも神のお導きでしょうか」

「そんな……ロス神父さま!?」

　アッシュは驚愕の表情で、洞窟の中から顔を出した。荒い息で森を走ってきたのは、里にいたロス神父だった。

　神秘的な法衣、青い教会の衣装。しかし彼の服についているのは土や泥や煤すすばかりで、中には武器で破られた箇所もある。白髪しらが交じりの髭ひげには血の痕あとすらあった。

「神父さま、これはいったいどういう……？」

「説明は走りながら行いましょう。ともかく、今は安全な場所へ行くべきです」

　ロス神父が振り返ると、他にも何人もの人々が列を作って逃げてきていた。

　里の人間だ。見知った顔ばかりが視界に入ってくる。

「──アッシュ！」

　驚いた顔のまま彼が振り返ると、群集の中から金髪の少女が抱きついてくる。

「……シャルナ!?」

「良かった……っ！　良かったわアッシュ、無事で……っ！」

　彼女も土や泥が所々についていて、服の裾すそが刃物で切り裂かれている。

　シャルナは、感激のあまりに泣いていた。美しい顔が涙によってぐしゃぐしゃになって、緊張の解けた声がアッシュの耳に届く。

「いったいどうしたんだ？　みんな逃げて──」

「里がっ！　里が襲われたの……っ！　わたし達は逃げてここに！」

「……なんだって？」

　衝撃がアッシュを襲う。里に襲撃？　そんな馬鹿な！　なぜ？

「──『帝国』の、軍隊です」

　傍かたわらで様子を窺っていたロス神父が語った。

「『神聖ヴォルゲニア帝国』が、軍を私達の里へ差し向けてきたのです」

「ヴォルゲニアが!?　どうして……っ」

　通称、帝国──正式には神聖ヴォルゲニア帝国と呼ばれる大国だ。

　遙か西方の大陸に位置する巨大な軍事国家。全大陸の中で最強の力を持つ。

　自らを神の使徒と言ってはばからず、魔王を打ち倒すためなら手段は選ばない。魔王を倒すことに協力しない国は悪である、そう断言すらしている。

「しかし、どうして帝国が!?　あの国は遙か西の国だ。俺達の里との間にはいくつもの山脈や海があるはずなのに──」

　神父は沈ちん痛つうな面持ちで首を振った。

「いえ。確かに帝国は遙か西の大国です。ですが我々の集落は、『英雄の子孫が集まる里』です。その戦力を得るために、彼らは遠征して来たのでしょう」

「そんな……」

　アッシュ達のいた里──正式名、『聖者の里』は、歴代の英雄の子孫が集まる里だ。

　世俗のしがらみや王家の陰いん謀ぼうから逃れるため、あるいは武技を極めるため、様々な理由で、普通の生活を送れない者達が集まって出来た集落。

　アッシュも以前、魔術の鑑定で三代目魔王を倒した英雄の末まつ裔えいと判定された。

　ロス神父やシャルナも似た出生だ。

「む、無茶苦茶だ！　英雄の末裔でも力があるとは限らない。そんな横暴が通るか！」

「その通りです」神父は頷いた。「ですが彼らは、自らを神の使徒と称し、他国の人間を拉ら致ち、奴隷として支配することを使命としています」

「そんな……っ！」

　後方を一度振り返り、神父は多少の時間があると思ったのか、再び顔を寄せる。

「貴方も、教会の授業で私から習ったでしょう？　百年前、【魔王アヴラス】により、世界は大変な被害を受けました。大地は焼け、都市は壊滅し、女性も子供も大虐殺されたと記録にあります」

「それは……確かに神父さまからそう教わりました」

「その話には、続きがあるのです。先代魔王から痛手を被った後──戦士の数と質を揃えるべき──その信念のもと侵略を続けているのが、神聖ヴォルゲニア帝国です」

「そんな……!?」

「帝国は、魔王を倒すためなら僻へき地ちも襲うでしょう。そして手て駒ごまに加える気です」

「……っ」

「魔王は、邪悪な存在です。一度倒しても名前や性質を変え、『前回より強くなって』蘇る。つまり、以前と同じ戦力では敵わない。──【初代魔王】アルヴォスが現れた時は大賢者ディアギス一人で倒せました。しかし【二代目魔王】ウルドガームは、三人の英雄と一万の軍勢で倒し、【三代目魔王】エスベルドは、六人の英雄と四万の軍勢で倒しました。──段々と、魔王の戦力は増えているのですよ。だから帝国は、魔王を倒すため、さらなる戦力を集めるために、人間狩りを始めました」

「無茶苦茶すぎる！　人の命を何だと思っている！」

　神父は痛ましそうに頷いた。

「同感です。帝国は人々を拉致し、奴隷とし、兵士として育てあげている──大人も、子供も関係なく。魔王に対する手駒として。侵略の対象は国だけではありません。我々のような、英雄の力を持った里の人間すら襲撃し、拉致・兵士化しようとするのです」

「ふざけている！　そんなこと許されるわけがない！」

「ですがそれが現実です。今、帝国軍の司令官は、いくつもの策を講じているでしょう」




　同時刻。隠者の黒森の下方。平原のとある場所にて。

　帝国の東方制圧軍総司令部。大おお仰ぎような馬車に乗る一人の男が、甲かん高だかい声で叫んだ。

「ああっ！　聖者の里の連中はまだ捕まらないのですか？　無為、無意味！　我らから逃げても無駄なのに！　じつに愚かな輩やからですね！」

「まったくでございます、総司令官殿」

　副官である壮そう年ねんの魔道士が、禍まが々まがしい形ぎよう相そうと共に語る。

「かの聖者の里の者は、一騎当千。名だたる英雄の血筋の者達。さすがというべきですが……このままでは時間の無駄。そろそろ決着をつけたいですな」

「仕方ありませんね。聖者の里の人間は、貴重な資源です。資源はいくらあっても困らない。全て帝国のものです。わたくしが出ましょう！」

　異形の入れ墨を、体のあちこちに施ほどこした男──総司令官が魔道具を携え馬車を出る。




「アッシュ、帝国はかねてより我々に目をつけていたようです」

　ロス神父は森の中で話を続けていた。

「貴方が里を出て数日後、帝国は軍隊を差し向けました。しばらくは迎撃出来ましたが……間もなく主力を放たれましてね、ここまで逃げてきたわけです」

「──すでに、里の多くの人達は捕まってしまったわ」

　シャルナが疲ひ弊へいした声音で言う。

「警護団のラルゴさんやリーゲルさん、それにバッセルさんは捕ほ縛ばくされた。警護長のガリウスさんも……わたし達は神父さまの指揮で、何とかここまで逃げてきたの」

「そうだったのか……」

　焦しよう燥そうを顔に浮かべ、ロス神父が付け加える。

「そして、一週間前に帝国軍に見つかりました。アッシュ、貴方がこの森に案内してくれなければ危うかったでしょう。この森は安全なのですか？」

「……多少は、持ちこたえられると思います。森の隠者が残した魔道具もあるので……」

　アッシュは、森の下方から聞こえる爆発音や兵士の声に顔をしかめた。

「そう長くは持ちません。あくまで護身の魔道具ばかりです」

「そうですか。……ならば、ひとまず我々は山の反対側に向かいましょう。そこで分散するのです。固まっていると危ない。まずは逃げ延びることを優先し──」

　その瞬間。

　不穏な気配がし、アッシュはシャルナを抱きかかえて跳ちよう躍やくした。

　直後、上空から何かが降ってきた。飛び散る土砂、舞い上がる木の破片と大地の欠片、無数の石や葉が乱れ飛び、視界を埋め尽くす。

　ロス神父が魔術を唱えて、後方へ退避する。

　立ち上る噴ふん煙えん、盛大に舞い、震動するその向こうから──。

「やははははははははっ！」

　人とは思えない怪音を発する誰かが居た。

「ようやく追いつきました！　時間がかかるのは頂けない！　時間の無駄遣い！　それは人生の無駄遣い──よってわたくし自らが参上です！」

　爆散した粉ふん塵じんを払はらい除のけながら、ソレは言う。

　長い前髪に毒々しい肌。異形の入いれ墨ずみが特徴的。長い法衣にはいくつもの斜ななめ十じゆう字じを提げ、聖職者のように見えなくもない。

　ただし、肌は死人のように真っ青で、目は落ちくぼみ枯れ木のよう。

　十の指全てに悪趣味な指輪をはめている、怪鳥のような叫びを発する男だった。

「お前は……何者だ？」

　抱きかかえたシャルナを地面に下ろし、アッシュは問いかける。

「おおっ、おおっ！　ご挨拶が遅れました、英雄の末裔の方々！」

　白い怪人は騎士のように大げさな礼をして宣言する。

「わたくしは、神聖ヴォルゲニア帝国、東方制圧軍が総司令官、名を『ゼーレハルト』と申します。貴方がたの捕縛と奴隷化を司る者です。以後、お見知りおきを！」

「帝国の──総司令官!?」

　ゾワリ、と。アッシュは嫌な汗が吹き出るのが止まらなかった。

　この気配、この魔力──今まで会ったどんな人よりも強大だ。

　戦闘に秀ひいでた人間はこれまで何人も見たが、これほど邪悪な人を今まで前にしたことがない。

「さあ！　狩猟パーテイーの始まりですよ！　泣き叫び、猛たけり狂くるい、抵抗してください！」

　毒々しい十の指輪を鳴らし、ゼーレハルトが躍りかかってくる。

　咄とつ嗟さにアッシュは、聖剣シルヴァリガを真っ向から叩きつけた。

　しかしゼーレハルトは華麗に回避、凄すさまじい勢いで掌しよう底ていをアッシュの胴へと叩き込む。

「ぐっ、あ!?」

　もろに衝撃を受け、そのまま体勢を崩された。直後、さらに三度の流れるような掌底が打ち込まれ、アッシュは吹き飛ぶ。

　遙か後方にあった木々に激突する。背中に激痛。内臓を痛めた。口から血が出る。視界が明滅する。

「アッシュっ！」

「おや、残念！　戦闘はあまり得意ではなかったご様子！　これでは英雄の血が嘆なげくというもの！」

　ゼーレハルトが大仰に手を掲げてみせる。

　瞬間、追い打ちをかけるべくアッシュを襲いかけて──。

　瞬時に彼はその場から飛び退いた。

「ちっ、かわしたか！」

「だが隙だらけだ！　攻めろ、攻めろぉ！」

　ゼーレハルトを奇襲した影は、ダスト、ベルズ、ガートの三人だ。

　彼らは帝国軍に追われた人々の遊撃隊。ここまで数々の帝国の追っ手を迎撃していた。ロス神父と相談し、指揮官が現れたなら奇襲する作戦を練っていたのだ。

「おらぁ、死ねっ！」「里の皆の恨うらみ！」

『風魔術』、『虚脱魔術』、槍投げの三重撃がゼーレハルトを襲う。

　しかし、帝国の総司令官は小さく何かを呟つぶやく。

　──瞬間、甲高い金属音がし、全ての攻撃がダスト達へ跳ね返ってきた。

「な……っ!?」「なんだ今のは!?」

「俺達の攻撃が、跳ね返された!?」

　風魔術や虚脱魔術を返され、ダストとベルズが大きく呻うめく。

　ガートに至っては悪態をつく余裕もなく、跳ね返された槍で右腕を貫かれた。

「やははっ！　油断ですね！　伏兵が潜んでいたとは！　しかし無駄ですねぇ！　わたくしの恩恵ギフトには通じません！」

　アッシュ達は見た。ゼーレハルトの周囲に、何かが浮かんでいる。鉛なまり色いろに輝き淡あわく発光し、華美な装そう飾しよくをされた一抱えほどの金属物。

　それは、『鏡』だ。

　禍々しくも壮そう麗れいな意匠。薄く鋭利な鏡でダスト達の攻撃が跳ね返されたのだ。

「なんだ、あれは……っ！」

「あれも恩恵ギフトなのか!?」

「関係ねえ、攻めろ！　攻めりゃいつかはぶっ潰せる！　──らああっ！」

「──いけない！　全員退きなさい！」

　実力差を測ったロス神父が焦った声を響かせるが、間に合わない。

　ダスト達が、『風の槍』、『虚脱魔術』、『雷撃』を用いて攻撃するが、尽く跳ね返される。

　いくつもの鏡が、何事もなかったかのように浮遊していた。

　あるものは同心円状に回り、あるものは不規則に回り、ゼーレハルトの周囲で宙を自在に泳ぎ、守護者であるかのように浮かぶ。

　ダスト達が苦痛に呻く。

「くそお、痛ぇ……」

「俺の攻撃が……噓だ……」

「やははははは！　悲鳴こそ最高の演奏！　無駄ですよ。我が恩恵ギフトは、『反射』！　すなわち、ありとあらゆる攻撃を跳ね返す！　超常の能力なのですから！」

「なん、だとっ!?」

「馬鹿な……っ、攻撃を跳ね返すだって……!?」

「面白え！　ならその鏡、砕け散らせてやるよ！」

　ダストらが新たに投げナイフを投とう擲てき。同時にガートが天罰魔術を発動。ゼーレハルトの敵意を感知して、凄すさまじい雷がゼーレハルトを襲撃するが──。

「うああああああっ!?」

「腕がっ、腕がぁ……っ！」

　容易く反射され、激しい雷撃に打たれ、ガートが大きく弾け飛ぶ。ダストとベルズも痛手を被り、いくつもの傷がその体に刻まれていく。

「駄目です、下がりなさい三人とも！　彼は君達より遙かに格上です！」

　神父が必死に叫ぶもダストらには届かない。

　いや、退けないのだ。彼らとて里の出身者、その内には矜きよう持じもあれば誇りもある。

「くそったれ！　帝国ごときに負けるわけにはいかねえんだよ！」

「一発ぶちこまなきゃ腹が収まらねえ！」

「いい絶叫です！　ひひっ！　しかし悲しいかな、わたくしには敵わない！　なぜなら」

　悪魔のように、唇を釣り上げながらゼーレハルトは高笑いする。

「この世には、決して倒せない正義があるのです！　──魔ま導どう鏡きよう、第二形態、虐ぎやく殺さつ刃じん！　さあ、死の花を咲かせなさい！」

　いきなり超速で鏡の群むれが猛回転する。それは薄く迅じん速そくに、秒間数十回という凄まじい速度で大気を切り、ダストらへ猛進。鋭角的な軌道で宙を飛び、音速で迫っていく。

「なんだと、てめえ何を──」

「こんな鏡、」

　直後、ダストとベルズの首が切断された。

　生首となり、驚きよう愕がくの表情のまま地面に落ちる二つの頭。

　数秒後、思い出したかのように、ダストらの体から間欠泉のように血が噴出する。

「あ……あ……っ」

　アッシュの隣でシャルナが震えている。

　里の中でも精鋭のはずのダストとベルズが、虫けらのように殺された。

「──やははは！　綺麗な美術アートですね！　……おやぁ？　もう一人、勇敢なる少年がいましたね？」

「ひ、ひいい……っ!?」

　先ほどの攻撃で吹き飛ばされた最後の一人、ガートが、その場から逃げようとするが、猛回転する鏡からは逃れられない。

　木々の壁を物ともせず鏡が追撃、逃げるガート、木の奥から悲鳴が聞こえた。

　森林が崩れる音。木々が血に染まる光景。

　がたがたがた、と、シャルナは震えていた。アッシュの手を握り、気絶しかけている。

　ダスト達は、いけ好かない連中だった。人を小馬鹿にしていた外道だった。

　けれど、殺されて良い人間ではなかった。彼らなりの矜持、里への愛着、そういったものを持っていた。

　それを、ゼーレハルトは粉砕した。

　許せない。──しかし、アッシュはあまりに無力だ。体が、大きく震える。

　転がる生首を拾い上げ、勲くん章しようのように掲げて笑うゼーレハルト。

「やはははは！　勇敢なる人を仕留める瞬間は楽しい！　命を摘つみ取とるのは正義の特権！　さあ次は、貴方達です！」

「シャルナ！　逃げるぞ！　早く！」

「え、でも！　ダスト達は……っ」

「──残念ながら！　逃がすわけにはいきませんねぇ」

　直後、肉薄してきたゼーレハルトが笑った。

　猛回転する鏡とその風圧で、一秒も経たないうちにアッシュは吹き飛ばされる。

　呆ぼう然ぜんと、シャルナが地面に転がりその様を見つめた。

「そ、そんな……っ」

「はははっ！　ああっ、いいっ！　いいですねその顔！　死の淵ふちに追いやられ、散りかける命！　この世で最も美しいもの──それは、人の浮かべる絶望です！」

　ゼーレハルトが歓喜に身を委ゆだね、顔を紅こう潮ちようさせていた。

　その隙すきに、機を窺っていた他の里の人間達──奇襲隊の何人かがゼーレハルトへと斬りかかる。

　しかしそれを見もせず、浮遊する十数個の鏡で瞬殺するゼーレハルト。

　血ち飛沫しぶきが舞い、苦く悶もんの声が流れる森の中、ゼーレハルトは身を震わせる。

「戦場が！　わたくしを喜ばせる！　人の！　未来が！　希望が潰える！　あああぁぁ……っ、いい！　この瞬間が、絶景だ！　わたくしは思う！　人は幸せになるために生まれてきたのではない。絶望の花を咲かせるため生まれてきたのです！」

「──口を塞ふさげ外道！　聖言第一章、封魔の術！」

　横合いから、ロス神父が神秘的な光と共に、ゼーレハルトへ破邪の魔術を放った。

　一瞬だけ鏡を押しのけかけるが、それでも貫けず、反射される。

「う、ぐうううう……っ!?」

　邪気や魔を滅する光が、神父を包む。

「おや？　神父さーん、破邪の魔術で痛手を受けたのですか？　ふふ、神聖なる神父さまが、破邪の力で呻くとは滑こつ稽けいな！　邪な欲望でも抱いていましたか？」

「──殺意くらい神父にだって湧く。く、アッシュ！　シャルナを連れて逃げなさい！」

「っ！　でも神父さま……っ」

「聞きなさい。残念ながらこの男を倒す手段はありません。ならば誰かが足止めし、一人でも多く逃げるべきです！」

「でも……っ」

「ああそうです！　それではつまらない！　一緒に踊りましょう！　死の舞踏を！」

　ゼーレハルトが頰の紅潮を強める。その言葉を無視してロス神父が叫ぶ。

「早く！　アッシュ！　急ぎなさい！　私では何秒も保たない！」

　シャルナが絶望を顔に張り付かせ首を横に振った。

「嫌です！　神父さま！　逃げるなら一緒に！　捨て石なんて絶対に嫌！」

　繫いだ手を通じて、シャルナの想いがアッシュに伝わってくる。

　老練な神父。厳格だった神父。物心ついた時から孤児だったアッシュを拾い、育ててくれた彼は、父親のような存在だった。

　子供の頃は、悪さをした彼らを叱しかってくれた。鍛錬の時は監督なども行ってくれた。

　意外にも料理は苦手で、たまに料理をアッシュ達に披ひ露ろうしては「まずい」と言われ、陰ながら努力していた。

　そのロス神父が、苦痛に顔を歪ゆがめ、アッシュ達の前で立ちはだかっている。

　ゼーレハルトが愉快そうに見やる。

「ふふ、同郷の者を守らんとする家族愛。わたくしはそれも大好きです。で・す・がっ！」

　鏡が猛回転する。軌道すら読めない鋭角的な、超速の凶器が神父へと迫る。

「アッシュ！　頼みます、シャルナを──」

　それが、神父の最後の言葉だった。

　彼は四し肢しも胴体も全て裂かれ、地に倒れる。血溜まりが地面に広がっていく。

「──そんな、神父さま……っ」

「あ……あ……ぁ……」

「ハハハハッ！　大いなる力の前には神の加護も意味はない！　いえ、恩恵ギフトが神の贈り物というなら、これも神のなされた試練！」

「お前……お前ぇ！」

　血溜まりを踏み、ゼーレハルトはアッシュ達に悪魔の翼の如く両腕を広げてみせる。

「怒ってください。嘆なげいてください。感情とは、人が人である証。あなた達が吠ほえ猛たけり、憤ふん然ぜんとするほど、わたくしは昂たかぶるのです！」

　アッシュが、ダスト達の使っていた短剣を投げた。

　しかしそれを弾き飛ばし、鏡がいくつも猛回転し、アッシュのもとへ迫る。

　いくつかは聖剣シルヴァリガで弾くが、勢いが強すぎる。

　徐々に押され、アッシュは地面に弾き倒される。木や地面に激突する。回転した鏡が、アッシュの両腕を凄せい惨さんに引き裂いていく。

「ぐうう、うぐうううっ！」

「ははっ！　愛する者を守ろうとする者もまた美しいですねぇ！」

　シャルナの叫びが聞こえる。ゼーレハルトの笑い声が聞こえる。

　アッシュは呻いた。──こんな、こんな奴に負けるのか？　何も成せず、神父や他の里の人達も守れないまま、いいように殺されるのか？

　──嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ！

　まだ何も出来ていない。シャルナへの感謝も、神父の仇あだ討うちも、何も出来ていない。

　何より、この窮きゆう地ちを脱する隙すら作れていない。

　何か。何でもいい。何でもいいから力を！　この場を打開出来る力を、寄越せ！

　神でも悪魔でもいい！　誰だろうと構わない！　目の前の敵を駆く逐ちく出来るなら、抗える力を──。

「鮮血の芸術アートの時間です。さて頑張り屋の少年の死は──」




　──瞬間、凄まじい白光が、辺りに吹き荒れた。




　それはゼーレハルトの鏡を薙なぎ払はらい、彼を吹き飛ばし、辺りの血溜まりすら弾き飛ばし、アッシュとシャルナ以外の全てを吹き飛ばしていく。

「……っ、なにが……っ!?　魔術の暴走!?」

　ゼーレハルトが鏡で体を覆い尽くしながら叫ぶ。

　アッシュは、白光する柱の中心部にいた。目の前に、白い誰かがいるのに気づく。

　純白のヴェール。銀色に輝く流麗な髪の少女。その衣装は鮮やかな装色と白。

　艷つややかな銀髪は、まるで星々の輝きのように美しい。どこか妖精めいた顔立ち。

　凜とした光を瞳に湛たたえ、桜色の唇を持った少女は、ゆっくりとアッシュへ振り向く。

「──我が主に、問いかけます」

　涼やかな鈴のような声だった。聴くだけで誰かを癒やすかのような、清せい楚そな声。

「我が主の願いは、この状況の打開。そしてシャルナさんの救助。相違ないでしょうか？」

「あ、ああ……」

　アッシュは、驚愕していた。目の前の少女の、あまりの可か憐れんさに。同時に、少女が、ゼーレハルトすら遙か格下に思えるほど強いと、判ってしまったために──。

「俺の願いは……一つだ。俺達を、救え！」

「──了解しました。その願い、叶えます」

　銀鈴の声で煌きらびやかな少女が応えた。

「これより敵を排除します。目標、帝国の総司令官、ゼーレハルト」

　爆散した木々を押しのけて、ゼーレハルトが鏡をいくつも進撃させた。

「ひひ、やはははははははっ！」

　狙いはシャルナと白い少女の両方だ。戦力外のシャルナ、同時に白い少女をも狙った姑こ息そくな戦術。

　だが白い少女は手から聖剣を生み出すと、それを投げつけた。

　シャルナへ向かった鏡がそれだけで砕かれ、ゼーレハルトを守る鏡の大半が容易く砕け散る。

「──っ!?　なんですと……？　魔導鏡を、破壊した……？」

　目を剝むくゼーレハルトに、音を超える跳躍で白い少女が肉薄する。そのまま手にしていた聖剣が一閃、ゼーレハルトの白装束の裾を斬り捨てる。
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　鏡を回転させゼーレハルトが逆襲するが、白い少女は軽やかにかわす。あるいは剣で弾き、さらにはいくつかの鏡を両断する。

「──馬鹿な!?　魔導鏡が斬られる!?　何なのです、その剣は!?　何なのです、貴方は！」

　驚愕に叫ぶゼーレハルトに一切構うことなく、白い少女は突貫した。

　左手の掌底、続いて回し蹴り、さらには回転の勢いをつけての上段斜め袈け裟さ斬ぎり。

　ゼーレハルトの胸元から、バッとおびただしい血が吹き出した。

　それは、初めてゼーレハルトに傷が与えられた瞬間だった。

「ぐっ、あり得ません、この力は……何なのです、貴方はァァァァァ！」

　余裕がないと判断したのだろう、ゼーレハルトの周囲に、多数の鏡が出現した。

　その数、三十、五十……百以上。明らかにこれまでの数倍の脅きよう威い。

　それを、白い少女は蟻ありでも見るかのように眺めると、

「数は百六十五……少ないですね。全て破壊するのに四秒といったところでしょうか」

「小こ癪しやくな！　舐めないでくださいねぇ、お嬢さん！」

　ゼーレハルトが豪ごう雨うのように鏡を放出する。全て猛回転し、人を切り裂く必殺鏡。

　しかし白い少女は軽やかにそれをかわして弾く。自分を傷つける者などいないのだと、誰も自分には届かないのだと、そう語るかのように。

「やは！　あはっ、あはははっ！　愉快ですね！　辺境で、捕縛戦などつまらぬと思っていましたが──素晴らしい！　わたくしの鏡を斬れる者など知らない！　おおっ、わたくしは今、興奮している！」

「あなたの性癖などに興味はありません。即、斬り裂かれることを推奨します」

「嫌ですよ！　こんな戦い、もったいない！　終わらせるには惜し過ぎる！　もっと踊りましょう！　さあ、さあ！　今こ宵よいは楽しい舞踏会！　きひ、きひはははっ！」

「３」

　白い少女が、いくつもの鏡を斬り裂く。涼やかな風のように、華麗に切り結び、その様はまるで地上に舞い降りた天使のようだった。

「２」

　ゼーレハルトの手から四十の鏡が生み出される。音すら超えて飛ぶ猛回転の凶器。

　けれど、それでも白い少女には届かない。斬られ、弾かれ、まるでダイヤモンドダストのように鏡の破片が舞う。

「１」

「この期に及んでまるで届かない!?　楽しい、当たらない！　わたくしの攻撃がまるで通じない！　アハ──」

「ゼロ」

　そして激しい血飛沫が上がった。

　それはゼーレハルトの胸から。左肩から右脇腹へ、深く刻まれた致命傷は、どんな魔術でも回復不能に見えた。

「……お見事」

　吐血し、震える手を近くの鏡に伸ばして体を支えながら、ゼーレハルトは囁く。

「冴さえ渡わたる剣技、まさに剣の乙女と呼ぶに相応しい。……けれどわたくしは未練があります。貴方の名前を聞いていない。この神聖ヴォルゲニア帝国、東方制圧軍総司令官、ゼーレハルトを倒した貴方は、いかなる名ですか？」

「わたしは──聖剣シルヴァリガ」

　涼やかに剣を振った少女は、凜とした声音で応える。

「聖剣より転生した娘。いかなる障害をも斬り裂く剣の化身。鏡使いの魔道士よ、見事な手合いでした。出来れば味方として出会いたかったです」

「……ふ。ふふ。それは無理です。運命の神とは残酷なもの。一番欲しいものは決して貰えない。……けれど、ああ……わたくしは幸せです。この世で最も美しいものは、絶望だと言いましたが……真に美しいものは……絶望すら撥はね除のける、乙女……」

「──さようなら、総司令官ゼーレハルト。来世では味方に」

　そうして白い少女、聖剣シルヴァリガは、ゼーレハルトの首を刎はねた。

　吹き上がる血の飛沫。いくつもの鏡が音を立てて落ち、やがて消滅していく。

　アッシュは、その光景を見て、戦いが終結したのを確信し、気絶した。




　──アッシュ！　アッシュ！

　ああ、声が聞こえる──と彼は思った。

　それは遙かな過去。もう、おぼろげにしか覚えていない光景。

　かつて、自分が瀕死の重症に陥おちいったことがあった。里付近の魔物に襲われ、シャルナを庇かばった時。アッシュが胸を貫かれて瀕死となった過去。

　──アッシュ！　だめ……っ！

　懐かしい響きが呼び起こされる。彼を心配している、幼なじみの声だ。あの窮地を、自分はどのようにして回避したのだろう？　思い出せない。真実は闇の中。

　アッシュは、過去の夢の中で意識を失い、その光景から離れ──。




　──起きたら、なぜか膝枕されていた。

　どういうことだ？

　と思う暇もなかった。

　鼻と鼻がくっつきそうな距離で、白い少女、聖剣シルヴァリガが顔を覗のぞき込こんでいた。

「うお!?　ちょっと待て！　近い近い！」

「ああ、すみません。まだ人の距離感に慣れていなくて。許していただければ」

　長い銀髪を風になびかせ、白い少女は謝罪した。

　麗しい容姿の少女だ。艶めいた銀髪も白の衣装も、白いヴェールも様になっている。

　全体としては、剣を携えた姫という印象だ。けれどフリルのついた袖そでや深いスリット入りのスカートのおかげで、踊り娘のような華麗さも持ち合わせていた。

「……ひとまず、助けてくれてありがとう。俺の名はアッシュ。えっと、君は」

「聖剣シルヴァリガと言います。──貴方の恩恵ギフトにより、転生した娘です」

「……は？　転生？　ま、待て」

　アッシュは目を見開いた。

「恩恵ギフトだと？　そんな馬鹿な、俺の……？」

「はい。窮地に立たされた貴方は、恩恵ギフトを発現。──傍らにあったわたしを擬人化することで、窮地を脱したのです」

「擬人化、だと？　それは一体、何だ……？」

「擬人化とは、無機物を人間に変える力です。他の多くの方も見ていたので、後で聞くとよろしいでしょう」

　白い少女、聖剣シルヴァリガが淡々と説明する。アッシュが戸惑いに声を震わせる。

「……すると何か？　俺の恩恵ギフトで、聖剣が女の子に変わったと？」

「はい。繰り返しになりますが、擬人化スキルとは、無機物を人間に──正確には『少女』に変える力です。──そしてその外見は、持ち主の好みにある程度左右されます。つまり、咄嗟に擬人化した場合、それが我が主の欲望ということに……」

「違う！　ちょっと待て！　それは色々誤解だ！」

　アッシュはげほげほっと、咳せき込こみながら抗議した。

「ああ、我が主、そんなに叫ぶと傷口が開きます」

「主にお前のせいなんだがな！　……まあ、助けてくれたことには感謝する、ありがとう」

　銀髪の少女は、にこりと笑みを返した。

「光栄です。……ただ、擬人化スキルに関してですが、詳細まではわたしも判りません。わたしは聖剣として、英雄のスキルの知識を得ていますが、その中でも擬人化は極ごく僅わずか。少なくとも今は、無機物を少女に変えられることしか判りません」

「そう、か。なら仕方ない」

　アッシュは首を振った。知りたいこと、知らなければならないことは山積みだ。ひとまず命の危険だけは去ったことを再確認し、安あん堵どする。

「──そうだ、シャルナは？」

「彼女なら疲労のため、別の場所で休ませました。ロス神父をはじめ、亡くなった方々は、わたしや一部の里の者達で埋葬しました。帝国軍は総司令官ゼーレハルトを失ったため撤退。現在、動きはありません」

「それは、助かった……」

　周りに戦闘音などがないことから、それは判っていたが、それでも口に出されると安心する。

　ただ、里の被害は甚じん大だいだ。ロス神父、ダスト、ガート、ベルズ。それに、数多あまたの人々。

　好きだった人や、嫌な人、様々だったが、死んでいい人達ではなかった。シャルナを守れたのは幸運だったが、アッシュは瞑めい目もくし、神父らの冥めい福ふくを祈った。

「──アッシュ？　起きたのね、アッシュ！」

　その時、やや離れた木の陰からシャルナが顔を覗かせた。一目散に駆けてくる。

　柔らかい感触と安堵の声と共に抱きついてくる。

「良かった！　無事で……っ！　本当に……っ！　痛いところとか、ある？」

「いや、特には……この治療は、シャルナが？」

「ええ。恩恵ギフトの聖女の加護で一通りは。でも神父さま達は……」

　シャルナは沈鬱に顔を伏せた。

「……仕方ない。力は尽くしたんだ。俺達は後悔すべきじゃない」

　見回せば、周囲には休んでいる者や、武器や道具の確認をしている者達が何人かいた。

　ここからは見えないが、見回りや今後の対策を練る人達もいるのだろう。命は助かったが、これからが大変だとアッシュは思った。

「それで、アッシュ様。落ち着いた所で時間を頂きたいのですが、一つ提案が」

「なんだ？」

　聖剣シルヴァリガが語った。

「現在、我々は帝国の東方制圧軍、その総司令官を撃破しました。しかし、帝国は『軍』であり、奴隷を必要としている以上、ここはいつまでも安全ではないと警告致します」

「それは……そうだろうな」

　総司令官ゼーレハルトは撃破した。しかし所しよ詮せんは一軍の将だ。態勢を立て直せば司令官を替えてまた帝国は襲ってくるだろうし、それだけの理由もある。

　帝国は、魔王の対策に人材を欲している。このままアッシュ達が山にいても捕まるだけだろう。

　だから選ばなければならない。撤退か──抗戦か。

「現戦力で、帝国の手勢を退けるのは不可能と断言致します。アッシュ様やシャルナ様だけを守ることは可能ですが、それでは他の皆様を見殺しにしてしまいます」

「……シルヴァリガ、それを防ぐ方法は？」

「擬人化スキルの活用です」

　聖剣の乙女は即答した。

「我が主さまの能力は、帝国に抗せる唯一の力。わたしが聖剣だった時の記憶でも、過去に類を見ない強力さです。──そこで、擬人化スキルを使い、わたしのような『擬人化娘』を増やし、帝国に対抗すべきです」

「……それは」

　擬人化スキルは稀け有うな能力だ。数ある恩恵ギフトの中でも破格と言っていい。

　聖剣を擬人化するだけで一軍の総司令官を打ち破った。つまり擬人化娘を増やせば戦力として対抗出来るかもしれない。

「……いや、それだけでは、多分足りない」

「それは、どういった理由で……？」

　アッシュは一拍だけ目を瞑つむってから応えた。

「相手は、軍なんだろう？　戦いの素人がいくら増えてもたかが知れている。一つ聞くが、シルヴァリガ、お前は剣技の他に何が出来る？」

「……多少の斥せつ候こうや、指揮くらいは……」

「それではとても国に対抗出来るとは言えない。たとえ、お前レベルの聖剣や聖槍を擬人化したとしても、似たようなものだろう。兵士としては優れていても、軍事力としては不足だ」

「つまり……？」

　アッシュは一旦目を伏せ、顔を上げてから静かに言った。

「俺は──ここに『国』を造るべきだと思う」

　その言葉に、シャルナと、シルヴァリガが目を見張った。

「本気、ですか我が主……？」

「ちょっと待って、アッシュ！　なぜ国を？　それにまず逃げるべきじゃない？」

「大所帯で逃げても限界がある。敵は大国だ。追撃もお手の物。それに、ここには昔住んでいた隠者の魔道具が残っている。地理も防衛に向いている。建国には有利だ」

「でも、人数も資材も少ないし……それに国を造るのって簡単なことなの……？」

「簡単ではないだろう。だが、やるしかない。帝国に対抗するには、俺達も国で対抗するしかない」

　アッシュは数秒の間瞑目し、考えをまとめる。

「どこかの王国に逃げ込むことも考えた。──けれど現状、世界最強はヴォルゲニア帝国だ。無事な場所などない。だから自分達で安全地帯を造る。これしかない」

「それは……そうかもしれないけど」

　シャルナが困惑と感激の表情を浮かべた。

「幸い、帝国軍はしばらく混乱が続くだろう。何しろ司令官が倒されたんだからな。その間に、俺はこの山を要塞化し、規模を拡大させる」

「その前に攻められたら？」

「聖剣シルヴァリガの戦闘力なら当面は戦える。それに──俺にはいくつか策がある」

「どんな策……？」

　シャルナの声にアッシュは地面に図を描いた。

「帝国には、いくつかの要塞があるだろう？　そこをシルヴァリガで奇襲し、聖剣や聖槍、伝説級の武具をかっさらう。──単騎とはいえゼーレハルトを打倒した剣技だ。一度や二度なら通じるだろう。その奇襲で有用な武具を奪い取る」

　シルヴァリガが驚いた。

「まさか……それで擬人化娘を増やし、ゆくゆくは国家に？」

　シャルナが目を見張る。アッシュは頷いて続ける。

「ああ。──国の定義を知ってるか？　国土と国民があれば誰でも主張出来る。ここは、どの国も手を出していない未開拓地だ。百年前、隠者が住み着く前からな。そこで俺が建国宣言をし、擬人化娘を揃え、誰にも負けない軍を──いや国を造り上げる」

「……それは、簡単な道じゃないわよ？」

「判っている」

　シャルナの後に、シルヴァリガが問いかける。

「覚悟はありますか？」

「無くともやるべきだろう」

　アッシュは、周りに広がる血溜まりを見た。

　ゼーレハルトに敗れ、帰らぬ人となった神父や、ダスト達の死の光景。

「……俺は、自分や、自分に親しい人を失いたくない。奪われるのはもう沢山だ。来るというのなら、こちらも武装して叩きのめす。──シャルナ、シルヴァリガ。逆に問おう。──俺の国に加わり、帝国に反抗する気はあるか？　奪われたものを奪い返し、平穏を勝ち取る覚悟はあるか？」

　シャルナは、戸惑い、一瞬だけ目を瞑った。

「──あるわ。神父さまや、他のみんな、里の人のために」

　シルヴァリガは即答した。

「当然です。我が剣は主のもの。わたしは貴方の剣ですから」

「ありがとう。なら、お前達が、最初の国民だ。──そうだな、さしあたっては」

　アッシュは、その辺にあった木の棒に、自分の服の一部分を破いたものを巻きつけた。

　そして即席の旗とする。

「相手が帝国なら、こちらも相当の大国家にしよう。強く、猛たけ々だけしい国。──挑発も込めて永世皇国はどうだ？　正式名は──そうだな、『永世アッシュルナ皇国』」

　それは、アッシュとシャルナとシルヴァリガ──三人の名から取った国名。

　奪われ、搾しぼり尽つくされるのを良しとしない少年が生み出した、反逆の証。

　世界で最悪の帝国に対抗するため、アッシュは高く旗を掲げる。

「俺は、お前や、亡くなった神父達のために誓おう。──国土を奪い、軍隊を送り、平和を踏みにじる帝国に、目に物見せてやると」

「ええ、わたしも、協力するわ！」

「我が主の往くところ、どこまでも参りましょう！」

　アッシュは頷き、一瞬だけ不敵な笑顔を見せた。

「色々と忙しくなるな。何しろ俺の能力は擬人化。選定から防備までやることは山積みで時間が足りない。仲間も欲しい」

「そうね、考えるべきことは一杯だわ」

「戦があれば遠慮なくお使いください、我が主」

「ありがとう。──ああそうだ。話は変わるが、シルヴァリガ。お前、『名前』を変えてみてはどうだ？」

「名前を変える……ですか？」

「そうだ、せっかく女の子になったんだ、もっと可愛らしい名前にすべきだと思うぞ」

「あ、いいわねそれ！　わたしも賛成だわ！」

　シャルナが手を叩いて同意する。

　アッシュがあごに手を当てしばらく考えて──。

「そうだな……シルティーナ。昔の女英雄の名だ。これからお前はそう名乗ってくれ」

「シルティーナ……はい！　素晴らしい名前です！　未来の后こう妃ひとして、ありがたく頂戴致します」

「違う！　后妃とかそこまで言ってねえ！」

　銀髪の少女は、柔らかに微笑んだ。

　シルヴァリガ──改めシルティーナは、嬉しそうに胸に手を当てる。

「ふふ。では、最初の活動は何に致しましょう？　我が主──いえ、皇帝陛下」

「全くお前は……そうだな、剣は得られた。だから次は『盾』だ。──手始めに、一番近い要塞に攻め込もう。情報を集め、機を見計らい、一気に奇襲する」

「了解です！」

「長い戦いの、始まりね」

　シルティーナとシャルナが毅き然ぜんと頷く。

　そうして、アッシュ達の戦いは始まりを迎えた。

　不安はある。恐れはある。だが退けない。失ったものを無益にしないためにも、彼の大切なものを守るため──アッシュ達の叛はん逆ぎやく譚たんが幕を開けていく。
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　神聖ヴォルゲニア帝国は、いくつもの軍を抱えた巨大国家だ。

　帝国には制圧軍と呼ばれる強襲軍隊が八つあり、各地方に前線要塞が存在する。

　その総数は四十。膨大な戦力といえる。その一つ。東方制圧軍、第一前線要塞。

　師団長である青年、ディートリッヒは、優雅な笑みを浮かべ紅茶を飲んでいた。

「ははははっ！　頭こうべを垂れ許しを請こえ！　そうすれば許してもやらんこともない！」

　懲ちよう罰ばつ室しつの中で、バチッ、バチッと、鞭むちが奴ど隷れいへ叩きつけられる。

　団長であるディートリッヒは奴隷を虐しいたげることを趣味とした外道だった。さらった街人や村人を私用の奴隷として使い、使い潰して放棄する。

　自らが託された要塞の運営は二の次、自分の欲望のために奮起する。先日、捕らえた奴隷のうち三割を、愛あい玩がん用ように使い潰す悪逆者。

「ぐあああ、お、お許しを！」

「はは、最高だ！　私はお前達の命を握っている。これが支配者の特権！　至福だ！」

　奴隷の青年が悲鳴を上げて喚わめく。ディートリッヒは団長としても三流だった。昨日、総司令官のゼーレハルトが敗れたと聞いたが、そんな物はデタラメ、反乱軍レジスタンスが流したデマだと断じている。

　ゼーレハルトの配下も動揺していると聞いたが知ったことではない。他要塞の師団長が補佐するだろうと高を括くくっていた。

「お許しを、許し……あああっ」

「くく、こうして奴隷をいたぶっていると、我が身が王であると思える。無様な奴隷が泣き叫び、頭を垂れ、血を垂らしているのを見ると、心がそそられるな！」

「まったくでございますな、ディートリッヒ様」

　側近である魔術師、ベルバルドが同意する。

「この世はあなた様の思うまま。いずれ幹部になられるのも時間の問題でしょう」

「ふふ、名門に生まれて二十三年、私には挫ざ折せつなどない。『身体能力十倍』という、破格の恩恵ギフトに恵まれたのも当然のこと」

「まったく、その通りでございます。あなた様こそ、世に愛されし者」

　激しい鞭の一撃が奴隷を打つ。笑ってディートリッヒは鞭を振るう。片手に紅茶のカップを持ち、優雅にあおりながら奴隷をいたぶる。

　この世は全て自分のもの。何者も覆すことは出来ない。

　そう思っていた時だ。ズウウウン……と、要塞内に重々しい轟ごう音おんが響き渡ったのは。

「い、いったい何事だ!?」

　ディートリッヒの叫びに、見張りの兵士が青ざめてやって来る。

「報告！　先ほど我が要塞に、賊ぞくが侵入！　第二宝物庫の扉を破って──」

「なんだと!?」

　この要塞は堅けん牢ろうで防備も抜かりなかったはず。

　それがどうして!?　ディートリッヒが瞠どう目もくし紅茶のカップを取り落とす。

「すぐに取り押さえろ！　衛兵達に魔道具でも何でも抱えて突撃させよ！」

「そ、それが……侵入者は……たった二人！　圧倒的武力で兵士達を薙なぎ払はらって……っ」

「なんだとぉ!?」




「──片っ端から打ち払え、シルティーナ」

「了解です我が主！」

　前線要塞内、宝物庫。アッシュはシルティーナと共に要塞内の宝物庫へ侵入していた。

『──まず、狙うべきは第一前線要塞だ』

　数刻前、隠者の黒森でアッシュはシャルナとシルティーナに説明した。

『この要塞の師団長であるディートリッヒは三流だ。兵士の士気は低く、防備にも隙すきがある。そこを狙う』

『防備……危険はないの？』

『ほぼゼロだ。ディートリッヒは宝の蒐しゆう集しゆう家かでもあり、宝物庫に死蔵する悪あく癖へきがある。軍人の資質ではない。その隙を狙い、俺達は伝説の武具を奪う』

　──内部構造と、警備の隙。それを事前に付近の街の情報屋から得たアッシュ達は、難なく要塞へと侵入、奇襲を成功させていった。

「くそ、駄目だ！　止められん！」

「敵はたった二人だぞ!?　迎撃を！」「なんて奴らだ──ぐあっ!?」

「シルティーナ、右方へ回れ！　手薄な防備を穿うがて！　──遠慮することはない、敵は帝国軍──奪い、滅ぼした奴らの宝だ！　虐げられた者の痛みを味わわせてやれ！」

「了解っ！」

　流麗な剣技が帝国兵達を打ち払う。卓越した聖剣の技は、一騎当千の領域だ。

「──主、兵士達が集まってきました。そろそろ脱出する頃合いかと！」

「そうだな、めぼしい物はあらかた回収した、撤退する」

　大量の武具を収めた大袋を背に、アッシュが命じる。背後、シルティーナが殺到する兵士達を剣技で打ち払う。層の薄い箇所を見定めると、アッシュ達は撤退した。




　十数分後。要塞内、師団長室にて。

「おのれぇ！　賊が侵入だと!?　一体どこの手のものだ……っ！　たった二人で強奪だと!?　あり得んぞ！」

「……確認したところ、第二宝物庫のうち、四割を喪失。──現在、追撃隊を出しておりますが、壊かい滅めつさせられたとの報告が……」

「馬鹿な!?　あれには精強な兵がいたはず、それをこうも易々と!?」

「ディートリッヒ様、奴らは手て練だれの傭よう兵へいかもしれません。それか……噂に聞く《勇者》の尖せん兵ぺいかも……」

「あり得ん！　かの英雄は幹部と交戦中と聞く！　こんな辺境にいるはずがない！　こ、このことは、本国には内密に処理せよ！　何としても事実を隠いん蔽ぺいし、強奪者の足取りだけは摑つかむのだ！」

「はっ、了解です！」




「──まあ足取りなんて摑ませないけどな」

　一方、森の小屋改め、永世アッシュルナ皇国。

　木造りの小屋の中では、アッシュが帝国の要塞から得た成果を確かめていた。

「さて、シャルナ。これがリエルタ王国の至宝モルディナ。これがカリオフ共和国の霊剣ブレガス。こっちがミーディア王国の聖槍だ。──以上、要塞から盗んだ宝物だ」

「なにこれ多い──っ!?」

　大量の品々を前に、シャルナが啞あ然ぜんとしていた。

「え、どれもこれも名品じゃない！　な、何を考えてこんな、こんな……っ！　あわわ……っ、今頃、帝国は大騒ぎになってるわ！　こっちを捜してるかも……っ」

「問題ない。追撃隊は全てシルティーナが撃破した。あいつらに追う手段はない」

「そうじゃなくて！　危険よ！　相手は帝国なのよ？　本国に応援を呼ばれたら……」

「そうならないよう、小心者を狙った。ディートリッヒは、姑こ息そくかつ快楽主義者だからな。都合の悪いことは隠すだろう。大々的に俺達を追跡する度胸も人材もない」

「そ、それは……そうかもしれないけれど……」

　付近の街にて情報収集を三日ほど行った。

　それによればディートリッヒは、悪評や陰口が面白いほど出てくる三流だ。よほど近隣の都市の人間に嫌われているのだろう、確度の高い情報を得ることが出来た。

「本当……どれも凄い宝ばっかりね……」

　大量の宝を前に完全に萎い縮しゆくしているシャルナ。

「この輝く鏡とか、綺麗な宝玉とか……これ、伝説で有名な宝槍じゃないかしら……？」

「シャルナ、気になるなら一回くらい身につけていいぞ」

「え、そう？　あ、ならこのドレスなんか似合うかしら。あ、あっちのスカートも──って違う！　そうじゃなくて！　心配なのよ。二人だけで乗り込んだわけでしょう？　思わぬ反撃を受けても不思議じゃなかったわ」

「まあ同じような奇襲は出来ないさ。さすがに連中もそこまで馬鹿ではない」

　少なくとも戦力が増えるまでは襲撃しない予定だ。

　ゼーレハルトの配下だった兵士達の動きも気になる。

　ひとしきり問題点や今後の方針について協議した後、シャルナがふと言った。

「それにしても……これだけ他とは少し違うわね」

　彼女は積み上げられた宝の中から、一つの盾を見つめる。

　見た目は、白く輝く美しい盾だ。鏡のように磨みがかれた見事な光沢。表面には女神や聖女などをかたどった紋もん章しようがあしらわれ、まさに聖盾と呼ぶに相応しい。

　要塞の宝物庫で、一際輝くこれを見た時、思わずアッシュの心が震えた防具だ。

「これか。おそらくは伝説の『宝具』の一つだ」

「え、宝具!?　凄いわ、よくあったわね……」

　宝具。かつて、英雄や達人達が使ったとされる武具の総称。剣、槍、鎧よろい……魔王を倒すため活躍した様々な秘宝。

　その中で、目の前の聖盾は魔王討伐に使われた、最高級の防具だ。

「帝国の要塞で見つけた時、これだけは擬人化させようと決めていた。俺を守る要になると思ったからな」

　光り輝く聖盾を見つめながら、アッシュは語る。

　擬人化スキルは、帝国の総司令官を破るほどの戦力を生み出せるが、無尽蔵に使うことは出来ない。

　ゼーレハルト戦の後、検証した結果、一日に一回だけという制限が判明していた。

　よって、擬人化させる物の選定は必須だ。

　アッシュはひとまず、自分を守れる防具を擬人化させると決めた。

「でもこれ……盗品でしょう？　盗まれた国に返さなくていいの？」

「事後承諾になるが、後で伝えておけばいい。帝国を倒すためなら許してくれるだろう」

　もしくは、代わりのもので埋め合わせをする予定だ。

　アッシュはややあって聖盾を前に手をかざす。

「今から二人目の擬人化娘を生み出す。──下がっていろ」

　アッシュは心なし高こう揚ようした声音で命ずる。かざした手に魔力を込め、そして燃えるような熱を帯びた手の魔力を活性化させる。

「いくぞ。──［我、神秘なる武具に命与える者なり］！　【擬人化】！」

　詠えい唱しようと共に、アッシュの右手から眩まばゆい光が放出される。白銀の聖盾へと真っ直ぐ注がれていく。浸しん透とうし、猛もう烈れつな光が拡散。視界が真っ白に染め上がり──。




　──現れたのは、あどけない姿をした、全裸の幼女だった。




「なんでー!?」

　シャルナが悲鳴を上げた。

「どうして裸の女の子が現れたの!?　これ、擬人化スキルじゃなかったの!?」

「……どうやら、擬人化した直後は、裸体になるらしいな」

　アッシュが真顔で大きく頷く。

「考えてみれば当たり前だよな。盾は服なんて着ないからな」

「じゃなくて！　冷静に言ってる場合ー!?」

　シャルナはアッシュの肩を揺さぶった。

「こんないたいけな少女を裸で出すなんて！　も～～っ！」

「落ち着け。……ん。そう言えばシルティーナ、お前は初めて現れた時、どうして服を着ていたんだ？」

「あれですか？　あの時はゼーレハルトとの戦闘中だったため、空気を読みました」

「凄いな、素晴らしい！」

「じゃなくて！　それより服が必要よ！　何か着せる物を、シルティーナ！」

　シルティーナ曰く、擬人化娘は魔力で服を編あめるらしい。

　だが寝ている幼女には無理だ。シャルナが呆あきれながら、裸の幼女を抱きかかえて叫ぶ。

「よろしければわたしの服を。このままでは風邪を引きます」

「シルティーナ！　自分の服を脱いじゃだめ！　アッシュの目もあるのよ!?」

「……いきなり脱ぎ始めてびびった」

　アッシュは目を逸そらして咳せきをした。

　シルティーナは美麗な体だ。大きく盛り上がった乳、形の整ったへそや腰。気まずげにアッシュが頰を搔く。

「──失礼致しました。人間になって時間が浅いため、常識が足りず」

「も～っ！　もたついてないで早く服を！　……いいわ、わたしが持ってくる！」

　嘆たん息そくしたシャルナは、急いで小屋の中へ行くと、適当な服を持って来た。

　そしてシルティーナが服を着直す間に幼女に服を着せ、アッシュ達に見せる。

「出来たわ！　これで平気ね！」

　シャルナが満足そうに言う。幼女は可愛らしい姿をしていた。

　くっきりとした目鼻立ち。柔らかそうな桃色の髪に瑞みず々みずしい肌。小さく華きや奢しやな体たい軀くで、触れれば折れてしまいそう。二つに結わえられた髪は日光を反射し煌きらびやかだ。
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「ん……」

　長いまつ毛が動き、うっすらと目が開かれる。

「ここはどこなのです……？　あたし、どうしてここへ……？」

「はじめまして聖盾の少女。俺の名はアッシュ。お前を擬人化させた者だ」

　アッシュは目覚めた幼い娘に対し、手を差し出した。

「アッシュ……？　アッシュ……お、お兄ちゃん！」

　幼女はいきなり起き上がると、アッシュへと抱きついた。

「え、え!?」

「お兄ちゃん、だと……!?」

「そうなのです！　ずっとずっと、理想だったお兄ちゃんそっくりなのです！」

　にこやかに微笑む、可か憐れんな幼女。

「あたし、長い間、宝物庫で眠っていたのです。帝国に盗まれ、毎日が退屈でつまらない日々。でも、お兄ちゃんが救ってくれて嬉しいです！　だからお兄ちゃんなのです！」

　何がお兄ちゃんなのかさっぱり判らないが、とりあえず好感を持ってくれて一安心だ。安堵の息をつき頷うなずくアッシュ。

「なるほど、擬人化娘は人間となる前にも記憶はあるのか。これは伝説の武具だからか？　何にしても興味深いなシャルナ。……シャルナ？」

　わなわなと、震えている少女にアッシュは視線を向ける。

「お、お兄ちゃん……？　いきなり抱きついて、そんなあざとい……わたしですら、そんなことしてないのに……じゃなくて！」

　シャルナはアッシュと幼女の間に割り込む。

「ねえあなた？　少しくっつきすぎだわ。アッシュは年頃の男の子、あなたも女性ならもう少し淑しとやかに」

「あ、お姉ちゃんだ！」

　幼女はシャルナへと今度は抱きついていく。

「え……？」

「ここへ来る途中、ずっとアッシュお兄ちゃんが言っていたのです。うちには頼れる幼なじみがいるって。だからあたし、ずっと楽しみだったのです！　綺麗なお姉ちゃん！」

「え、綺麗……？　わたしが、綺麗？」

　眩しい笑顔を向けられ、まんざらでもないシャルナ。

　どうやら出会って数秒で陥落させられたようだ。意外とチョロいなと思うアッシュ。

「はじめまして。わたしはシルティーナ、あなたの先輩です」

　シルティーナが、相手が年下にもかかわらず膝を折り、騎士のような礼を行った。

「わ、わ、すごく綺麗な人！　はじめまして！　あたしを宝物庫から連れ出してくれたお姉ちゃん！　わー、かっこいい！」

　嬉しそうにシルティーナにも抱きつく幼女。

「宝物庫での戦いすごかったのです！　帝国の兵士が虫けらのようでした！　あたしを連れてくるその姿に惚ほれ惚ぼれしたのです！」

　シルティーナは静かにはにかんだ。

「それは光栄です。聖剣の化身として、あなたとは良い関係を築けそうです」

「わー、大人の対応なのです！　さすが胸が大きい人は器も大きいのです！」

「え、胸……？」

　シャルナが自分の胸とシルティーナの胸を見て若干固まった。彼女は小さくはないが、シルティーナと比べるとやや見劣りする。

　そんなことなど露つゆ知しらず、幼女が振り返って笑みを浮かべる。

「改めて自己紹介なのです！　あたしの名はミリー！　本当は聖盾ミリドレーヌっていう名前だけど、長いからミリーって呼んでほしいのです！」

「判った。よろしくな、ミリー」

「よろしくお願いします」

「よろしくなのです！　アッシュお兄ちゃん！　シルティーナお姉ちゃん！　それと、小さなお姉ちゃん！」

「ちょっと待って!?　あの……その呼び方だと、わたし胸を茶化されてる!?」

　シャルナが慌てて言いかけたが、ミリーは小首を傾げた。

「……？　ミリー、子供だからよく判らないのです」

「感じるわ……っ、この子から、悪意なき悪意を感じるわ……っ」

　わなわなと、小さく震えるシャルナ。

　一気に女子が三人になったせいもあり、シャルナは何か危機感のようなものを感じながら呟いた。




「さて、とにかく現状はそんな所だ。ミリー、今度はお前の力を見せてくれ」

「はーい！」

　一通り事情をミリーへと説明したアッシュは、手始めにミリーに頼んだ。

「ミリーの能力は、『聖盾』なのです！　えい！」

　可愛らしい掛け声と共に現れたのは、巨大な盾だ。

　数メートルはある巨盾。鎖くさりがついていて振り回すことが出来る。それを二つ、ミリーは軽々と持ち上げ猛然と回転させると。

　ズウゥゥゥウウンッ！　と、轟音と共に大岩を跡形もなく粉砕した。

「えええーっ!?」

　シャルナが真っ青になって叫ぶ。

「な、なんなのこの子……あんな大きな岩を、木こっ端ぱ微み塵じん!?」

「と、このように、ミリーは盾を使った戦闘が得意なのです。気に入ってもらえましたか、お兄ちゃん？」

　アッシュは大きく頷いた。

「上等だ。まさか盾でありながら戦闘も出来るとは。じつに豪ごう快かいだな」

「ねえ、そこじゃないわよ、突っ込むべきところはそこじゃないわよ！」

「確かに、良い投げっぷりでした。わたしも聖剣として対抗心が湧きます」

「いやその前に、盾を投げるとか女の子としてどうなの？　怪力とか色々間違ってない？」

　大賛辞を送るアッシュやシルティーナだが、シャルナは軽く引いていた。

　子鹿のようにくるくると回って、あどけない笑みを振りまくミリー。

　そのまま鎖を引き寄せ、盾を自分のもとへ取り寄せる。

「じゃあ、ちょっとその辺で狩りをしてくるのです！　お兄ちゃん、人間にしてもらったお礼に、とっておきの食材……森の動物を狩ってくるのです！」

「判った。気をつけてな、ミリー」

　ミリーが無邪気に笑い、森の中へ消えていった。

　直後、森の奥の方から轟音と震動と掛け声がいくつも聞こえてくる。

　怪力で盾使いという擬人化娘を仲間にし、シャルナは思わず呟いた。

「擬人化娘って……凄いわね……」




【今日のシャルナ日記】

　わたし、シャルナは今日から日記を書くことに決めました。

　アッシュと擬人化娘が紡つむぐ英雄譚、それを身近で見て残すのが目的です。

　一いつ騎き当とう千せんで可愛らしい擬人化娘達、その活躍が楽しみです！





・一日目



　アッシュが『擬人化スキル』という恩恵ギフトを手に入れました。

　帝国の総司令官すら倒せる、凄まじいスキルです。

　でも、生まれた聖剣娘のシルティーナも、聖盾娘のミリーも、凄すぎて心配です。

　今も山が揺れています。獣の「ぎゃー」という断だん末まつ魔まの叫びが聞こえました。

　わあ、これからわたし達はどうなるのでしょう。とっても心配だなぁ。





　　　　†　　　†






　中央大陸エルベリータ。

　古来より流通、国交、文化の中心地として栄えた大陸として有名な地だ。

　東西に大きく広がり、土地は極めて肥ひ沃よくで、農業も盛んな繁栄地と言える。

　災さい厄やくたる魔王の出現時こそ、戦火にみまわれる中央大陸だが、その影響で要塞や軍事、文化が発達している。

　多くの国々もあり、未だ帝国の手の及んでいない地域も多い。アッシュらの住む『隠者の黒森』もその一つだ。

　古く数百年前から続くその地は、帝国にとっては辺境であり、アッシュらが戦いの準備に時間を費やせるのは、その地理事情も影響していた。




「──さて、次なる擬人化娘だが」

　ミリーを仲間に加えて、翌朝。森の小屋にて、アッシュは食事時に切り出した。

　昨日、ミリーが狩ってきた熊や猪いのししの肉を頰張りながら続きを語る。

「帝国との戦いは過酷になる。いずれ陰いん謀ぼうや策略も渦うず巻まく戦いになるだろう。そこで、今後は擬人化させる物を吟ぎん味みしていく」

　熊の頭を食していたミリーが楽しげに言った。

「はーい！　ミリー、もう一人盾の女の子が欲しいのです！　一緒にお話ししたい！」

「聖槍の擬人化などはいかがでしょう。切り込み役に適していると思いますが」

　猪の頭を丸かじりしながらシルティーナも提案する。

「……あの、二人とも。豪快よね。熊とか猪の頭って、普通食べる？　……いえ、擬人化したばかりで、常識ないのは判るけど」

　シャルナが熊や猪を頭からかじっている二人にドン引きしながら呟いた。

　そんな彼女は森で取った葡ぶ萄どうを小動物のように食べている。

「ふむ。シャルナ、お前の意見は？」

「そうね……まっとうな価値観のある女の子が欲しいわね」

　美味しそうに熊や猪を食べる聖剣と聖盾の娘を見ながら答える。

「まあ、価値観は後でどうとでもなる。それより何を擬人化させるかだ。実用性を考えると悩ましいな」

「そうね。じゃあ、戦せん斧ぷを擬人化させるのは？　斧おのって、攻撃力高いじゃない？」

「確かに破壊力は良い。が、一日に一回しか擬人化できないとなると、どうだろう」

　アッシュは小さく唸うなる。しばらく話した後、シルティーナが手を上げた。

「それでしたら、クナイなどいかがです？」

「クナイ？」

「はい。──先日、ゼーレハルトに敗れたダスト殿が持っていた宝具です。奥の手として用意していたらしいのですが、使われる前に敗れたらしく……」

「なるほど、ダストの切り札か」

　ゼーレハルトに挑み、無残に敗北した少年の一人、ダスト。

　彼とはあまり良い思い出はなかったが、戦士としては一流に近かった。

　ただし生前、彼は切り札を出だし渋しぶる癖があった。ゼーレハルトとの戦いではもう少し使う機会を窺っていれば、あるいは事態を好転させられたかもしれない。

「シルティーナ、確認するが、そのクナイは里に継承されていた宝具か？」

「はい。ダスト殿の家で、代々受け継がれてきたものです。三代目魔王を倒した英雄──暗殺王ベルーザが持っていた武具らしいです」

「なるほど、それは強力だな」

　暗殺王ベルーザ。かつて三代目魔王エスベルドの首を裂さいたと言われるアサシンだ。

　一説では魔王の三つある心臓のうち、二つを破壊したと言われる大英雄。

「その暗殺王の噂は俺も知っている。歴史上五指に入る傑けつ物ぶつだと」

「はい、その宝具ともなれば、わたし達にとって頼れる力となるかと」

　擬人化娘はある程度、元となった物や所有者の能力を受け継げる。

　例えば聖剣であるシルティーナは剣技を、聖盾のミリーは怪力や盾術を備えている。

　これは以前、シルティーナ達が英雄や達人に使われた時に、その『武技』を会得した形だ。

　加えて、彼女らは自分の元となった宝具を複製出来る。ゼーレハルト戦のシルティーナの時のように、一時的に聖剣や聖盾を複製し、超人的な戦いが可能。

　その特性を踏まえれば、ダストのクナイを擬人化させた場合、暗殺や諜ちよう報ほうに適した娘が生まれるだろう。

「よし、ならばそのクナイでいこう。シルティーナ、そのクナイの名称は？」

「確か……聖短剣ユールゲイルと呼ばれていました。透明化の能力が使えるとか」

「強いな！　よし、それで決まりだ。──シャルナ、ミリー。食事が終わったら早速、新しい擬人化娘に会わせてやろう」




　やがて十数分後。草木がなく、ちょうど円形状に広がる空き地。

　アッシュは擬人化娘やシャルナと共に集っていた。

「わー、どんな人が出るか楽しみです」

「ふふ、ミリー様、あまりはしゃぐと危ないですよ」

「嬉しそうで何よりだ。ではいくぞ。──［我、神秘なる武具に命与える者なり］──【擬人化】！」

　アッシュの手から眩い光が溢れ、拡散する。それは広場に置かれたクナイへと吸い込まれ、発光──さらに猛烈な光となって辺りを包み込み──。




　──そして長い黒髪が特徴の、一糸まとわぬ少女が出現した。




「またーっ!?」

　シャルナが天を仰いで悲鳴を上げた。

「どうして毎回毎回裸なの!?　破は廉れん恥ち過ぎるわ！」

「すまん。失念していた。そうだよな、クナイは服着ないからな」

「もう～っ！　このやり取り毎回やるの!?　いいから服！　服持ってきて！」

　既視感のあるやり取りをしながら、シルティーナが小屋の奥から服を持ってくる。

　そうして、シルティーナが服を着せた後、改めてアッシュは少女へと話しかけた。

「おい起きろ。俺のことが、判るか？」

「……ん」

　新たな少女は、瞑つむっていた目を開け、ゆっくりと身を起こした。

　涼しげな美人だ。髪は、漆黒に近い濡れ羽色。とても艷やかで、手足は長く、肌は白く、起伏のある体が特徴的。

　アッシュ達が思わずその容姿に目を奪われ、気が緩んだその瞬間。

　アッシュの腕が──一瞬で少女に絡め取られ、首筋に短剣が添えられていた。

「っ！」

「アッシュっ!?」

　シャルナが叫び、シルティーナが剣を抜き、ミリーが大盾を取り出して構える。

　その瞬間、黒髪の娘はアッシュと共に姿を消失させた。音も、気配も何もなく。まるで『幻』のように二人が消え失せる。

「お兄ちゃん！」「──っ、透明化の能力！」

　シルティーナ達が歯は嚙がみした。

　暗殺王ベルーザと共に猛もう威いを振るった聖短剣。魔王にすら通じた力が、一瞬で彼女らを不可視と化す。それはシルティーナやミリーですら追跡が困難だった。

　アッシュは咄とつ嗟さに抵抗を試みるも、少女に首を締しめられて気絶し、さらわれた。
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　──勝利を、約束せねばならない宝具だった。

　聖短剣ユールゲイルは、アッシュを誘ゆう拐かいしながら過去を思い返す。

　彼女は、過酷な時代に創られた宝具だった。今から五百五十年前、【三代目魔王】を倒すために創られた。

　当時、三代目魔王は凶悪を極めていた。いかなる英えい傑けつでも仕留められない災さい禍か。

『空間を転移し、地上のいかなる場所へも出現出来る』──その異能の前に、数多あまたの国家が滅ぼされた。

　全長三十メートル、全身が超硬質の鱗に覆われた蛇型の三代目魔王は、ただ疾走するだけで破壊を撒まき散ちらす天災だった。

　それを打倒出来る武具を製作するのが、当時の鍛か冶じ師しに課せられた使命。

　しかしそれは難業だった。空間転移という特性を持つ三代目魔王は、危機感知にも長け、油断のない魔王だった。

　幾いく多たの鍛冶師が諦め、名のある賢者達が匙さじを投げた。

『無理だ』、『あれは万能』、『三代目魔王は倒せない』──誰もが絶望しかけ、世界が危機に瀕ひんした時。殺せないはずの魔王を殺した男がいた。

　その名は暗殺王ベルーザ、アサシンの頂点。

　彼は、名工の作り上げた聖短剣ユールゲイルの力を借り、透明化の能力で魔王の三つの心臓のうち、二つを破壊。その討とう伐ばつに貢こう献けんした。

　討伐を果たした者こそ別の英雄だったが、ベルーザの攻撃は致命的だった。三代目魔王は転移能力を失い、英雄達との決戦により討伐された。

　暗殺王ベルーザこそ、最大の功労者。それを認めない歴史家はいない。

　だが暗殺王ベルーザはその後に落ちぶれた。

　透明化どころか音も熱も震動も消失させるその短剣は、戦闘には便利過ぎた。

　あれさえあれば、技量がなくとも敵を倒せる。

　策も何もなくとも、成果を上げられてしまう。

　不滅の魔王を倒した最強の宝具が、人間の技量を落とさせる──それほど皮肉な話もないだろう。

　後年、暗殺王ベルーザは多くの暗殺術を廃すたれさせ、敵対した貴族に暗殺された。

　以降──聖短剣ユールゲイルを得た者は、似た末路を辿たどっていく。

　勇猛なる国王も、比類なき天才騎士も、紅ぐ蓮れんの大魔道士も、数多の英雄が自分の能力を衰退させ没した。

『使えば必ず勝てる』。ゆえにユールゲイルは持ち主に油断や慢心を生ませていく宝具。

　ゆえに、彼女は固く封印された。遠く、遠く、僻へき地ちの奥に。そして『聖者の里』の人間に発見されるまで、何百年もの間、死蔵されていた。

　最後の持ち主である少年、ダストはその逸話を知っていた。

　使えばゼーレハルトに一いつ矢し報むくいた可能性があっただろう。だが頼れば死ぬという伝承に惑わされ、彼は使わなかった。

　だから聖短剣ユールゲイルは後悔する。ダスト達を失ったことを。かつて滅びた、歴代の持ち主のことを。主君の敵だけは倒す──その妄もう念ねんが残り、彼女を変へん貌ぼうさせた。




　──そして現在。

「クナイ娘、どうして俺の首を狙う？　何か恨みでもあったのか？」

　アッシュは隠者の黒森の狭い洞窟の中にて、目の前に佇たたずむ少女に問う。

「知れたこと。貴様は帝国の幹部ゼーレハルト！　我が主を亡き者にした怨おん敵てき！　ここで仕留めてくれる！」

　彼女は暴走していた。歪んだ殺気が可視化する程漏れ出ている。

　首元へ当てられた短剣に、アッシュは一瞬で理解する。

「──暴走か。数々の英雄や殺害者の恨うらみを吸収して、壊れたのか？」

　宝具とは強大な力を持つ武具だ。けれど時として、あまりの強さに邪悪に染まることがある。これを暴走と言い、恐れられている。

「暗殺王ベルーザをはじめ、お前は数々の所有者を死なせてきた。その無念や後悔が、暴走を招いてしまったか？」

「黙れ！　貴様は我が怨敵！　我が主ダスト殿の仇かたき！」

　聖短剣ユールゲイルは、正常な思考も視力も失っていた。目の前にいるのは憎きゼーレハルトであり、主のダストを殺した悪鬼。そう認識されている。

　これは一筋縄ではいかないな、とアッシュは嘆たん息そくし説明する。

「一つ確認する。お前には相手の状態を確認する術があったはず。付加価値としての看破だ。それを使い、俺の名前がアッシュということは見えているだろう？」

「言葉で惑まどわすか？　愚かな！　その手には乗らない。姑こ息そくな殺人鬼が！」

　殺気を宿した少女にアッシュは眉をひそめる。

「……俺をゼーレハルトだと妄信するのは結構だが、そうなるとお前は後に復ふく讐しゆうされるぞ？　俺には聖剣と聖盾の擬人化娘がいる。俺に好意的な二人だ。あいつらを相手に、戦ってもいいのなら、勝手にすればいい」

「下手な脅しを……私はもう間違えない！　私は、体を、自由を手に入れた！　倒すべき時に主のそばにおらず、もう主を惑わせることもない！　誰も私には敵わない。帝国の幹部ゼーレハルト──貴様だけは必ず殺す！」

　時系列や言葉の選択が支し離り滅めつ裂れつだった。

　彼女の中では時間が完全にゼーレハルトとの戦いで止まっているのだろう。

「やってみろ。俺はどうせ一度は死線を越えなければならない。帝国との戦いでも死にかけたからな。常に綱つな渡わたりだ。たかがクナイで刺されるくらい、どうってことない」

「……なんだと？　貴様、怖くはないのか？」

　その迷いのなさに、一瞬、困惑を覚え、黒髪の娘は疑念の表情を浮かべた。

「俺は故郷を出て旅をして死にかけて、ゼーレハルトに挑まれ死にかけた。今さら死に対して臆病なわけがあるか」

「そんな……そんなの、あり得ない……」

　少女の瞳に理性が宿りかける。アッシュの言葉に、自信に、自らの矛盾に、戸惑う。

「……噓では、ない？　お前の声には……偽りを感じない。ゼーレハルトでは、ない？」

「だからアッシュだ。よく見ろ。あんな奇声を上げる殺人鬼と同じに見えるか？」

　黒髪の娘は、じっとアッシュを見つめ続けた。

　それは魂の奥底まで見通すような、長く、深い観察だった。

「……お前からは血の匂いを感じない。では私は……まさか」

「そうだ。はじめましてクナイ娘。俺はアッシュ」

「そ、そんな……私は……本当に、間違っていた……？」

　黒髪の少女は、急に怯おびえたような表情を浮かべた。

　その瞳からは闇が失せかけ、理性を取り戻し初めている。

「そうだ。判ってくれたならこの刃をどかしてくれ。そろそろ血が危険だ」

「っ!?」

　慌てて、黒髪の少女はその場を飛び退いた。

　いつのまにかアッシュの喉元の傷が深くなっていると気づき、急いで周りの薬草を探し始める。

　──けれど、周囲にそんなものはない。人間となった彼女だが、今までのように暗殺に適した技しか無い。殺しかけた相手を生き延びさせる手段など、あるはずがなかった。

「そんな！　ああ……っ！　アッシュ殿、私は、わたくしは……っ！」

「気に病むな、こういうこともある。宝具を擬人化すれば、危険の一つや二つある」

　とは言えこれは危険域だ。すでに血は危険域まで流れ、間もなくアッシュは冷たい骸むくろとなるだろう。

「……やばい、目が霞んできた。シルティーナ、ミリー、シャルナ。早く来てくれ。俺、ちょっと冥めい土どの川が見えてきた……」

　アッシュは血の気を失った顔で、かろうじて軽口を漏らした。

　青白い顔になりながらも、少女達の顔を脳裏に浮かべ、そして──。




　──聖盾娘ミリーは、洞窟へと急いでいた。

　急げ！　急げ！　早く彼のもとへ向かわないと！

　焦しよう燥そうがミリーの内部を駆け巡る。

　──思えば、聖盾娘ミリーの半生は、不遇なものだった。

　今から四百年前、四代目魔王が猛威を振るっていた当時。ミリーは決戦兵装として創造された。

『受けた攻撃を、五十倍にして跳ね返す』──それが彼女の聖盾としての能力だ。

　その性能は、当時の戦士達を驚きよう嘆たんさせた。

　なぜなら、彼女はいかなる打撃も魔術も反射し打倒する。最強の聖盾。四代目魔王との決戦で彼女は大いに活躍し、魔王の体を粉ふん砕さいして後世へ名を残した。

　しかし、彼女を讃たたえる者はいない。

　なぜなら彼女の使用には、莫ばく大だいな魔力が必要になるためだ。

　常人なら一回か二回が限度。魔力量が多い者でも十回は使えなかった。

　加えて威力も強大過ぎた。五十倍に増幅して反射する力は、規模が大き過ぎ、味方にも被害が及びかねなかった。

　そのため、犠牲覚悟の魔王戦ならともかく、いつの間にかミリーは封じられ、使い道の限られた欠陥品の烙らく印いんを押された。

『お前は必要ない』

『行き過ぎた力は災いをもたらす』

『お前は存在すべきではなかったのだよ』

　心無い評価を下され、帝国の宝物庫で埃ほこりを被かぶるミリー。

　彼女は思った。どうしてこんな目に遭あうのだろう？　どうして皆冷たいのだろう？

　かつて、世界を救ったのに。みんなの笑顔が見たかったのに。

　悲しい、悲しい──あたしは、一生懸命、守ったのに。

　けれど、それでミリーが人を恨むかと言えば、それは否だった。

　人は災禍の時には力を欲するもの。魔王が現れれば自分を欲してくれる、そう信じた。

　自分が封印されるのは構わない。自分が必要な災厄なんて、無い方が良いはずだから。

　だから、ミリーは待った。伝説の宝具として自我を持ちつつ、ひたすら、ひたすら、

『その時』を待ち続けた。

　やがて待ち続けるのも疲れ果て、心が摩ま耗もうしていた頃。

　そうして──出会った。

　自分を必要としてくれる人に。自分を、勝利のために使ってくれる人に。

　それがアッシュ。ミリーは孤独に待ち続けて──ようやく願いが叶った。




「──お兄ちゃん！　無事でいて！」

　だからミリーは急ぐ。自分を必要としてくれた彼のために。

　──死なせない！　絶対にお兄ちゃんはミリーが助けるんだ！

　もう誰も不幸になってほしくない。だからミリーは駆け続けた。そして──。




　数分後。

「……口の中が苦い」

　目覚めたアッシュは、渋じゆう面めんでそうぼやいた。傍かたわらには黒髪の娘、ミリー、シャルナ、シルティーナの姿だ。

「お兄ちゃん！」「ああ良かったわ！」「アッシュ様、ご無事ですか！」

　真っ先に抱きついたのは、シャルナとミリーだった。

　柔らかくて温かい抱擁。けれど遠慮のない抱きつきに、アッシュは「ぐえっ」と声を漏らした。

「……感動の再会で悪いんだけど、俺窒ちつ息そくする！　手加減しろ手加減を！」

「あ、ご、ごめんなさい……」

　シャルナとミリーが反省の意を表明して離れる。血止めの薬は思いの外苦かった。それはいいが、窒息で死ぬとか勘弁だ。

「……それで、状況は？」

「アッシュ様がさらわれた後、わたし達はアッシュ様が残された『糸』を辿りました。そしてこの洞窟を見つけて……。途中で気づかれたのか、クナイ娘に斬られていたのですが、切れ端をミリー殿が発見。この洞窟へ突入したわけです」

　シルティーナが丁寧な口調でそう説明した。

　──アッシュは、万が一帝国の兵士にさらわれた場合に備え、予あらかじめ魔道具の糸を自分につけておいた。

　これは特定の相手を認証する魔道具だ。彼ら以外には視えなくする糸。

　これによって、アッシュはシャルナ、シルティーナ、ミリー以外には視えない糸で繫がれており、彼がクナイ娘に誘拐された場合、その糸を辿って追跡出来る。

　この糸にクナイ娘が気づき、切断されたことは問題だったが、切れ端をミリーが見つけ、僅わずかな痕こん跡せきを追って洞窟へ駆けつけた。

「よくやってくれたな、ミリー。糸を斬られたと気づいた時はもう駄目かと思った。お前は命の恩人だ」

「えへへ、お兄ちゃん！」

　ぎりぎりで血止めの薬草を届けられたことが嬉しかった。

　ミリーは、泣きながらまた抱きつき、喜びをあらわにした。

　──それからどれほど時が経っただろう。

　アッシュは、泣き疲れたミリーをシルティーナに預け、視線をクナイ娘に移す。

「色々と誤解があったようだが、理解は及んだか？」

「申し訳ございません、アッシュ殿。この無礼、わたくしの命に代えても……」

　苦笑してアッシュは手を振った。

「そこまでする必要はない。まあ俺としてはお前の力を見られて幸運だった」

　クナイの娘は恥じ入った表情でうなだれている。

「そう落ち込むな。お前の行動は間違っていない。……主を失った悲しみは応える。俺も育ての親を亡くしているからな」

「それは……」

　クナイ娘は今にも押し潰されそうな表情をしている。少し落ち着いて話しておいた方がいいなとアッシュは思った。

「……こういう切り口は卑ひ怯きようかもしれないが、お前に頼みがある。──俺達と一緒に、帝国と戦ってくれないか？」

「え……？」

「アッシュ……？」「お兄ちゃん？」

　シャルナ達が驚きで目を見張った。クナイ娘も同様だ。

「俺が気絶していた間、シルティーナ達から話はされただろう？　俺は帝国に反抗している。お前が加わってくれれば百人力だ」

「それは……ですが」

　少女は、数秒の間、黙って言葉を吟ぎん味みした後、口を開いた。

「申し訳ありません。それは出来ません」

「誘拐なら気にしていない。俺は戦力が必要だ。叶うなら一緒に帝国を討ちたい」

「ですが！」

　クナイ娘は思わずといったように大声を上げた。

「わたくしは、何度も主を失った身です！　ダスト殿を、かつての英雄達を、彼らを守れなかった！　そのわたくしが何かを守る……？　そんなこと、考えられません！」

「それは違う」

　アッシュは即座に首を振った。

「それらは不幸な事故のようなものだ。決してお前の責任ではない」

「それでもっ！」

　クナイ娘は沈ちん痛つうな表情を浮かべ、声を震わせる。

「わたくしは、怖いのです！　誰かと誓約し力を貸すことが！　変へん貌ぼうさせ、破滅させてしまうことが！　それが──たまらなく怖い！　だからわたくしは、共に行けません！」

「それも違う！」

　びくり、と、クナイ娘は体を震わせた。

「……な、何故、ですか？」

「力は正しく使えば結果は出せる。お前は……言っては悪いが使われる相手や時代に恵まれていなかった。油断や慢心、そういう状況に翻ほん弄ろうされてきた。確かに、お前は災いの宝具かもしれない。だが俺は違う。俺は、たくさんの挫ざ折せつや苦悩を経験してきた。里では劣等扱いだった。今さら慢心など抱く訳がない」

「それは……」

　クナイ娘は、沈痛な声を出す。

「俺は、里では底辺として蔑さげすまれた身だ。祝福の儀式で力を貰えず、散々劣等と見下された。そんな俺が、油断や慢心など抱けると思うか？」

「……いいえ」

「儀式に期待していた俺が、どれほど打ちのめされたか。今でこそ恩恵ギフトを持っているが、怖くも思っている。いつまでこの力はあるのか、代償はあるのか、ってな」

「……アッシュ殿」

「そんな不安を払拭する力が欲しい。聖短剣ユールゲイル。どうか、頼めないか？　最強の武器として。頼れる同志として。俺には──お前が必要だ」

「わた……わたくしは……」

　少女は、恐る恐る、言葉を重ねる。

「叶う……でしょうか？　今度こそ、成功することが。主を守り通すことが」

「出来るはずだ。今のお前は、『人間』として生きることが出来るだろう？　今までは道具としてしか生きられなかった。だが、お前はもう人間だ。判るか？　意志を持った人なんだ。ただ使われる道具じゃない、お前の意志で誰かを助けられる」

「自分の、意志で……？」

「そうだ。俺が危機に陥ったならお前が救え。誰かが困っていたならお前が助けろ。それが──『人間』だ」

　少女が涙をこらえる。

　アッシュだって失敗した。助けられたかもしれない命を散らせてしまった。

　あの時にああすれば。神父達を助けられたかもしれない。だがそれは果たせぬ夢だ。変えられない。だから足搔くしかない。過去を嚙みしめて。──必死に。

「聖短剣ユールゲイル。帝国を倒すため、協力してくれ。暗殺王ベルーザのために。ダストのために。歴代の、お前を愛用した主達のために」

「アッシュ殿……」

　少女は、恐れる己を鼓こ舞ぶするかのように、ゆっくりと告げる。

「わたくしは、不安定な娘です」

「判っている」

「失敗ばかりしてきた宝具です」

「それも判っている」

「それでも構わないとおっしゃるのなら……その手を取って、良いでしょうか？」

「当然だ。歓迎する」

　アッシュは破顔し、ゆっくり手を差し出した。少女は恐る恐る、その手を握りしめる。

　温かい。小さく震えている。でも今はそれでいい。

　不安を抱きつつも、不格好でも、確かな未来を摑つかむために、二人は手を重ねた。

「これからよろしく。帝国打倒のため、頑張ろう」

「はい……はい……っ」

　ゆっくり、ゆっくりと、少女の瞳の端に、涙が滲にじんだ。

　ずっと、こうしていたかった。主となる人と、歩んでいたかった。

　敗北をもたらす呪具ではなく──勝利をもたらす宝具として、ずっと──。

「これで……よろしいのですね、ダスト殿、ベルーザ殿。わたくしは──前に進みます」




　──そうして彼女は、アッシュの右腕として、皇国の刃となることを決意した。

　新たな名前はユリーハ。アッシュから貰った、古代の幸運の女神にちなんだ名だ。

　聖短剣ユールゲイル改めユリーハは、深く感謝し、瞳を潤うるませて、喜びの声を上げた。

「これから、末永くよろしくお願い致します、アッシュ殿！」

「ああ、こちらこそ頼りにしている」

　少女は、亡き主達を思い浮かべ、それでも未来を信じ続ける、可憐な笑みを浮かべた。




【今日のシャルナ日記】

　クナイ娘のユリーハが仲間になりました。

　すごく丁寧で、物腰の柔らかい美人さんです。

　忍びの技術を習得している彼女は、きっと帝国との戦いで活躍するでしょう。




　……ただ、それでも一言いいたいです。彼女の衣装、少し破廉恥すぎます。

　動きやすいからって、胸元とか、深いスリットのスカートとか、露出激しすぎです！

　この前、跳んだ後にお尻がきわどい所まで視えて、アッシュが顔逸そらしていました。

　あぁ……魅惑的な女の子ばかり増えてるのは、気のせいなのかなぁ。
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　──戦乱の火柱が、そこかしこに立ち上っている。

　崩れ落ちる障しよう壁へき。燃える街路樹。さまよう人々の嘆なげき。そこはまさしく地獄の光景。

　悲しみと絶望の嵐。悲鳴が広がり、慟どう哭こくが膨れ上がる悪夢。

　破砕された建物の影、燃え上がる木々。逃げ惑う人々が叫びを響かせる。

「誰か！　誰か助けてくれ！」

「自警団はまだか!?　いったい守備網はどうなっている!?」

「駄目だ！　どこもかしこも帝国軍の奴らばかりだ！　逃げ──ぐああっ」

　悲鳴を上げ、慌てふためく人々に安息はない。

　彼らの周囲には、白を基調とした鎧よろいをまとった兵士がいる。一つの染みすら許さない、整然として、無機質な純白の兵団──『帝国兵』が、無慈悲な声と共に迫り来る。

「脱走中の市民を発見」

「これより、捕ほ縛ばくを開始致します」

「帝国令第五条、第十四項により、脱走者には第三級の刑罰を」

「くそおおお、ふざけるなぁぁぁ！」

　いくつかの市民の反撃の矢や、特攻がされたが、帝国兵は歯し牙がにもかけない。

　彼ら帝国兵には、無敵に近い数々の武具が備わっている。

　《霊れい神しん樹じゆ》──かつて女神が魔王に対抗するため、人間に与えた大樹の武具。

　聖剣、霊剣、聖鎧……超常の武具を無限に生み出す機能による神聖な装具。

　霊神樹の武具は伝説の宝具に匹ひつ敵てきする。家屋を破壊し、山を削り、川を吹き飛ばす。ただの人間が敵うわけもなく、抵抗も無意味に等しかった。

　一人、また一人と抵抗する人々が倒れていく。

「第四区の制圧を完了」

「続いて第六区、第七区の制圧に取り掛かります」

「《八神将》オルフェリア様に報告。経過は極めて順調」

　伝説級の武具に包まれ、帝国兵は進む。




　──それらの光景は、世界各地で繰り広げられていた。

　捕らえられた人々は奴隷となり、帝国へ連れていかれ、家畜同然の日々を送る。

　ある者は兵士として。ある者は愛あい玩がん動物として。ある者は魔術の実験体として。

　およそ世界の至る所で、帝国の蛮行は続いている。対抗出来る組織や国はごく僅か。

　全世界の軍事力の七割は、帝国が持っている──そう言われて、久しい。





　　　　†　　　†






「──さて皆。今後の方針について話し合おう」

　しばらくして皆で軽食を食べ、腹ごしらえを終えた後。アッシュがそう切り出した。

「ユリーハが加わったことで、俺達は戦力の大幅増強となった。しかし油断は出来ない。何しろ帝国は強力な軍事国家で、一人増えた程度では覆くつがえせないだろう」

「そうですね、ユリーハさんはとても強い力の持ち主ですが、それだけではまだ足りない。綿めん密みつな戦略が必要でしょう」

　シルティーナも神しん妙みような顔をして同意する。

「ああ、そうだ。……そこでユリーハ。お前には斥せつ候こう役を任せたい。敵の拠点、人材、資源、それらの情報を探り出してほしい」

「承知！　必ずや主殿のため、役に立ってみせましょう！」

　頷うなずくと、アッシュが嬉しそうに笑った。

「勇ましいな。ではユリーハ、試しに能力をもう一度見せてくれないか？　シルティーナは切断、ミリーは防御、ユリーハの透明は一度見たが、性能を検証したい」

　ユリーハは艷つややかな黒髪を揺らし、頷いた。

「判りました。では早速わたくしの能力を再び披ひ露ろう致しましょう」

　そう言うと、ユリーハは周りを見回し、近くにいたシャルナへと近づいた。

「わたくしの力により、このようなことも可能です」

　直後、ユリーハの手に魔力が満ちる。瞬時に巻き起こる魔力の奔ほん流りゆう。それは見えない流れとなり一瞬でシャルナへと届き──。




　瞬間、シャルナの衣装が透明化し、ブラやショーツが丸見えになった。




「きゃああああ～～っ!?」

「あああっ、すみません！」

　ユリーハが慌てて謝る。

「まだ力の制御が上手くいかないようです！　ほとんど消してしまい……っ」

「いいから！　早く戻して！　アッシュが呆ぼう然ぜんとした後、気まずげにチラ見してくるのが何だか嫌～～っ！」

「まあその……なんだ。ピンクの紐ひもパンというのも、なかなか似合っているぞ」
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「やめて！　見ないで！　きゃああ～～っ！」

　ユリーハが謝りながら小屋から外がい套とうを持ってきて、ひとまず騒ぎは収まった。




「さて、話が逸それたが元に戻そう」

「この騒ぎで平然とそれが言えるアッシュを、わたしは尊敬するわ……くすん」

　半泣きのシャルナに、アッシュは空から咳せきを一つした。

「……あー、言うまでもなく、ユリーハの能力は強力なものだ。物体を透明化させる力──壁や扉も透明化できるのか？」

「はい。内部を盗み見ることも。加えて自分を透明化することも可能です」

「凄いな、有用そうだ」

「……ねえ、思ったんだけどそれ、わたしの服を透明にするより、ユリーハを透明化させた方が説明は早かったんじゃない？」

　言ってはいけないシャルナの一言に、アッシュが気まずそうに目を逸らした。

　ユリーハがぎこちない表情で振り返る。

「すみません、シャルナ殿……」

「謝らないでよ、もう過ぎたことだわ」

「──こうなればわたくし、切腹してお詫わびを」

「やめて！　本当にやめて！　ねえこの娘地雷じゃない!?　大丈夫かしら、ほんと大丈夫かしら!?」

「話が進まねえ」

　アッシュが明後日の方向にぼやいた。




　五分後。

「話が進まないからミリーが蝶ちよう々ちようを追いかけ始めたぞ。……続きといこう。──それでユリーハ。お前には初任務として近隣の街で帝国の情報を仕入れてもらう」

「情報収集、ですか？」

「ああ。その際にはこれを換金し、俺達の活動資金としてもらいたい」

　アッシュは懐ふところから十個の指輪を取り出した。シャルナが首をかしげる。

「アッシュ？　その指輪は何？　あなた、指輪なんて持っていたの？」

「これか？　これはゼーレハルトが着けていた指輪だ。何せ高価な魔道具みたいだからな。売れば金になると思って剝はぎ取とっておいた」

「……うわあ。敵幹部の指輪を売ってお金に換えるとか。うわあ……」

「何を言っているシャルナ。敵は大国、世界の七割の軍事力を持つ国家だぞ？　対抗するには軍資金はいくらあっても足りない」

「そ、それはそうだけど……帝国の幹部の物よね？　複雑だわ……」

　釈しやく然ぜんとしない顔でシャルナが呟いた。

「というわけで、ユリーハ。今から俺がこの指輪を擬人化させる。お前はその娘を連れて、街に行ってきてくれ。そして売っぱらった後に指輪娘に自分の意志で戻ってもらう。それを繰り返す。つまり無限ループだ。指輪娘には何度も換金と帰還を繰り返させて、ユリーハはその手伝」

「待って!?　それは駄目よアッシュ！　人としてやってはいけない気がするわ！」

「そうか？　いい手だと思うんだが。帝国を倒すにはこれが近道だろ？」

「それでも人としてやっちゃいけない線が……っ」

　横からシルティーナが口を挟んだ。

「我が主。その指輪を娘にするのは不可能では？　擬人化は一日一回のはず」

「……あ、そうだな」

　アッシュはあっさりと頷く。

「ではこれはユリーハに売ってもらって、当座の活動資金にしよう」

「……指輪を売ることは確定なんだ……」

　シャルナは軽く頰を引きつらせ、もう諦めの顔を浮かべる。

　ユリーハが初任務を喜んで引き受けた。そして勇んで山を下りていく。

　擬人化娘かつクナイの化身であるユリーハは、走るのが速い。一流の『くノ一』のように滑なめらかに下っていく。半日もあれば戻ってこられるだろう。

「ねえ、そう言えばわたしの服は？　いつになったら透明化が解除されるの？」

「……あ」「あ」「あ」

　その問いに、皆が気まずい表情をして顔を逸らした。

　シャルナは外套を巻きつけて、ちょっと泣きそうなまま呻うめいた。




「──あの、アッシュ、ちょっといいかい？」

　翌朝。ようやくシャルナの服が元通りになってしばらく経った後。

　アッシュは見知った男性から、相談を受けていた。

　聖者の里で副里長だったライナスだ。薄めの赤髪に、がっしりとした体格。精せい悍かんな顔つき。優しげな壮年の男性で、威厳を出すため伸ばされた顎あご髭ひげが印象的。

「君達の活躍は聞いている。何かオレ達にも出来ることはないか？　手持ち無ぶ沙さ汰たでね」

「ちょうど良い。手が空いているなら助かる」

　ライナスは元々、里でもそれなりにアッシュを気にかけてくれた一人だ。

　シャルナやロス神父を除けば、ほぼ唯一人、無能ノンギフトを蔑まなかった。

　今では神父の代わりに里の生き残りのまとめ役をしている。

「君達のことはゼーレハルトの襲撃後から見守っていたからね。邪魔をしてはいけないと思い、静観していたんだ。手伝えることがあれば言ってほしい」

「そうか、ではさっそく。ユリーハに人前で『服を着る』習慣を身に付けさせてくれ」

「……え？」

　ライナスは目を瞬かせた。

「待ってくれ、それはどういう意味かな？」

「いや、それがな、ユリーハは風呂や水浴びの後など、服を着忘れることがあってな。元がクナイだから仕方ないが、俺としては目のやり場に困る」

「……そういうのは、シャルナさんがやってくれるんじゃない？」

「あいつにはすでに、シルティーナとミリーの教育係をしてもらっている。彼女らもよく全裸で歩いていてな。シャルナには常識を教えてもらってる。炊事、洗濯、掃除のやり方まで。シャルナの睡眠時間、もう三十分だけなんだ。これ以上減らせない」

「……うわぁ、建国したばかりの国は忙しいものだね、うわぁ」

「まったくだな、いやまったくだ」

　男二人、しみじみと深く頷き合うアッシュとライナスだった。




　そして正午。ようやく諸々の作業が一段落した後、アッシュが皆に切り出した。

「さて。ユリーハが奮戦してくれたおかげでずいぶんと資金も増えた。これからは食事も少し豪華になるだろう。ご苦労だったな、ユリーハ」

「はっ！　身に余る光栄、嬉しく思います！」

　昨日から今まで、ほとんどユリーハは換金や情報収集に勤しんでいた。

　特に街で得た金はそれなりに貯まり、今後の資金としてなかなかだろう。

「それとシャルナ、皆の教育係、お疲れさま」

「もう嫌……お風呂上がりは裸で歩き回らないで……あと料理に変なもの入れないで……ああ……神さま、わたし、幻影が見える……」

「誰か、シャルナにお薬をあげてやってくれ」

　トラウマめいたことが色々あったらしい。

　詳しく聞くのはやばいと思いつつ、アッシュは、ユリーハがそっと薬を渡してあげるのを見守る。

「さて。これから俺は、帝国の要塞に攻め入ろうと思う。そのための手段はユリーハに今朝伝えてある。──出来るな？」

「……え」

　シャルナが少し硬直した。

「アッシュ、そんな計画考えていたの？」

「当然だ。そろそろ山での戦力増強も飽きたろう？　だから新たな宝を得るため、宝物庫へ再侵入する。期待しているぞ、ユリーハ」

「お任せを！　どんな要塞でも、わたくしが攻略してみせましょう！」

　明るく微笑むユリーハ。

　なんだか嫌な予感がするなぁ、というシャルナの視線を浴びつつも、ユリーハは深くお辞儀をし、アッシュへの深い信頼を見せていた。




「──準備は万端だ！」

　半日後、神聖ヴォルゲニア帝国、東方制圧軍第一前線要塞。

　団長ディートリッヒは、執務室にて意い気き揚よう々ようと息巻いていた。

「賊の侵入はもうさせん！　夜戦に秀ひいでた傭よう兵へいをかき集め、精鋭たる騎士も五十人！　準備は万端、賊ぞくも一いち網もう打だ尽じんよ！」

「さすがはディートリッヒ様、これで賊共の命運も尽きるでしょう」

「然り！　以前に盗まれた恨うらみ、晴らしてやろう。さあ来るなら来るがいい！　賊め！」

　あれからディートリッヒは万全の体制で防備を固めていた。

　再度の強奪を懸念し、周囲の街から戦力を招集。傭兵、貴族の護衛、奴隷剣士、様々な人材を募った。もはやその増援は一個師団に等しい。

「愚劣な賊どもに目にもの見せてやろう、来るならば来るがいい！」

「その通りでございますディートリッヒ様」

　──その直後、轟ごう音おんが要塞内を駆け巡った。

「大変です団長！　賊が守りを破り、宝物庫へ侵入しました！」

「な、なんだと!?」

　血相を変え飛び込んできた兵士に、ディートリッヒが啞あ然ぜんと口を開く。

「馬鹿な！　今度の増援は装備も人材も一級ばかりだぞ!?　一体どうやって……!?」

「そ、それが……『視えない』のです！」

「はあ……!?」

「何もないはずの場所から攻撃が襲来！　傭兵部隊や騎士部隊、切り札の流浪の騎士も一瞬で仕留められました！」

「馬鹿な!?　奴らはこの地方で最も高名な騎士だぞ、それをどうやって!?」




　──ユリーハと共にアッシュ達が侵入する。

「目標は第三、第四、第六宝物庫。前回と違う区画だ。シルティーナ、前の兵を蹴散らせ。ユリーハ、お前は各地で陽動を継続。ミリーは俺の護衛を継続だ」

『了解です！』『承知致しました！』「ミリー、頑張るのですよ！」

　アッシュが先日強奪した通信魔道具を介して、それぞれの声が聞こえる。

　要塞内ではユリーハが透明化を使ってシルティーナ達を疾走させ、突破させる。

　シルティーナとユリーハの剣閃。ユリーハのクナイが帝国兵の鎧よろいを次々と斬り飛ばす。

『透明化』の能力は、完全に姿を不可視化、熱や音すらをも消し去る隠密能力だ。

　その力はもはや『隠いん蔽ぺい』と呼ぶに相応しい。まさに奇襲において無類の力。

「そんな！　何もないはずなのに仲間が倒れていく……!?」

「何だこれは!?　心霊現象か!?」

「うろたえるな！　広域魔術で辺りを薙なぎ払はら──うがっ!?」

　虚空から聖剣が[image: ]る、気配のない背後から盾の一撃が躍おどる。

　帝国兵はまさに赤子の手を捻るかのように、無力化されていった。




　数時間後。隠者の黒森の小屋にて。

「──さて、今日の収穫は宝槍バリグリシャに霊れい斧ふブレイダ、それに聖盾リエンメル、その他諸々を強奪してきた。残る五つの宝物庫を突破してきたぞ」

「な、何これ──っ!?」

　シャルナが山積みの宝を見て、呻いた。

「凄いわね……これ相手、すっからかんじゃない？　相手が哀れに思えてきたわ……」

　大量の金や銀で覆われた宝具の数々。絵画や調度品まである。

「ユリーハの透明化の能力で隠密は完璧だった。加えて、彼女は隠密技を一通り会得している。看かん破ぱとかな。要塞内で脆もろく壊しやすい箇所を見つけ、さらに透明化の奇襲で兵を無力化。加えて、暗器使いでもあるから、鋼こう糸し、爆薬、麻ま痺ひ毒どく、あらゆる搦からめ手てを使いまくって、帝国兵を無力化した」

「うわあ……うわあ……あまりの惨さん事じに同情したくなるわ」

　ユリーハは暗殺王ベルーザに使われた時代に、暗殺術も会得している。

　鋼糸や麻痺毒などは代表格だ。秘密の通路や兵士の能力把握も得意。ユリーハの前には、要塞など扉の開けられた屋敷に等しい。

「さて」

　アッシュは積み上げられた宝の山々を見上げる。

「今回持ってきた宝で、目玉と言えばこれだな。──大賢者の書。八百五十年前、大賢者ディアギスによって書かれた魔導書だ」

「大賢者の魔導書!?　それは……すごいわね」

　シャルナは素直に驚いている。

「俺はこの本を擬人化させ、参さん謀ぼうを務めさせようと思っている」

「参謀、なのです？」

　ミリーの問いにアッシュが頷く。

「ああ。俺達は帝国を相手にするが、それには頭脳が必要だ。俺は内政や軍事には疎うとい。シャルナやミリー達もな。そこで国政や軍務に強い知識人が必要なんだ」

「なるほど、知識が詰まった仲間！　さすがお兄ちゃんなのです！」

　ミリーの真っ直ぐな賛辞に、まんざらでもないアッシュ。

　彼はいくつもの宝の山から一冊の本を手に取る。

　それは、華美な装飾がなされた書物だ。煌きらびやかな金や銀の刺し繡しゆう。多様な宝石などもあしらわれている。達筆で古代文字がいくつも記されており、かなりの年代物だ。

「大賢者ディアギスが遺した大魔導書。こんなものまであるとは思わなかったがな」

　大賢者ディアギス──史上初めて、魔王を打ち倒した伝説の英雄。

　彼は生前、八冊の魔導書を遺している。それらをバル・エル・ハルミレード魔導書と呼び、通称『大賢者の書』と呼ばれている。

「大賢者の書は八冊存在していて、これは第三冊目、世界の知識が書かれているものだ。この世のあらゆる知識に精通しているらしい」

　八冊の大賢者の書は、それぞれ戦争、人類、世界、恩恵ギフトなど、専門に分かれている。

　そのうち、アッシュが手に入れたのは世界の知識──この世界のあらゆる事柄が広く浅く書かれている。その中には魔術や戦術の項目もあるだろう。

「わーい、楽しみなのです！」

「ああ。ではいくぞ──［我、神秘なる武具に命与える者なり］──【擬人化】！」

　アッシュが右手を掲げ左手に持った大賢者の書へと叫ぶ。白き光が彼の手から溢れ、華美な書物へと注がれ、爆発的な白光と共に魔力が膨れ上がり──。




　光が途絶えた後には、全裸の少女が尻を突き出して寝ていた。




「またこれー!?」

　シャルナが悲鳴を上げた。

「もう何度目!?　まただわ、もう嫌よこの展開～～～!?」

　アッシュが頰をかいた。

「まあ……何というか。今度から予あらかじめ服を用意した方がいいな。でないと話が進まない」

　慌てて小屋から服を取ってくるシャルナを見て、アッシュがぼやいた。

　数分後。

「ふあ～あ、よく寝たよ」

　大きなあくびをして目を開けたのは、神秘的な衣装の美少女だ。

　髪は緩ゆるやかにウェーブを描き、その色は紫色。所々に幻想的な光が見え隠れしている。肌は雪のよう。肩も、腰も、華きや奢しやな印象で、背も高くなくて儚はかなく愛らしい。

　妖精のような、どこか神秘的な、可憐な容姿の少女だった。

「やあ、君がボクを転生させた人かい？」

　少女はアッシュの方を向き、面白そうな顔をして尋ねた。

「そうだ。俺の名はアッシュ。お前を転生させた者だ。帝国への反逆を目指している」

「転生！　反逆！　愉快だね！　……ん？　君、少し面白い『魂』持っているね？」

　瞬間、シャルナが顔を強こわ張ばらせた。

　アッシュは怪け訝げんな表情をする。

「……何のことだ？」

「ん、まあ知らないならそれでいいよ。君には感謝しかないしね。何せ、人間になることはボクの夢の一つだったからね！」

　破顔して、長年の親友のようにアッシュの手を取り、握手する少女。

　これまで仲間になった擬人化娘よりマイペースな少女だ。

　従順でもなく、天てん真しん爛らん漫まんでもなく、自由。のどかな気風の、好奇心の塊。

「自己紹介がまだだったね。ボクの名はバル・エル・ハルミレード魔導書。長いからバーネットって呼んでいいよ」

「判った。ではバーネット、これからよろしく頼む」

　アッシュは滑らかな手を握り返した。

「うん、喜んで！　ふふ、嬉しいなー。帝国打倒！　本の時から聞いてたよ。ボクはそういう覇道は大好きさ！　これからよろしくだね、我がマスター！」

　他の擬人化娘やシャルナも次々と挨拶した。朗ほがらかに魔導書娘が笑みを浮かべる。

「それで？　アッシュ、これからどうするの？」

　バル・エル・ハルミレード魔導書改めバーネットを見つめながら、シャルナが問いかける。

「そうだな、これで俺達には十分な戦力が揃った。聖剣娘シルティーナ、聖盾娘ミリー、聖短剣娘ユリーハ、それに、大魔導書娘バーネット。よって──」

　アッシュは、遠く離れた、敵地の方を見やる。

「これより本格的な軍事行動を行う。──目標は帝国要塞。東方制圧軍、第一師団。つまり、いつも行っている前線要塞の完全制圧だ」




「──おのれ賊どもめが！」

　神聖ヴォルゲニア帝国、東方制圧軍第一前線要塞。

　第一師団団長であるディートリッヒは憤りに身を震わせていた。

「数々の略奪行為に侵入！　そして兵士への暴力！　もはや許さん！」

「しかしディートリッヒ様、すでに宝物庫は空。奴らが侵入してくるなど、とても思えませんが……」

　参謀である壮年の男性、ベルバルドの言葉にディートリッヒは声を荒らげる。

「それはない！　奴らは数々の宝を盗み出した！　だが初めは武具ばかり。このことから、奴らは反乱軍レジスタンスの一味である可能性が高い！」

「なるほど、我らに楯たて突つく勇者のしもべということですね」

「その通り、その次の目的は何か？　私であろう！」

　帝国は世界の軍事力の大半を占める大国だ。そのため、反感を抱いている国も多い。

　各地では反乱も起きており、その中で強く抵抗を続けるのが反乱軍レジスタンス、ディートリッヒは賊をその一味と決めつけていた。

　参謀のベルバルドが思わず頷いた。

「なるほど、確かにディートリッヒ様は盗みに拉ら致ち、美女の誘惑と、数々の悪行をなされました。恨みで狙われることもありましょう」

「……然り。だがそれは神の使徒として当然の行いだ。それを恨むなど、愚かしい」

「報告！　報告っ！」

　憤激する団長達のところへ、兵士が駆け込んでくる。

「何事か。今は大事な話をしている最中である。些さ事じなら──」

「賊の侵入です！　今度は要塞内の施設を次々と破壊！　そのままここへ侵攻を！」

「何だと!?」

　ディートリッヒが目を剝き、その顔を青ざめさせる。

「まさか!?　早すぎる！　あれからまだ一日しか経っていないのだぞ!?」

「しかし、現に賊めは怒ど濤とうの勢いで侵攻し、もはや守備隊ではどうにもならず……」

「そんな……っ」

　直後、さらなる凶報がもたらされた。

「報告っ！　要塞の西門に襲撃！　敵は二人！　一撃で門が破壊され──」

「あり得ん！　分厚い西門をこんな瞬時に!?　ええい、守備隊は!?　たかが賊の一人や二人、さっさと討て！」

「しかし、防衛に出た守備隊は……宝具と思われる聖剣使いに、五秒足らずで全滅！」

「う……噓だろう？」




　同時刻──東方制圧軍第一前線要塞。西門前。

　剣閃が躍る。悲鳴が上がる。

　白い少女が侵攻する。シルティーナがただ一人で幾多の兵を圧倒していた。

「脆すぎますね。雑、そして遅い。状況判断がもう少し適切ならば良いですのに」

　剣閃が舞い、剛撃が相手の兵士の鎧を両断する。衝撃は辺りの地面を揺らし、砕けた鎧を吹き飛ばす。

　背後より兵士三人が襲いかかるが、シルティーナは全て薙ぎ払い、声を張る。

「我が身は主様より授かりし聖剣の化身！　この程度の抵抗など、そよ風にも等しい！」

　少女が流麗な剣閃を[image: ]らせる。

　銀色かつ、神秘的な髪が躍る。煌びやかな斬撃が空を、鎧を断っていく。

「ぐあっ！」「なんだこの力は!?」「応援を、応援をーっ！」

　増援の守備隊が到着するが、全く歯が立たない。瞬く間に美麗な剣技に敗れ去った。




　──東方制圧軍第一前線要塞。南門前──。

　何もない所から刃が躍る。気配なき箇所から糸が張り巡らされる。

　帝国兵達は何も判らない。眼前に鋭利な『糸』が、幾いく重えにも張り巡らされていることも。

　不可視の彼女を捕らえることは誰にも敵わない。

　何故なら彼女こそは隠密の極致。かつて魔王すら追い詰めた忍びの頂点。

「撃て！　撃て！　何でもいいから当てよ！」

「無理です！　標的は見えず、聞こえず、気配すらありません！」

「こんな敵をどうしろと──!?　うがああっ!?」

　彼女に打ち勝つことはこの場の誰にも出来ない。音を超え誰より速く視えない異能で戦場を支配する。

　聖短剣。クナイの擬人化娘。ユリーハ。瞬速にして不可視の攻撃が、帝国兵の防御、追跡、結界……様々な魔術すら隙を突き、無力化させていく。




「なんだあれは……っ!?」

　ディートリッヒは驚愕の表情を浮かべていた。

「西門はほぼ全滅！　東門に至っては戦況すら判りません！　対応不能！」

「ぐう……っ、ええい、こうなれば守護結界だ！　守護結界を発動せよ！　我が要塞の切り札──あれなら対抗できる！」

　守護結界とは、帝国が誇る前線要塞の絶対防衛機構だ。

　多数の魔術やスキルを組み合わせた結界であり、その効力は帝国でも随一。

　対竜、対巨人などを想定し編まれた超ちよう強きよう靭じんな結界は、都市破壊級の魔術すら防ぎ切る。

「あれさえ起動させればまだ手段はある！　その間に態勢の立て直しを──」

「報告っ！　報告！　守護結界の魔術陣が、何者かに占拠されました！」

　飛び込んだ部下の一言に、ディートリッヒの呼吸が、一瞬止まった。

「な、なんだと……？」

「現在、結界制御室は、紫髪の娘により制圧！　結界発動は不可能です！」

「そんな馬鹿な!?　あそこは最大級の防備だぞ!?」

　聖剣娘も聖短剣娘も陽動、その事実にディートリッヒとベルバルドは青ざめた。




　東方制圧軍第一前線要塞──結界制御室──。

　複雑な紋様の様々な魔術陣が描かれた部屋内にて。魔導書娘のバーネットは、ほくほく顔で指を振っていた。

「んー、外部からの防備に隙があるね。それに部屋の隠蔽の術や防衛魔術もまだまだ。この要塞の司令官は、もう少し結界の守りに気を配った方がいい」

　二十を超える防衛の魔術を尽ことごとく破った。もはや結界発動の紋様もほとんど消失。

　バーネットは、こともなげにそう言ってのける。

「まあ、この十倍守りを施しても無理だけどね。ボクは大賢者の書。このくらいの結界、破るなんて造作もないことさ」

　屈くつ託たくのない笑みで完勝に繫がる成果を上げる。彼女の知識の前では常人の魔術など壁に成りえない。




「ま、守りも攻めも出来ん……っ！　どうすれば……っ!?」

　ディートリッヒは狼狽した顔で頭を抱えていた。

「西と南には戦闘の鬼のような敵！　結界中枢には防衛を無力化した何者か！　これでは何も……っ！」

「こうなればディートリッヒ様！　我らだけでも撤退を！」

　参謀のベルバルドが、泡を食った様子でまくし立てる。

「もはや我らの敗北は必至です！　ならばせめて、隠し通路から脱出を！」

「だがそれでは降格処分だ！　そんな愚行、出来るわけないだろう!?」

「罪などその辺の中間管理兵士に被せれば良いのです！　適当な失敗をでっち上げ、兵士に敗北の全てを押し付ければ──」




「──帝国の人間というものは、じつに身勝手で最低だな」




　その時、背後より少年の声が聞こえ、ディートリッヒ達は震え上がった。

　恐々と振り返れば、灰色がかった髪の少年。そばに髪を二つに結わえた盾を持つ幼女を連れた侵入者だ。

「貴様、誰だ!?」

「前線要塞の司令官とお見受けする。お前達を捕縛しにきた者だ」

　現れた少年──アッシュに向かい、ディートリッヒは腰の剣を抜いた。

「貴様！　私を帝国前線要塞の団長と知っての暴言か!?　名乗れ！」

「名乗るほどの者でもない。部下を見捨て、助かろうとする愚か者には」

　アッシュの言葉にディートリッヒが怒気を顕にする。

「貴様が賊の首謀者か!?　卑ひ怯きよう者ものめが！」

「卑怯者？　国を攻め、街を攻め、人々を奴隷にしているのはお前らだろう？　何を被害者面している？」

「黙れ！　我が帝国に仇を成すこと、すなわち暴挙！　貴様らは我らの礎いしずえ！　泣いて感謝するのが当然であろう！」

　アッシュは嘆息した。

「その身勝手でどれ程の人が不幸に遭あった？　冗談じゃない。街や村を奪われ、大切な人を奪われた人は？　その悲しみは、どうでもいいと？　ふざけるな！」

「戯ざれ言ごとを！　我ら帝国は創造神リュミエール様から託された、正義の使徒である！　我らに楯突くこと、すなわち神への叛はん逆ぎやくだ！」

「はっ！　清々しいほどに傲慢だ、吐き気がする」

　アッシュは目に嫌悪感を含め、顔を歪める。

「ミリー、この団長を捕縛しろ。参謀もだ」

「はーい、判ったのです！」

　途端に、アッシュの陰から出た幼女に、ディートリッヒが粋がる。

「ふ、大きく出たな賊めが！　我が名はディートリッヒ！　《十倍化》のディートリッヒ！　そんな小娘、蹴散らしてくれる──我が恩恵ギフト、《十倍》」

「えい」

　ミリーが大きく盾を振り回すと、轟音が打ち鳴らされた。

　盾に繫がれた鎖が回され、参謀──ベルバルドが壁にめり込んだ。

　周囲の調度品を粉砕され、配下を失ったディートリッヒは。

「──は？」

　愕がく然ぜんとしたディートリッヒが、呆けた表情のまま目を剝いた。

「ま、まさか!?　こんな子供が超一流の戦士、だと!?」

「はーい！　その通りなのです！　あたしはミリー！　帝国の団長さん、ごめんなさい。捕まってもらうのです！」

　驚愕の表情を浮かべ、冷や汗を垂らすディートリッヒ。アッシュが両手を広げ、笑みを浮かべる。

「さて団長、これで勝敗は決した。最後の仕上げをしよう」

「最後の仕上げ、だと？　貴様、一体──」

　訝しげに唸るディートリッヒを前に、アッシュが右手に魔力を込める。

「──［我、神秘なる武具に命与える者なり］！　──【擬人化】！」

　床に向かって放たれたそれは、白い稲光のように窓を突き破る。

　そして辺りへ浸透。天にも昇るほど膨大な光が拡散し、要塞の隅々まで広がり──。

　瞬間、巨大な地響きが、要塞の内外の至るところへ響き渡った。




「……なんだ？」

　東方制圧軍第一前線要塞、西門付近。

　聖剣娘シルティーナと戦っていた兵士が要塞へ振り向き、呆然と目を見開いた。




　東方制圧軍第一前線要塞、南門付近。

「おいおいおい。待てよ、噓だろ……？」

　聖短剣娘ユリーハと戦っていた増援の兵士達が、啞然とその光景を目にしていく。

「噓だろ……？　こんなの、悪夢だ……っ!?」




　巨大な影が、要塞の敷地、その全てを覆っていた。

　それは、要塞だったものだ。それがゆっくり、ゆっくりと──身を起こしていく。

　頭部は灰色に覆われどこか神秘的な色。それでいて長いリボンが風に揺れ優雅に舞っている。

　長い手足はまるで雪原のように白く、美しい。大きく盛り上がった胸やくびれた腰、丸みを帯びた体は優美だ。

　そして、その全身を覆うのは多数の『大砲』や『弩ど弓きゆう』。

　腕部二十六門、脚部三十二門、肩部二十四門。腰やその他各所に付けられた武装を備えた、巨大な少女。

「馬鹿な……っ!?」「あ、あれは……っ」

　身長五十メートルを超す巨大娘が、小山のように、太陽の光を遮り、そそり立ちながら静かに片手を上げた。

「あの……私、ブロスゲリアといいます……。その、神聖ヴォルゲニア帝国……東方制圧軍前線の、要塞だった者です……」

　気弱だが圧倒的な巨体の娘に、皆が呆然とその声を聞いていた。

「よ、要塞が……しゃべった？」

「あ、あり得ん……っ」

「あの、長いので適当に呼んで頂ければ……皆さん、よろ、よろしく……お願いします」

　西門や南門で戦っていた帝国兵達が、戦意を喪失して武器を取り落とした。

「噓だろ、悪夢だ……」

　陽光を遮り巨大な影を落とす巨大少女は、神話に出てくる巨人のようだった。

「──予想はしておりましたが、これほどとは思いませんでした」

「凄まじい大きさです。武装の数も」

　巨大少女の出現で一端離れたシルティーナとユリーハが語る。

　離れた位置に退避したバーネットも面白そうに見守っていた。

　一方──要塞の内部にいたディートリッヒは。

「うおあああああ!?　何だ!?　何が起こっている!?　ベルバルド！　何とかしろ！」

　要塞が巨大少女に転生した影響で、外部に強制排出されたディートリッヒは、地面に落ちながら悲鳴を上げた。

　だが参謀も他の配下も地面に転がって何も出来ない。巨人のような少女には誰も勝てないだろう。

　元は東門だった付近に、ミリーに抱えられたアッシュが下り立った。

「要塞ブロスゲリア！　聞こえるか！　お前を転生させた者だ！　──お前、俺の味方となって、帝国を倒す気はあるか!?」
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　アッシュが大声を張り上げると、巨大少女は振り返った。

「は、はい。あります……帝国の人達は、来る日も来る日も……労ねぎらってくれず、粗雑に扱ってばかり……。強奪や奴隷化も怖くて……だから、そんなことしている帝国は、嫌いです」

「あ、あああ……っ」

　ディートリッヒ達の顔色が、見る見る真っ青になっていく。アッシュは口端を緩めた。

「なら帝国兵を薙ぎ払え！　派手にな！」

「わ、判りました……っ」

　直後、帝国兵が顔色を無くし、一斉に逃げ出した。

　要塞少女ブロスゲリアが、全身に魔力をみなぎらせ、砲弾や矢を生み出す。

　魔力で大砲や弩弓に弾丸や矢が編まれた、壮麗な光景。

　百を超える大砲、弩弓。数多あまたの砲弾や矢が射出される。爆音、轟音、豪熱、熱波──衝撃と震動の嵐を呼び、大気を裂いて飛ぶ。それらは逃げる帝国兵を悲鳴ごと吹き飛ばした。次々と気絶させていく。

「ぐああっ！」「なんだこれはっ!?」「団長！　団長──っ！」

　爆裂する大地。震える空気。帝国兵達は武器も鎧も投げ捨てて、一目散に逃げようとするが、余波や衝撃で逃げ切れない。

　十秒も掃そう射しやした後には、屍しかばねのように気絶して転がる帝国兵で溢れていた。

「これで俺達の勝利は確定したな」

　アッシュは辺りを見渡しそう宣言した。アッシュ達と帝国軍、初の要塞戦。それは、アッシュが要塞を擬人化させる奇策で、幕を下ろしたのだった。




「──と、いうわけで、要塞を擬人化して仲間にした」

「えええっ!?　この娘、要塞なの……!?」

　数時間後。無事に隠者の黒森の小屋に戻ったアッシュ達は、近場の広場でシャルナに報告していた。

「あ、はい。新入りです……よろしくお願い致します……」

「いくら何でも無茶よアッシュ！　要塞を女の子に？　な、何を考えてるの？」

　報告はすでにシャルナにし終えたが、あまりのことに彼女はほとんど信じていない。

「シャルナ、よく触ってみろ。女の子特有の柔らかさがあるぞ。ほら、こうして足の指を触ると……」

「あうう。くすぐったいです。よしてください、アッシュさん……」

「うわあ……うそぉ……」

　震動と共に山が小さく揺れ、シャルナの目から光がなくなっていく。

「もう色物どころか、変人の集団に」

「失礼なことを言う奴だな。これでも繊せん細さいな乙女なんだ。そうだな？」

「あ、はい。私、人間になれたことで五感も頂きました。風の匂い、地面を踏む感触。どれも素敵です」

「あ、頭が痛い……」

　シャルナが髪を乱し、貧血を起こしたようによろめいた。

「まあそう困惑するな。これが最も効率いい戦術だった。敵の要塞に侵入するだけでは足りないからな。擬人化させて成功だった」

「そうじゃなくて。これもう宣戦布告したも同然じゃない？　要塞を仲間にして団長と戦ったのよね？　帝国から復讐部隊が」

「いや、追っ手は全くなかったし、痕こん跡せきはユリーハの透明化で消しておいた。まあ、帝国の団長と参謀は逃げたから懸念材料だが──信じられるか？　『要塞が女の子になって兵士達を撃破しました』なんて。俺が上司だったら正気を疑うぞ？」

「それはそうだけど」

　シャルナはあまりのことに固まり、それ以上何も言えなくなった。




　そうして、要塞娘はミリーとバーネットによってフローレンスと名付けられた。

　かつて存在していた女じよ傑けつの名前だ。彼女は喜んでその名を受け入れた。

「改めまして、先輩の皆さん。アッシュさん、シャルナさん、先輩の皆様がた。仲良くして頂けると、嬉しいです」

　要塞少女改め、フローレンスがちょこんと跳躍する。それだけで小さな地響きが起こった。森が揺れ鳥が逃げる。

　硬直していたシャルナが、ようやく我に返った。

「また凄いのが仲間に……大きくて強いのにフローレンス？　なんて可愛い名前……うわぁ胃が痛くなりそう……」

　そう言ってシャルナが呆然とそう見上げた。

　視線の先、フローレンスは礼儀正しく、他の擬人化娘達に挨拶をしていた。




【今日のシャルナ日記】

　今日、アッシュが要塞から帰ってきて、要塞を女の子にしました。

　何を言っているのか、わたしも判りません。

　アッシュは次々と色んな物を女の子にして楽しそうです。

　今度はどんな物が女の子になるのでしょう？

　お城とかでしょうか？　ふふ、胃が痛いので、街でお薬とか買いたいなぁ。
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　──帝国の建物は、ほぼ全てが巨大と言える。

　中枢に近ければ近いほどに広大、かつ壮そう麗れい。特に帝都にあるその建物は別格だった。

　それは、白き摩ま天てん楼ろうの如ごとき城。高く、高く、天の神国へ届くように悠ゆう然ぜんと屹きつ立りつする。

　そこは聖域。常人の立ち入れぬ聖域の如き居城。神聖ヴォルゲニア帝国──その王城。

「──前線要塞ブロスゲリアが、落とされたというのは本当なのか？」

　通称、皇帝城と呼ばれる場所で、猛たけ々だけしい声音の男性が疑問を発する。

「はっ、先日、東方総司令官ゼーレハルト様が戦死。第一要塞では守備団長のディートリッヒ様が惨ざん敗ぱいなされました。──噂では、一騎当千の娘達が猛威を振るったと」

「ふはは、それが本当ならば一大事よな。我らに楯たて突つく強者がいるとは。──して？　皇帝陛下は如い何かに？」

「はっ。私の立場からは何とも。将軍閣下自ら直接尋ねるべきだと愚考致します」

「なるほど。知りたければ自分で聞けと？　良かろう、我が自ら問うとしよう」

　彼は、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる偉い丈じよう夫ぶだった。いや、それは正しくない。その齢はすでに六十を過ぎており、肉体の全盛期は過ぎている。

　けれど、その引き締まった腕も胴も、老いたとは言えない。

　眼光は鋭い刃物のよう。その挙動は洗練された騎士の如く。まとう豪ごう奢しやな甲かつ冑ちゆうは白と金を基調とした重厚な物。右目を覆う眼帯が、特に目を引いた。

　若々しい風雲児のような、闘気溢れる威厳ある老戦士。

　神聖ヴォルゲニア帝国──『北東』制圧軍総司令官──名をベルゼゴール。

　若兵の間で聖剣の闘神とも謳われる彼は、眼帯を着けた顔を衛兵に向ける。

「お待たせ致しました。陛下の許可を確認しました。どうぞ中に──ベルゼゴール様」

「うむ、ご苦労」

　衛兵から畏い敬けいの視線を受けて、ベルゼゴールは荘そう厳ごんな扉を片手で押し開けた。

　それは、重厚かつ巨大な扉だ。重量は五十トン。それ自体が天然の岩壁のようだった。

　これを開けることは、すなわち強者としての能力を示している。片手で行えるベルゼゴールは、強力な腕力を持った証を意味していた。

　重々しい響きと共に、謁えつ見けんの間への扉が開かれる。

　中は黄金と白銀で出来た空間。聖獣に神々に天使の壁画。多数描かれた豪奢な宗教画、煌きらびやかな宝具や神器が壁の随ずい所しよに飾られ、天井には多数のシャンデリア。

　真しん紅くの絨じゆう毯たんはそれ自体が防衛用の高級魔道具だ。篝かがり火びは聖地から採取された聖なる火。

　呼吸するだけでどこか恐おそれ慄おののくような、そんな気を起こさせる空間。

　俗に謁見の間と言われる広間を、ベルゼゴールは静かに進む。

　奥に、桃色で彩られた壮麗な薄布カーテンが見えた。

　華美な薄布カーテンだった。その奥は良く見通せない。その生地には魔術的な加工がされており、奥にいる皇帝の背丈、男性なのか女性なのか、輪りん郭かくすら判然としない。

　ただ判るのは、絶大な力を持つ、化け物がいる気配だけ。

「北東制圧軍、総司令官ベルゼゴール、参上致しました」

　薄布カーテンまで数歩まで歩き、そこで片膝をつきベルゼゴールは臣下の礼を取る。

　頷く気配が薄布カーテンの奥から窺えた。




〈良い。堅苦しい言葉は不要なり。ベルゼゴールよ、簡潔に要件のみを述べよ〉




　瞬間、ベルゼゴールの頭ず蓋がいに直接響くような声があった。

　皇帝の言葉だ。彼──あるいは彼女の言葉は、肉声として放たれることはない。

　薄布カーテンの作用により、常に加工されて相手へと伝えられる。男性、女性、若年、老年、いずれかも判らない。

　それは皇帝が神の代理人だからとも、彼、あるいは彼女独自の趣味によって成されているからとも言われている。

　伝統的な礼を略せよと言われたベルゼゴールは、姿勢を楽にする。

「ならば遠慮なく。──陛下、今回の異常、陛下は如何に思われます？　レジスタンスの仕業？　それとも、聖者の里の反逆？　我は、お望みとあらば鎮圧に向かおうと思っております」

〈必要ない。首謀者が誰であろうと、余には関係の無きこと。所詮は四十ある前線要塞の一つ。余の覇道にはいささかの陰かげりもない〉

「──なるほど。ですが、第一前線要塞が陥落し、我が軍には不安や憤りの声も上がっております。彼らの心情は如何致しましょう？」

〈そなたの自由にせよ。自身で治めるも良し、余に鎮静の加護を求めるも良し。全てそなたの裁量に任せる〉

「──なるほど。皇帝陛下は相変わらず寛大ですな」

　薄く、誇らしげな笑みをベルゼゴールは湛たたえる。

「将軍だろうと兵卒だろうと、その御心には感服致します」

〈当然。余が信頼する者には自由を与える。余は帝国民のためなら喜んで力を授けよう。──神将ベルゼゴールよ。要件はそれだけか？〉

「ディートリッヒの処遇は如何致しましょう？　奴は逃亡を図ったらしいですが」

〈捨て置け。敗北者に興味はない。後に這はい上あがるも良し、落ちぶれるも良し。全ては奴次第よ〉

「……つくづく、寛大な御方ですな、陛下は」

　ベルゼゴールは外套を翻し、深い尊敬の意を表した。

「では、今回は時間を割いて頂き、有難く思います。これ以上は北西のオルフェリアや西南のカインがうるさく当たりますからな。これにて──」

〈ク。主を敬うのは臣下として良きことよ。お前達八神将には期待している〉

「寛大かつ光栄なお言葉、ありがたく頂戴致します」

　ベルゼゴールは深い礼をし、その言葉に感謝した。

〈──それで、用向きは以上か？　ならば余は再び雑務に戻ろう。昨日拉致した、一万八千三百二十五人。それを、どの地に置くか思案せねばならぬ〉

「（……なるほど。常に複数の思考能力を持ち、それを実行できる処理能力か。流石、陛下には敵わんな。為政者としても、戦士としても）」

　ベルゼゴールは帝国の中で強者だが、己が最上でないことを知っている。

　たとえどれほど鍛え上げたところで、敵わない相手がいることを。

　その思考が読めたわけではないだろうが、顔に出ていたのだろう、皇帝はふと薄布カーテンの奥から楽しげな声を発した。

〈ベルゼゴールよ。この程度、訓練すれば誰にでも出来ることよ。そなたの剣術が努力で身についたのと同じく、誰にでも叶う〉

「……お戯たわむれを。その力は皇族のみが継承出来る力。我には無理です」

〈クク〉

　皇帝は薄布カーテンの奥で小さく笑った。

〈ベルゼゴール、そなたの働きには期待している。──ゼーレハルトは性急ゆえに死したが、お前ならば無様を晒さらすこともなかろう。正義を成せ。神の国の使徒として奮戦せよ。さすれば、来る聖戦に向け、褒美をくれてやろう〉

「有り難きお言葉。重ね重ね、陛下の言葉には感謝しかありません」

〈良い。──では、征ゆけ〉

　深く礼を重ね、ベルゼゴールはその場を立つ。

　短く謝礼の言葉を伝えると、豪奢な謁見の間から退出した。




「──邪魔をしたな。お前達には褒美をやろう」

　謁見の間を出た直後。衛兵の騎士にベルゼゴールは労いの品を渡す。大きな宝石だ。

「とんでもありません！　貴方がた八神将は我らの誇り！　言葉を交わすだけで光栄です！」

「そうか。だが我ら幹部は、エインヘリヤルの鎧により魔力が濃い。常人には相対するだけで呼吸も辛いと聞くが？」

「それこそ恐れ多いです！　八神将の御威光、多少の影響はあれど、問題ありません！」

　衛兵の騎士は大きく首を振り、否定した。

「それで、ベルゼゴール様。ゼーレハルト様は本当に戦死なされたのですか？　あの方が死ぬなど信じられませんが……」

「馬鹿なアレのことだ。油断し賊に遅れを取ることもあるだろう。一度くらいは、な」

「そうですか……要塞の件も聞きました。ディートリッヒ殿のことと言い、彼らを襲った賊は、勇者の尖兵なのでしょうか」

「可能性はある。だが奴らは何も出来んよ。精々が地方をいくらか攻め、混乱を生じさせる程度──我が帝国全体には何の障害にもならん」

　それでも衛兵の騎士は不安を口にする。

「ですが、賊は仮にもゼーレハルト様達を破ったのです、このままでは……」

「判らんか？　東方のゼーレハルトが敗れたとしても、我がいる。この、『北東』の総司令官。聖剣の担い手たるベルゼゴールがな。貴様達は憂うれいなく励はげむが良い。皇帝陛下の盾として、剣としてな」

「──はっ！　将軍閣下に、神のご加護があらんことを！」

「ふ、固いな。だがそれでこそ帝国の民だ。……ではな、邪魔をした」

　そう軽く語り、ベルゼゴールは謁見の間を後にした。




「はあ……さ、さすが、将軍閣下の魔力だ……」

　ベルゼゴールの姿が見えなくなった頃。会話した騎士が崩れ落ち、青ざめながら語る。

「まさか、あれ程の魔力を持つとは……八神将、エインヘリヤルの鎧の持ち主、まったく恐ろしいことだ」

　傍かたわらで見守っていたもう一人の衛兵が、気遣わしげに近寄る。

「──大丈夫か？　隣で見ていた分、俺はマシだが……それでも会話したお前は、ベルゼゴール様の加護を、その余波をもろに浴びただろう？」

「まあな……しかし数時間もすれば落ち着くだろう。それにしても、恐ろしい。立っているだけで魂が食われるようだ。エインヘリヤルの鎧──我が帝国が最強を誇る所以ゆえん。あのような方々が、あと七人もいるだなんて。……はは、怖くて膝が震える」

「しっかりしろ。……まあ、気持ちは判る。帝国幹部は、誰も彼もが化け物さ。『処刑人』のゼーレハルト様や、『聖剣』のベルゼゴール様をはじめ、人の域を超えている」

　帝国の衛兵である騎士は語る。この世には、常人が及びもつかない超人がいる。

　あれこそが最高峰に在る魔人であると、そう確信していた。




「なんでーっ!?」

　三日後。アッシュルナ皇国にて。例によって拠点である木の小屋の外で、シャルナが頭を抱えていた。

「どうしてみんな、ご飯を素手で食べようとするのよ!?　フォークにスプーンがあるじゃない！　そっちを使って！　せっかく沢山用意したのに、素直に使って！」

　申し訳なさそうに言うのはフローレンスだ。

「すみませんシャルナさん……私、まだ道具の使い方に慣れてなくて……お手間をおかけします……」

「ま、まあフローレンスは仕方ないわよ。デカイ食器なんてそもそも無いし」

「ミリーもごめんなさい……フォークもスプーンも苦手なのです。シャルナお姉ちゃん。ミリー下手っぴでごめんなさい」

「み、ミリーも別にいいのよ、小さいから」

　シャルナが慌てて慰める。

「でもシルティーナ？　あなたは知識あるじゃない。聖剣としての間、人の文化を知ってるじゃない。どうして食器使わないの？」

「残念です。わたしは聖剣としての知識はあっても、人間としての知識はあまりないのです。……と言いつつ、本当は慌てるシャルナ様が可愛らしいから、わざとやっていると言ったら怒りますか？」

「面倒くさい！　誰よこの娘を女の子にしたのは！　アッシュどこ!?」

「アッシュ様は用があるからと外に……熱っ！　あの、このステーキ、極熱ですなのですが!?　口に入れたら火傷が！」

「きゃ～っ！　シルティーナ、極熱のステーキ投げないで！　──それにしても、今日の料理当番は誰!?　温め過ぎよ、炭化しかけてるわ」

「すみません、わたくしです……」

　傍らにいたユリーハが申し訳なさげに頭を下げる。

「未熟ゆえ火加減が判らず……必殺技を使って、二千度の炎で焼いてしまいました」

「どうやったらそんな火力出せるのよ!?　というかよく炭化で済んだわね……これ、何の肉？」

　ユリーハは慌てて横を向いて目を逸そらした。

「あの……それはその……」

「え、ちょっと待って？　その反応ってことは……これあんまり普通じゃない肉なの？」

　シャルナは冷や汗をかき出した。

「確か、昨日の買い出しはユリーハだったけど……あなた何買ったの？」

「……それは言えません」

「ユリーハーっ！」

　シャルナが青ざめた顔でゆさゆさと揺らす。

　そんな騒動の横では、ミリーとフローレンスが美味そうにナゾの肉を頰張っていた。

　そしてその横のテーブルでは、手を息で冷ましたシルティーナとバーネットが、優雅に紅茶を飲んでいる。

「ふう。このハーブの紅茶は美味ですね。バーネット殿が調合した紅茶、格別です」

「ありがとう。ボクは大賢者の書だからね、その知識で調合するのは訳ないさ。飲めば消化を助け、栄養も吸収しやすくする。あとおっぱい大きくする作用もあるよ？」

「それは嬉しいですね」

「なんで二人は吞のん気きに紅茶飲んでるのよー!?　こっち助けてーっ」

　シャルナの声に、穏やかな顔のまま紅茶を飲むシルティーナとバーネット。

　この三日間、似た光景が続いていた。

　まずユリーハが駿足で近場の街へと向かい、一緒に行ったバーネットの交渉で取得。そして山の小屋に戻り、擬人化娘達が交代制で食事を作っていた。

　これは「人間の文化を知りたい」という擬人化娘達の希望だ。彼女達は人間になって日が浅い。なので、代わる代わる料理や洗濯、掃除などを行っていた。

　ただ、気をつけるべきなのは経験のなさだ。擬人化娘達は元が物なのでほとんど知識もない。そのため、失敗はつきものだ。

　大賢者の書として全ての知識があるバーネットを除き、シルティーナ、ミリー、ユリーハ、フローレンス達は下手くそだ。

　五人中、一人しか家事が出来ないと知った時、シャルナは呆ぼう然ぜんとしていた。

「ああ……これだとわたしの胃に穴が空きそう……」

「そしたらボクの秘薬で治してあげよう」

「そういう問題じゃないのよバーネット！　ああ、胃薬が欲しい」

「ただいま。──お、みんな飯は食ったのか」

　外出していたアッシュが魔道具を携たずさえ戻ってきた。

「聞いてよアッシュ！　またシルティーナとミリーとユリーハが問題起こしたの！」

「すみませんすみませんすみません！」

　平謝りのユリーハの肩を軽く叩きながらアッシュが頷く。

「まあ、失敗はつきものだ。今後の成長に期待しよう」

「そう言えばアッシュ？　あなた肝心の時にいなかったわよね？　今までどこに？」

「……。（擬人化娘の食事がヤバいと知ったから、森で適当に木の実食べてきた──と言ったらシャルナに張っ倒されるな。黙っておこう）」

　アッシュは真顔で考えてから語った。

「諸々の準備で忙しくてな、飯は後で食うことにした。大事な用が山積みだしな」

「そう、それならまあ仕方ないけど……本当に？」

　疑わしげな目を向けるシャルナに、アッシュは素知らぬフリをして少女達を見回す。

「さて！　皆、食事が終わったところで話がある」

　全員の視線が一斉にアッシュへと向かった。

「これまで俺達は、帝国の要塞を襲い、ディートリッヒ達を倒すことが出来た。だが、それだけであの国を倒すことは出来ない。永世アッシュルナ皇国を完成させるために、今後も積極的に動いていく」

　シルティーナが楽しそうに笑った。

「いいですね。何をするのか楽しみです」

「ミリーも、休養も兼ねて楽しんだのです！　何でもするです！」

「ありがとう。──その上で俺から話がある。帝国から『都市』を盗もうと思う」

「……え？」

　シャルナが呆けた顔を浮かべた。

「アッシュ？　今なんて言ったの？　え、都市を、盗む……？」

「そうだ。──国と言えば都市！　住居、商店、工場、王城……何をするにも国家として機能させるには都市が必要だ。そのために、都市を奪う必要がある」

「ちょっと待って!?」

　不安げな顔をしてシャルナが眉間に手を添える。

「えっと……アッシュ？　変なものでも食べたの？　都市を奪う？　ちょっと、意味が判らないのだけど……」

「言葉のままだ。ここに擬人化娘達がいるだろう？　つまり、膨大な戦力がいるということだ。そして俺は物を擬人化出来る。ゆえに──」

「まさか、あなた……」

　シャルナが真相に気づき、硬直した。アッシュが宣言する。

「そう、今から帝国の『帝都』に行き、建物を強奪する。施設、城壁を『擬人化』させて、持ち帰る──それが俺達の、次の目標だ」

「ええええ──っ!?」

　シャルナから悲鳴が上がり、神をも恐れない所業が行われる。




　──十日後。神聖ヴォルゲニア帝国、その帝都。

　公式にはオルガースと呼ばれる大都市にて、ディートリッヒが頭を抱えていた。

「ああ！　出世に出世を重ねて成り上がり、二十三歳で前線要塞師団長にまで上り詰めたこの私が！　敗残兵とは！」

「心中お察し致します、ディートリッヒ様。いえ、元・師団長様。そうですよね、度重なる強奪……あの蛮族どもには煮え湯飲まされまくりですね」

「おい今、元とか言ったか!?　違う、私はこの後も帝国のために奮戦し、要塞の団長に返り咲くのだ！　元などと言うのはやめよ！」

「しかし、現状では不可能でしょう。返り咲くと言っている時点で、落ちぶれていると言っているようなもの。今日の宿すら目処が立たないというのに」

「それは……そうだが。まあ、前々からコネは作っていた。こんなこともあろうかと、中堅宿に話はつけていた。今夜はそこで夜を明かそう」

「さすがディートリッヒ様！　そういう姑こ息そくさにかけては右に出る者はいませんな！」

「はっは！　褒めるな褒めるな。……それ褒めているんだよな？　どさくさ紛まぎれにけなしてないよな？」

「当然ですとも」

　参謀のベルバルドは素知らぬ顔で話を続ける。

「それにしてもこの二週間、大変でございましたな。野宿に洞穴生活……とても元・師団長とは思えない暮らしでございました。それにあの失態。このまま王城へ帰還したら、責任問題で首を斬られても文句を言えません」

「そ、そんなことはない。我らは奴らに善戦し……いや、全く善戦していなかったな。要塞一つ落とされた責任で打ち首も……」

「その通りですな。皇帝陛下は、無能には厳しいとも聞きます。敗者には打ち首や八つ裂きもあるかと」

「……私、このままこの宿で一生を過ごすのは駄目か？　城に行きたくないな……」




　その頃、帝都の片隅にて、アッシュ達は計画を始めようとしていた。

「さて、これにて帝都へ潜入は果たせた。──この十日間、ご苦労だったな皆。特にユリーハとバーネット、お前達の働きには感謝の言葉しかない」

「お褒めに与あずかり光栄ですアッシュ殿」

「まあね、ボクが帝都への道を導き、ユリーハが透明化で潜入。余裕だったね」

　ユリーハとバーネットの組み合わせは抜群だった。バーネットが調合した加速を促す香草を用い、道中を疾走、道中はかなり爽そう快かいだった。

　五つの山脈や三つの海などが途中にあったが、これはバーネットの知識で乗り越えた。

　転移陣──バーネットは古の大陸と大陸を繫ぐ、魔術陣の在り処を知っていて、それを利用したのだ。

　遙はるか八百五十年前の古い陣だ。今では忘れ去られ、バーネット以外に知る者はない。

　これらにより大陸間の距離を大幅に短縮。

　準備を含め十日掛かったが、この距離で驚異的な早さと言うべきだろう。

「でもお兄ちゃん、ここで一体何をするのです？」

　一緒に帝都についてきたミリーが尋ねてくる。

　なお、潜入組はアッシュ、シルティーナ、ユリーハ、バーネットの四人だ。留守番のフローレンスは寂しそうに木の実集めをしている。

「前にも言っただろう？　俺達の都市を造る材料調達だ。──見ろ、この都市の煌びやかさを！　これが、この世で最も繁栄している都市だ」

　まるで鏡のように磨かれた尖せん塔とうの数々。

　道路は硬質な石畳で舗装され、豪華な有り様はまるで夢の国。都市のあちこちには整然と露店が並び、豪奢な武器屋や劇場などが並んでいる。

　この世の贅をこらした光景。道中で着飾る紳士や婦人すら衣装が華やかだった。

「確かに！　この都市は凄いのです！」

「だろう？　だから俺は、ここをアッシュルナ皇国の材料とする。では、早速やろうか。──［我、神秘なる武具に命与える者なり］！　──【擬人化】！」

　瞬間、アッシュが右手を掲げ、前方にある武器屋へと擬人化スキルを使った。

　白き光が彼の手から溢れ、浸透──武器屋は瞬く間に膨大な魔力が収束し──。

　次の瞬間、全身を武器で覆った少女が現れた。

「ハーイ！　あーしは武器屋から転生したアンブリーナ！　よろしくな！」

　やや褐色の肌で、健康的な色気の衣装の少女が、華やかに回転する。

　アッシュの擬人化スキルは、要塞戦の後に成長していた。

　予め名前を浮かべスキルを唱えれば、その通りに少女が名乗るようになったのだ。

　擬人化スキルの成長の一つだ。全裸になる問題も、予め「服を魔力で編んでおけ」と念じておけば、初めから衣服をまとうようになった。

　いきなり武器屋が少女と化して、店長が呆然としている。

「お……俺の店が……少女に!?」

　アッシュは路地裏から身を現し、武器屋少女──アンブリーナに手を差し出した。

「よろしくアンブリーナ。俺はアッシュ。訳あって帝国と戦う者だ。お前に異論がなければ、共に帝国を潰そう。──どうだ？」

「おっけおっけ！　帝国なんて支配欲丸出しの強欲じゃん！　前々から気に入らないって思ってたんだよねー。あーちゃんが頼るなら喜んで協力してあげるし！」

　にかっ、と笑ってアンブリーナは応える。

　どうやら、彼女はこれまでの擬人化娘よりあけすけな娘らしい。

「よし、それではお前の能力を教えてくれ。そして、この都市で擬人化に向きそうな施設や建物の場所もな」

「いいよ！　あーし、武器屋だったから都市の色々な客からの情報知ってるし！　そんで、この辺で一番イカすのはやっぱ教会っしょ！」

「よし、ではお前の言う通り、次は教会を擬人化させよう」




「ディートリッヒ様……私、いま信じられないものを見たような気が……」

「私もだよ。今のが幻覚でなければ、見覚えのありすぎる光景を見たような」

　宿屋の中で、ディートリッヒ達が震える声で話している。

「気のせいですよね？　まさか、こんな所に、奴らが現れるはずありませんよね!?」

「当然だ……他人の空似であろう……空似だといいな」

　ディートリヒが死んだ魚のような目で応える。

　しかし運命は残酷で、宿屋の窓の外、眼下では信じがたい光景が広がっていく。




「──［我、神秘なる武具に命与える者なり］──【擬人化】！」

　アッシュは、帝都の建物を次々と擬人化していった。




「はじめまして、私の御主人様。私の名はミレーユ──教会より転生せし娘です」




「はっじめましてー主さまーっ！　あたし、モルナ！　工房から転生した娘！」




「あたしの名前は、マリアンナ～。銭湯から転生した娘よ～」




「……お初にお目にかかる。我が名はカナリス。見張り塔から転生した娘だ。以後、お見知りおきを」




「ハハハハッ！　あたしの名前はジャネット！　兵舎から転生した娘だ！　剣とか槍とか沢山持ってるぞ！」




「あの～、自己紹介しないと駄目ですか？　ターニャです……井戸から転生しました……お水を生み出すくらいしか出来ませんが、よろしく……」




「ディートリッヒ様！　ディートリッヒ様──っ！　あれはあの時の奴らです！　我が要塞を娘に変えた忌まわしき賊がっ！」

「お、落ち着けベルバルド、これは幻影かもしれん……そうであってくれ……」

　そんな合間にも、様々な物が擬人化されていく。教会、工房、銭湯、見張り台……中には城壁などもあった。

　アッシュがディートリッヒ達の宿屋の前に来ると。

「っ！　マズい！　ベルバルド、奴が来た、すぐに逃げ──」

「──［我、神秘なる武具に命与える者なり］！　──【擬人化】！」

　無慈悲にもアッシュの手から白光が溢れ、ディートリッヒ達のいる宿屋が変化した。

　──現れたのは、柔和な笑顔の似合う、桃色の髪の可憐な少女だ。

「はーい！　宿屋から転生した自称、天使！　イーリスちゃんでーす！　みんなー、よろしくねーっ！」

「あ、あ、あ……あ……っ」

　ディートリッヒ達は呆然とする。宿屋の部屋から放り出され、硬直しているしかない。

「ん？　お前は、要塞で会った師団長、ディートリッヒじゃないか」

　アッシュの視線が彼らへと向く。

「ひいいいい!?」

　ディートリッヒ達はアッシュに気づき、隠していた発煙筒を使い、その場から逃げた。

「……さすが、逃げ足だけは一流だな。まあいい。ここでの目的は達した」

　そう言って、アッシュは後ろに控えた大量の少女達を振り返る。

　シルティーナ、ユリーハ、バーネット、ミリー。その他、十人の擬人化娘達。

　いずれもが一騎当千の少女達だ。

　すでに都市のあちこちで悲鳴が溢れている。慌てふためく人々が叫んだ。

「何だあれは!?　宿屋や見張り塔が女の子に!?」

「どうなってんだおい、城壁の一角が少女になったぞ!?」

「ええい衛兵はまだか!?　早くっ！　応援を！」

　さすがに、騒ぎを大きくし過ぎた。この辺りが潮時だろう。

「我が主、これにて帝都での任務は終わりました。幹部が来る前に退却致しましょう」

「ミリー、もっと遊びたかったけど、作戦なら仕方ないです」

「そうだな。いつか、この都市を征服するためにまた来よう。（……あわよくば皇帝の打倒も……と考えていたが、そこまで甘くはないか）」

　アッシュは皇帝がいると思われる城へ視線を向け、思考する。

　凄まじい殺気が城内から複数放たれている。おそらく幹部である八神将のものだろう。

　八神将──世界各地で猛威を振るう幹部達。いま戦闘するのは危険だ。情報が足りず、地理にも疎い。

「……ではこれより、俺達はユリーハの透明化で退却する。新参の擬人化娘達、詳しい話は道中バーネットやシルティーナに聞け」

「「了解です！」」

　アッシュは振り返り、擬人化娘らに命じる。

「──バーネット、手はず通り後は頼むぞ。シルティーナも、殿しんがりは任せた」

「承知しました」

「任せて！　発煙筒に催さい涙るいガス、あと、忘却煙で市民の記憶を消しておくからね」

　複数の香草を元に作った記憶を消す魔道具だ。バーネットが作ったそれを市民に投げつける。これで、追跡と分析はほぼ不可能。

「よし、では行こう。帰ったらシャルナ、あまりの成果に驚くぞ」




　それから六日後。

「なんでぇぇぇ!?」

　隠者の黒森に着いたアッシュ達は、早々にシャルナの悲鳴に出迎えられた。

　それもそのはずだ。今回は武器屋、教会、工房、銭湯、見張り塔、兵舎、井戸、図書館、宿屋、城壁と、十人もの少女へ擬人化させたのだ。シャルナの驚きよう愕がくは止まらない。

「毎度毎度、どうしてこんな増やしてくるの？　もうこれ以上色物はいらないわ！」

「色物とは失礼な。必要に決まってるからだろう？　それに、擬人化させていない日が重なったからな。ストックが随ずい分ぶんと溜まっていた」

　ストックとは、擬人化させなかった余剰分のことだ。

　擬人化は便利だが一日に一回という制限がある。

　しかしその日、使わなければストックという形で使用権は確保される。

　擬人化の特性についてバーネットに確かめさせたのだが、これも擬人化スキルの成長によるものだ。

「もうわたし、強い胃薬が欲しいわ……」

　シャルナが遠い目をして呟いた。




「──アッシュ、ちょっといいかい？」

　翌朝。シャルナが朝から薬が買いたいから街に行きたいと訴えた後の広場。

　アッシュは聖者の里の取りまとめ役、ライナスから相談を受けていた。

「また随分と沢山の娘達を擬人化させたみたいだね。皆、驚いているよ」

「まあ、そうだろうな。だが生活水準と防衛力の向上に、あいつらは必須だった。役に立つと思っているが」

　ライナスは柔和に笑った。

「そうだね、彼女らは優秀だ。──特に、銭湯のマリアンナさんと宿屋のイーリスさんは好評だよ。お湯やベッドをいくらでも出してくれるからね」

「ああ、銭湯を無尽蔵に生み出せるマリアンナと、寝床を無数に作れるイーリスは生活の要だからな。優先して働いてもらった」

　昨日から、新たな擬人化娘の十人は皆働かせている。特に日常で恩恵のある彼女らは歓迎された。

　背後、里の子供達が「きゃー温かーい！」「もっとお湯出して！」「ああ、快適な宿屋だなぁ」と叫び、大人も交えて快楽の声が聞こえてくる。

「正直、ここまで出来るとは思っていなかったよ」

　ライナスは尊敬や感嘆の声音を含ませ語る。

「擬人化娘達は、元が『物』だからね、価値観とか色々違うだろうという偏見はあった。私はそうでもないけど、里の者には懐疑的な者もいたからね」

「それはそうだな。だが、こうして実利があると心配はなさそうだ」

　銭湯で湯に浸かっている子供や老人、武器屋で刀剣を物色している青年、図書館で異国の書物の話に花を咲かせている婦人達。

　それは、まさに平穏な光景そのものだった。

　帝国に追われた当初の悲嘆さは微塵もない。

　アッシュが夢見ていた、理想的な光景がそこにあった。

「どうだろう、アッシュ。改めて、君から大臣として任命してもらいたい。私は里のまとめ役だ。君の皇国を手伝うべく、少しでも力になりたい」

　ライナスは姿勢を正し提案する。

「それは願ったり叶ったりだ。……では、暫定的に、内務大臣へと任命させてもらおう。……ライナス、お前には皇国の内政や俺の補佐を頼みたい」

「お安い御用さ、任せてくれ」

　微笑み合い、アッシュとライナスは、強く互いの手を握り合った。

　やがて木の陰から、次々と聖者の里の人間達が顔を出してくる。

「やったなライナス！　これで俺達の未来は安泰だ！」

「協力するぜ、アッシュ。一緒に帝国をぶっ潰してやろう！」

「あの、里では能無しだなんて言ってごめんなさい。あたし、あなたが許してくれるなら、何でもお手伝いをしたいわ」

　若々しい青年、老婆、年頃の娘、様々だった。その後も次々と里の人間が顔を出しては、協力の旨を申し出てくる。

　アッシュは感激に打たれ、彼らに頷きを返す。

「ああ、もちろんだとも、リオルブ、バイス、エメリー……それに他の者達もな。俺達は、帝国に大切なものを奪われた。だから代償は払わせなければならない。そのための反撃だ」

「おおおっ！」「俺ら皇国に、勝利を！」「アッシュに幸運を！」

　それそれが決意に満ちた顔つきで唱和する。アッシュはそれを頼もしげに眺めた。

　そして彼らが決意して数分後、アッシュは改めてライナスと会話を再開した。

「それではライナス、内務大臣として初めての仕事をしてもらおう。ここの首都造りに協力してもらいたい」

「え、首都造り？」

　ライナスは首を傾げる。




　──そして十二時間後。

「ふう、すっかり遅くなってしまったわ」

　街へ買い出しに行っていたシャルナと、護衛と偵察に出ていたユリーハが戻ってきた。

「街での買い物も大変ね。色々と必要なものがあるもの」

「お疲れ様ですシャルナ殿。同伴者としてあまり役立てず申し訳ありません」

「何を言っているのユリーハ。護衛してくれるだけでも助かるわ」

　拠点である隠者の黒森を見上げる。

　ここは皆の生命線だ。そこで生活必需品の補充や、各種娯楽の買い出しなどを行う。

　帝国に敵対する身として、物資補充も重要な役割だ。

「アッシュには謝らないと。今日は遅くなっちゃったから、きっと夕食の用意が出来なくて困ってるわ。だからわたしが……わたしが……え？」

　シャルナは目の前に広がる光景を見て、絶句した。

　何故か、立派な都市が出来ている。

　高々とそびえる見張り塔。その横には巨大な城壁がずらりと立ち並び、異様な光景を醸し出している。その奥には多数の住居が立っており、工房、教会、宿屋、その他商店などが多数並んでいた。

　どう見ても立派な都市だ。所々にあるのは公園や噴水、どこをどう見ても優美な都市に見えた。

「……かえ、帰ってきたら、山に都市が出来てるーっ!?」

　シャルナは頭を抱えて悲鳴を上げた。




「アッシュ！　ちょっとどういうことなのアッシュ！」

　数分後、シャルナは頂上の小屋にいたアッシュを問い詰めていた。

「お帰りシャルナ。疲れただろう、銭湯で疲れを癒やして──」

「そうじゃなくて！　かえ、帰ってきたら森が！　山が……っ！」

　シャルナは口角泡を飛ばして彼の肩を揺さぶる。

「ああ、あれか？　お前が留守にしている間──俺達は都市を造った」

「都市──!?」

　シャルナが買い物かごをカターンと取り落とした。

「え、都市？　ど、どうやって？　こんなの、とても半日じゃ出来ないと思うけど……」

「簡単だったぞ？　まず、工房から転生したモルナの能力で、石や木材を大量に製造する。それをミリーが怪力で組み立て、建物にし──井戸の転生娘のターニャが水を生み出す。それで、水道や噴水を造って、武器屋のアンブリーナと宿屋のイーリスがアドバイスして、商店を作り上げたんだ。あと、建築知識はバーネットに手伝ってもらい、建てさせた。フローレンスにも手伝ってもらって、ちょっと山岳都市を造ってみた」

「造ってみたって……!?」

　シャルナは固まったまま絶叫する。

「え、え、冗談よね？　ほんの数時間、留守にしただけで、山に、都市？　噓でしょう？　これ偉業とか、そんなのですらないわよね？」

「まあな。だが帝国に対抗するには必要な措置だ。一刻も早く環境を整えるべきだからな。擬人化娘の力を駆使し、拠点を造ってみました」

「やり過ぎだわ──っ!?」

　シャルナが頭を抱えて呻うめいていた。

「いくら何でもやり過ぎよ！　これを一日で!?　いえ、半日で？　噓みたい……」

「はは、伝説では、一夜城とかいうものがあったらしいが、これはそれ以上だろう。世に奇跡などと言われている逸話は多々あるが、さすがにこれには勝てないな。──フフ、俺こそ永世アッシュルナ皇国、皇帝！　なんてな」

「ふざけてる場合じゃないでしょー!?」

　シャルナがアッシュの肩を揺さぶる。

「さすがに過剰よ！　どう考えても帝国へ喧嘩売ってるわ、もし復讐してきたら……っ」

「その辺はぬかりない。何せ、ユリーハの透明化で俺の身内以外には視えないようになっているからな。外から見れば、この山は単なる山森だ」

「えええ……透明化って、万能過ぎない？　もう透明ですらなくなっているけど」

「ああ、どうやら能力を使う間に進化したらしい。すでに隠蔽と呼ぶべきだな」

　あまりのことにシャルナは茫然自失だ。

「しんか……いんぺい……」

「あ、それと、娯楽施設も造ったから、暇な時に行ってきていいぞ。公園に噴水、図書館から銭湯まで。食べ物屋はさすがに実物がないからあまり出来ていないが、それ以外なら大体造った。癒やしには役立つぞ」

「癒やし、癒やしって……」

　まだ衝撃から立ち直れないシャルナが震えている。

「あの、アッシュ、教会ってある？　ちょっとお祈りしてきたいんだけど……」

「あるぞ。教会から転生したミレーユが教会を造れる能力を持っていてな。都市の中に七つの教会がある」

「七つも？　ああ、そう……。どこから突っ込んでいいのか判らないわ……そこに行って、『明日もわたしの心臓がもちますように』って祈ってくる」

「お疲れさま。晩飯までには帰ってこいよ」

「主にあなたのせいなんだけどね……」

　そう言ってシャルナは出ていった。

　その様子に苦笑し、アッシュはさらなる都市計画を考えていった。




　──都市の大通りにて。

「今日は長剣が安いよ！　大量入荷だよ！」

「図書館が開館しました。御用がある方は是非立ち寄ってください！」

「わー公園だー、遊ぶのですー、遊ぼー」「きゃはは！　このお土産屋すごーい！」

「素敵な衣装がたくさん売っているな、後で買っていこう」

　都市は活気に溢れていた。聖者の里の面々があちこちで店に出入りしている。シャルナが留守の間に、アッシュと交流を深めた者達だ。

　公園では子供達が遊んでいる。小鳥や小動物達が戯れており、地面は磨かれた石で舗装されている。とても美麗な景観だ。ほんの十二時間前まで森に覆われた山だったが、もはや立派な山岳都市だ。信じられない。シャルナは何度も目を瞬かせた。

「これを半日で……？　わたし夢でも見てるのかな……？」

　隣で、井戸から転生した擬人化娘が大量の水を生み出していた。

　もう教会でお祈りして、今日は寝ようと思うシャルナだった。




【今日のシャルナ日記】

　買い物から戻ってきたら、なぜか山が都市に変わっていました。

　何を言っているのか、わたしも全然判りません。

　常識とか色々くずれそうです。これから先、どうなってしまうのでしょう？

　都市の中で、たくさんのお店を見ました。

　武器屋に、図書館、温泉。ほんとうに、すてきな場所ばかりです。

　わー、ふんすいのみず、きれいー。




　その日の夜。

「身が持たないわ……」

　深夜零時。すっかり夜も深まった山の頂上、木の小屋の中でシャルナが呟いた。

　同じく小屋でゆっくりしていたアッシュが笑う。

「まあおかげで平和になって良かったじゃないか。皆幸せそうだぞ」

「それは良いんだけど……わたしの身にもなってほしいわ……」

　アッシュは思わず苦笑を漏らした。

「すまん、一言相談すべきだったか？」

「はあ……もういいわ。皆が楽しめているのなら。こんな平穏なことはないし」

　帝国に追われ、皆が疲弊していたあの頃。それから見れば、今の状況は天国だろう。

　眼下、街の広場ではミリーが子供達と一緒にはしゃいでいる。その横では、バーネットが昔話を幼児に聞かせ、ユリーハが自警団に志願した青年らと訓練をしている。

　そこから離れた坂道ではフローレンスが少年らに囲まれ、尊敬の言葉をかけられている。「すげー」「でけー」

　しばらくそれらを眺めた後、アッシュは静かに笑う。

「こんな時に言うのもなんだが、シャルナには感謝している」

「え？　困惑した時の反応が面白いから？」

「そうではなく。それはそれで面白いが、ここまで俺を導いてくれたことに関して」

「……なに、真面目な話？」

　アッシュは頷き、小屋の外の月明かりを見て頷く。

「正直、俺は自分の恩恵ギフトについて不安ばかりだった。いつまで経っても発現はなく、ダスト達は煽あおってきた。焦る気持ちに、俺は押し潰されそうだった」

　シャルナは静かに唇を引き結ぶ。

「それは……そうでしょうね」

「でもそんな時、お前が励ましてくれた。それがなければ、こんな光景は作れなかった。帝国と戦うことも夢のまた夢だった」

　静かに語り、アッシュはシャルナの顔を真っ直ぐに見つめる。

「俺と今の光景を作ったのは、シャルナだ」

「それは……言い過ぎよ」

　アッシュは首を横に振った。

「いや、シャルナ。お前はいつも俺の支えになってくれた。里で腐っていた時も。帝国に攻められた時も。今も、心の柱になっている。お前がいてくれたからこそ、俺は頑張れた。──『お帰り』『無事だった？』──ただそれだけで、俺は安心出来た」

　彼は、月明かりの注ぐ部屋の中、静かに少女を見つめていた。

「アッシュ……」

「だから、ありがとう。今まで一緒にいてくれて。俺に幸せを与えてくれて」

「──べ、別に、当然のことだわ」

　シャルナは急に焦って頰を赤らめて叫ぶ。

「あなたは里の仲間で、小さい頃から一緒で、今さら離れるわけにもいかないもの。それに……ロス神父様達の仇かたきを討ちたいって、思っているから」

「そうだな。しかし、あえて言うが、お前がここまでしてくれる義理もなかったはずだ。ゼーレハルトの襲撃の後。その後の皇国もそう。ここは、俺達の拠点だから安全ではあるが、危険はゼロではなかった。でも、お前はいてくれた」

　アッシュは言葉を嚙み締めるように、優しく語る。

「お前はいつもここにいてくれた。だから、ありがとう」

「（……う、嬉しいけど恥ずかしい……っ）」

「ん？」

「あ、ま、まあそうね！　わたしが、あなたの支えになっていて良かったわ。あのまま逃げるなんて嫌だったもの。そう言ってくれると、わたしも嬉しい」

　ほのかにシャルナは笑った。

「……本当に、ありがとうな、シャルナ」

「もう、あんまり感謝されても、お礼なんて出来ないわよ？」

　アッシュは思わず笑った。シャルナも釣られて微笑む。

「……里が襲われて、親しい人が亡くなって、アッシュまでいなくなるなんて、嫌だと思ってた。シルティーナ達は凄く強いけど、だからこそアッシュは、もうわたしなんてどうでも良いのかな、って思う時もあった。でも、その一言で、わたしは……それだけでわたしは……やだ、わたし……涙……っ」

　シャルナの目元から、いくつもの雫が流れ落ちていく。

　それは、後悔や、義憤や、緊張、様々なものが織り交ぜになった感情だろう。

　これまで彼女が溜め込んできたものの発露。

　アッシュは、彼女の目元を拭いながら、優しく微笑む。

「……後悔してない？」

　ふと、シャルナが恐る恐る、というように問いかけた。

「この戦いにか？　それはない。俺に選択肢はなかった。帝国を許すことは出来ない」

「それは……そうよね」

「むしろ実感、っていうのかな。生きてる感覚がある。俺には、本当に信頼出来る人はいなかったから。ロス神父はいたが……忙しい人だったから、お前がいなければ俺はたぶん……折れていた。だから、感謝してる」

「やめてよ、もう……わたし、あんまり感謝されても、泣きそうだわ」

「──その目の縁にあるのは何ですか？」

「そういうところ、朴ぼく念ねん仁じん！」

　あはは、とシャルナは笑った。

　──ずっとずっと、アッシュと共に歩んできた。

　蔑まれながら、嘲笑われながら。それでも彼は必死に足搔いてきた。

　その果てに里が襲撃されて、ゼーレハルトに攻められたけれど、後悔はしていない。

　ずっと、アッシュと一緒がいい。

　アッシュと一緒でなければ、嫌だった。

　シャルナは、アッシュのことが好きだ。昔、魔物に襲われて助けられた時から。あるいは努力している姿を見続けた頃から。

　小さな子供だった時から。彼を──好きでいた。

「シャルナ。もし、全てが終わったら、俺は──」

「俺は……？」

　ふと黙り、アッシュは首を横に振った。

「いや、何でもない。……明日も忙しい。きちんと寝ろよ」

「判っているわ。おやすみなさい、アッシュ」

　少しだけ頰を赤らめ、シャルナは離れた。そして寝所である部屋へ向かおうとして。

「アッシュ」

　優しい、けれど真剣な声音に、思わず少年は振り返った。

「どうした？」

「ありがとう。帝国と戦ってくれて。わたしも、あなたと一緒にいたいわ」

　そう言って、少し──いやかなり照れて、頰を真っ赤にさせたシャルナは。

　それでも、精一杯の気持ちを込めて、華やかに笑っていた。




　──シルティーナは、その光景を壁越しに聞いていた。

　小屋の扉の向こう。薄い板の向かい側で、何もせず、羨ましそうに聞いていた。

「……羨ましいですね」




　──シルティーナは元々、『人間』になることが夢だった聖剣だ。

　遙か七百年前、まだ二代目魔王が猛威を振るっていた時代。彼女は最強の聖剣として創られた。

　当時、伝説級と言われた鍛冶師五人が、全霊をかけて生み出したのが彼女だ。

　その刃は万物を斬り裂き、この世のあらゆるものを寸断する。

　たとえ、ゼーレハルトの鏡やミリーの盾でも彼女の聖剣は防げない。シルティーナの聖剣は、この世界の全てを断つ。

　『因果切断攻撃』。それがシルティーナの有する力だ。

　それは対象がどれほど硬くとも、能力を備えていても両断する。

『触れた物を反射する』『受けた傷を無効化する』、それら特性を無視し、斬り裂く。

　ゆえに『因果切断攻撃』。あらゆる事象を超えて斬り裂く、最高峰の聖剣だ。

　絶大な魔力がなければ発動しない制限があるが、歴代の《勇者》に愛用され、二代目魔王、三代目魔王、四代目魔王、五代目魔王──それら全ての打倒に貢献してきた。

　けれど、決戦後に封印されるのが彼女の運命だ。

　彼女は強力であるがゆえに封じられる。強奪されないよう、保管され続けた。

　それは彼女にとってはもどかしい日々だった。

　人間は華やかで、素敵な生き物だ。恋や戦い、歌劇など、様々な営みが彼女には眩しく映る。

　それに憧れ、『人間になりたい』と思っているのに、人間に触れられない。それに胸が締め付けられるような寂しさを覚えた。

　彼女が人の手に触れられるのは、常に世界に危機が迫った時。それ以外は保管庫の中。

　様々な英雄がいた。優雅で精せい悍かんな青年、嫋たおやかで愛らしい王女、重厚でいかめしい老騎士、麗しの聖女……数多あまたの強者がシルティーナを愛用しては、寿命で死に別れた。

　──わたしが人間なら、一緒に歩めたのに。

　──わたしが人間なら、共に語り合えたのに。

　人並みに会話し、人並みに恋をし、幸福な家庭を築きたい。

　けれどそれは叶わない。もどかしい──人になれない自分が悔しかった。




　──けれど。決して叶わないはずの願いは、叶ってしまった。

　あの日、ゼーレハルトが襲撃した日。死地での、アッシュの恩恵ギフトによって。

　嬉しかった。人の体を得て自由に動ける日々は、楽しすぎた。

　怒られたり、呆あきれられたりすることはあったけど、全て夢のようだった。

　──やっと叶った、七百年越しの願いに、胸が高鳴った。

　同時に、シルティーナは気づいた。自分を少女に変えてくれた『彼』に恋をしていると。

　それが本当の恋か、家族愛かは判らないけど、特別な関係には違いない。

　──そう気づいた途端、ずきりと、シルティーナの胸に痛みが生じた。

　この想いは、彼には邪魔になる。それは封じなければならない。けれど、もう我慢したくない、次にこんな機会があるか判らない。『今』が、どれだけ続くのか判らない。

　だからシルティーナは、迷った。

　迷って、迷って、そして──。




「少し、よろしいですか、アッシュ様」

　シャルナとの会話から数分後。涼しげな声音に、アッシュはその場で振り向いた。

「シルティーナか。……いるなら声をかければ良かったのに」

「ふふふ」

　シルティーナは一瞬だけ何かを考えて言った。

「いえ、シャルナ様とラブラブな雰囲気でしたので、邪魔をしてはどうかと」

「お前、空気を読むのは良いが言い方を考えろよ……」

　シルティーナは楽しそうに笑った。アッシュが嘆息する。

「まあいい、それで？」

「はい。今までゆっくり会話出来る時間がなかったので、この場で申し上げようと」

「何だ？　言ってみてくれ」

「わたしとデートしてください」

「げほっ！」

　アッシュは盛大にむせた。

「何でだよ、唐突過ぎるだろ！」

　シルティーナは一瞬だけ言葉を選んで言った。

「──ふふ、噓です。わたしを人間にしてくださって、ありがとうございます」

「はあ？」

　アッシュは、返事に困り、シルティーナの言葉の先を待った。

「わたしは元々、道具でした。聖剣として敵を打ち払い、戦争を終わらせるために戦った兵器。ですがアッシュ様に転生させてもらい、人間になれました。こうして体を貰い、自由を頂き、人の世界に住まわせてくださったこと、感謝しています」

「……それは言い過ぎだ。大体が成り行きだった、感謝されるほどじゃない」

「いいえ」

　感謝と崇敬の念を込め、シルティーナは彼の手を握る。

「それでもわたしにとって、あなたは特別です。人として、命を与えてくださった。──わたしは、聖剣として幾多の名誉を頂きました。もちろん、それは栄誉なことでしたが……けれど『人』として生きることに、憧れも抱いていたのです」

「……それは少し、意外だな」

　アッシュの中ではシルティーナは以前から自由な印象があった。

　シルティーナは何かを我慢しているような表情を一瞬だけ見せ、

「わたしは多くのことが出来て嬉しいのです。会話だったり、食事だったり、炊事だったり……アッシュ様の、ベッドの匂いをくんくんするなど、道具の時は出来なかったことが──」

「待て。最後のだけは冗談だよな？　本当じゃないよな？」

　シルティーナは楽しそうに笑った。

「ふふ、冗談です。……それに、様々な仲間と会うことが出来ました。歓談など剣では夢のまた夢。それが毎日、当たり前に出来る。それが、わたしには嬉しく思えるのです」

「シルティーナ……」

　これまでの彼女の想いを声音から感じ取り、アッシュは何も言えなくなる。

「貴方はわたしにとって恩人です。そのためのお礼を、何でもしたく思っています」

　アッシュは居心地悪そうに頰をかいた。

「少し……照れるな。俺はずっと必死にやってきただけだから」

「──わたしは、異性として、貴方をお慕いしております。叶うならば少女の体の全てを使って、一夜を共にしたいですが……それは問題のあることでしょう」

「……ああ、そうだな」
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「ですから聖剣として、『今は』お役に立ちましょう」

「……そうしてくれると、助かる」

　アッシュは複雑な表情を浮かべ、シルティーナは小さくはにかんだ。

「まあ、あれです。色々言いましたが、いつか世界に平穏が訪れた時、わたしを皇妃として迎えてくれれば、それで良いです」

「……おい」

「考えるだけ。考えるだけで構いませんから。……駄目、でしょうか？」

　アッシュはしばらく悩んだ後、目を逸らしつつ応える。

「……判った。考えておこう。俺も、お前みたいな少女は嫌いじゃないから」

「本当ですか!?　やった！　婚約成立ですね！　──それでは良い夜を！　わたしはこれから他の擬人化娘達に、『アッシュ様と婚約した』と自慢しに──」

「やめろ！　そういうのは本当によせ！　マジで！」

　シルティーナは叫ばれ、小さく吹き出した。

　それは花のように可憐で、『物』では決して浮かべられない、幸せそうな笑みだった。





[image: ]







　──そこは、支配者のための空間だった。

　人外の住まう伏ふく魔ま殿でんの如ごとき場所。逸脱した強さを持つ者達が集う円卓の間。

　神聖ヴォルゲニア帝国、皇帝城第六広間。通称、白亜の円卓と呼ばれる一室に、数名の人間が集っていた。

　一人は巨体の武人。全身を鋼の鎧よろいに包んだ者。一人は輝かしい麗人。全身を艶あでやかな衣装で包んだ美人。全身に刃をまとわせた少年。

《八神将》。神聖ヴォルゲニア帝国の幹部にして、制圧軍の総司令官たる英傑達。

　白く豪ごう奢しやな円卓の席、その一つ、聖剣使いのベルゼゴールが無骨な顔を歪める。

「危急の事態だ。先日、我が帝都で起こった強奪事件──これは明らかに前線要塞を落とした賊ぞくの仕業であろう」

　ベルゼゴールの言葉に幼い声が応える。

「まあそうだよねー。どうやったのか見当もつかないけど、帝都の施設を一割強奪。まったく正気じゃないよ、これは由々しき事態だよねー」

　茶髪に細い体たい軀くの少年だった。街に出ればどこにでもいる外見。けれどそこにいるのが不自然な、一見すると変哲のない容姿。しかし瞳の危険な色に、常人なら怖気を覚えずにはいられない殺気の塊。

　神聖ヴォルゲニア帝国、西南制圧軍総司令官、カイン。

「神聖な帝都に襲撃ばかりか、強奪をした愚行。これはもう滅めつ殺さつするべきじゃないの？　あはっ」

「笑い事ではないぞ、カイン」

　ベルゼゴールが不機嫌顔で諭すと、それだけで空間が震える。

「帝都は我が陛下の治める繁栄の象徴。それを賊軍に襲われたとあっては、八神将として示しがつかん」

「示し？　象徴？　そんなのは犬にでも食わせりゃいいよ、くだらない」

「そうそう」

　別の神将が、軽い口調で言った。

「帝都の守り自体は万全だったわけだからねぇ。幹部として落ち度はなかったと思うけどね、おじさんは」

　飄ひよう々ひようとした、中年の男性だった。

　軽い声音、全身に鎧をまとってはいるがどこか気だるげだ。路上の浮浪者のようなだらしなさをまとっている、顎あご髭ひげの手入れもいい加減な陰気中年だった。

　神聖ヴォルゲニア帝国、南制圧軍総司令官、エルケーニッヒ。

「……エルケーニッヒ。貴様、部下を数名残していたにもかかわらず、この失態……いかなる責任を取るつもりだ？」

　ベルゼゴールが業ごうを煮やしたかのように憤る。だが中年幹部は肩をすくめるばかり。

「そうは言ってもねぇ、おじさんの部下は遊撃隊でもなければ衛兵でもないし。たまたま休暇だったわけ。で、そこへ手段不明の強盗団なんて、阻止しろっていうのが無茶でしょ」

「だとしても怠慢は否定できん。エルケーニッヒ、貴様は──愚かだ」

　ベルゼゴールの射殺すような視線に、中年幹部は苦笑し肩をすくめる。

「ああ、怖い怖い。聖剣のベルゼゴール殿に睨にらまれちゃ、雑魚おじさんは恐々だ」

　茶髪のごく普通の外見の少年幹部、カインがこともなげに言う。

「ふん、くだらない。じゃあぶっ殺せばいいじゃん。そんな奴ら。足取りを追跡して皆殺しにすれば？」

「カイン、貴様には言っておいたはずだが、追跡は困難だ。──奴らは透明化や隠いん蔽ぺいで痕こん跡せきを消している上、市民の記憶からも襲撃事件は抹消されている」

「あはっ、随ずい分ぶんと小賢しい奴らだね」

　カインは楽しそうに円卓の上に足を乗り出した。

「追跡が困難なら虱しらみ潰つぶしに捜せばいいじゃん。地上全ての都市に、隕いん石せきでも降らせると脅す。それで解決だよ、なんでそうしないの？」

　ベルゼゴールとエルケーニッヒが渋面を浮かべる。

「カイン。貴様の能力は認めるが、それは出来ん。民に武力で吐かせるなど論外だ」

「はっ！　強奪者は帝都を襲ったんだろ？　ならどこかの街で準備したはず。容疑者は吐かす、隠すなら殺す、単純だよ」

「愚か者め！　そのために非力な民を巻き込めと!?」

　憤慨するベルゼゴールに、カインは肩をすくめる。

「──少し、よろしいでしょうか？」

　言葉を発したのは女性の神将だ。

　艶やかな美しい麗人。体は男性の理想を体現したかのような魅惑的な線と、豊満な胸や腰のくびれが見事。艷やかな肌が麗しい、高貴な令嬢の如き美人だ。

　神聖ヴォルゲニア帝国、南東制圧軍総司令官、マリアリリス。

「襲撃は帝都で行われたのですわよね？　なら、候補は絞られていると思いますわ。──勇者率いる反乱軍レジスタンスか、聖者の里の仕業では？」

　ベルゼゴールは小さく横に首を振った。

「マリアリリス、それは我らも考えたが、おそらく違う。出来れば既に襲撃したはずだ」

「……あら、どうしてでしょう？　それは早計では？」

　マリアリリスは形の良い眉を悩ましげにひそめる。

「反乱軍レジスタンスは……神将オルフェリアがいま抑えているからともかく、聖者の里の人達は自由でしょう？　彼らは英雄の末まつ裔えい、いつ力が増して襲って来るとも限りませんわ」

「だとしてもあり得ん。帝都の守りは絶対だ。多数の山脈や海を越え、都壁を突破し、強奪する？　──短期で出来るものではない。前触れもなしに不可能だ」

「前触れなら、あったらしいけどねぇ」

　エルケーニッヒが背もたれに伸し掛かりつつ笑う。

「第一要塞の元団長の……何だっけ？　ディートリッヒ？　の部下が、報告してきたはず。賊に宝物庫を襲われ、要塞を強奪されたと。その首謀者がアッシュって少年だって」

「すると何か？　『要塞がデカイ少女に化けて襲ってきた』、などという、あの戯ざれ言ごとを真に受けるのか？」

「事実として、帰還した兵が言うのならそうなんでしょ。実際、ディートリッヒの敗北は確かって話だしね」

「ふん、要塞を落とされた言い訳にしか思えぬがな」

　ベルゼゴールが不機嫌そうに、腕を組んだ瞬間。




〈──いずれにしても、我が帝都を襲撃し、施設強奪を図ったことは変わらぬ〉




　直後、荘厳な声がして、円卓に座っていた神将全てが身を引き締めた。

「こ、皇帝陛下……」

　やや離れた位置の玉座、薄布カーテンの奥から帝国の最高権力者が語る。

〈かの者が、いかなる手段で強奪を成し得たのかは不明。だが脅威に値するということは明白。──ベルゼゴール、かの賊の正体として最も可能性が高い輩やからは、誰か？〉

「──はっ！　現状、反乱軍レジスタンスか、聖者の里が有力かと」

〈であれば、疑わしき者は罰せよ。──ベルゼゴール、貴様にはその少年の抹殺指令を下す。東方第一要塞を落とし、ゼーレハルトを殺害したと思われる首しゆ魁かいを滅せよ〉

「はっ！　御意に！」

　ベルゼゴールは深い礼を返す。

〈部隊編成はお前に任せよう、自慢の兵を用い、かの者を粛しゆく清せいしてみせよ〉

「御意に！　このベルゼゴール、必ずやアッシュを抹殺し、その首を捧げましょう！」

　皇帝が頷く。かくして『アッシュ抹殺指令』は下され、聖剣使いの神将が、牙を剝く。




　──翌日。アッシュルナ皇国。山頂の小屋にて。

「お兄ちゃん！　さっき敵に動きがあったみたいです！」

　その日、午後の団だん欒らんを楽しんでいたアッシュは、ミリーの報告に立ち上がった。

「敵の規模は？　どの程度で来る？」

「偵察のユリーハお姉ちゃんが言うには──数は五万人。半日でこっらに到着って」

「ご、五万人……!?」

　居合わせたシャルナが口を覆った。アッシュは傍かたわらにいた擬人化娘達に声をかける。

「シルティーナ、ライナス達を集めてくれ。バーネット、罠の起動準備を頼む。ユリーハは『例の部隊』に連絡を。ミリーは俺の護衛、フローレンスは予備兵力だ」

「了解なのです！」

「かしこまりました」「わたし達の力を見せる時ですね！」「が、頑張ります……っ」

　それぞれに頷く擬人化娘達。それを見て、アッシュはシャルナへと振り向く。

「いよいよ防衛戦だ。いずれここが攻められることは判っていた。ディートリッヒ達を逃してしまったしな。状況証拠もある。時間の問題だった」

「ええ。……正直、あまり戦ってほしくないけれど、今更よね」

　シャルナの溜息にアッシュが苦笑する。

「ああ。どのみち例の計画のためにも必要だ。これは不可避の戦いだ」

「──わたしも、覚悟を決めなければいけないわね。アッシュ、約束して。絶対に死なないって」

「当然だ、俺だって死にたくはない。これからのためにも、生還するさ」

　頷き、アッシュはバーネットに貰った『拡声』の魔道具を高く掲げる。

「──全擬人化娘に伝える！　現在、帝国軍が接近中だ！　だが恐れるな！　俺達は万全の態勢にある！　要塞の制圧、帝都の強襲、全てはこの時のためだ！　帝国は強敵だ。だが奴らに抗する術はある！　全力を尽くせ！　ここが我らの分水嶺だ！」

「了解ですっ！」「我が力はアッシュ様に！」「アッシュルナ皇国の未来のために！」

　森の各所から、街の中から、擬人化娘や、皆の歓声が上がってくる。

　準備は万端だ。後は迎え撃つのみ。アッシュは、シルティーナ達が準備に取り掛かる中、自分も都市の機能を発動させるため、準備に取り掛かった。




　──その日の夜。シャルナが明日の戦いに向けて、準備に追われている最中。

　ふと背後に気配を感じると、擬人化娘達の姿があった。

「──誰？　何か用？」

「わたしです、シャルナ様」「ミリー達もいるのです」

　そこに佇たたずんでいたのはシルティーナ、ミリー、ユリーハの三人だ。

「少し話したいことがありまして。お時間を貸して頂けませんか？」

　瞬間、シャルナの中で予感が膨れ上がった。

「みんな。あの……」

「単刀直入に問います。アッシュ様の正体──『あの力』は何なのです？」

　シルティーナの静かな問いに、シャルナは硬直して動けなかった。

　静かに佇む少女に対し、シルティーナは淡々と告げていく。

「おかしいと思ったのです。わたしやユリーハ様、他にも規格外の娘達が多過ぎます。いくら擬人化スキルの特性と言っても、過剰です」

「ミリー、聞いたことがあるのです。恩恵ギフトは、強い力ほど制約があるって。それが、アッシュお兄ちゃんには薄い。何かあると思うのです」

　ミリーも疑問を口にし、ユリーハが続けた。

「初めてアッシュ殿と会った時、バーネット殿が言いました『──君、珍しい『魂』を持ってるね？』と。──その後、シャルナ殿は顔を強張らせていました。なぜです？　シャルナ殿、貴方はアッシュ殿の何を、隠しているのです？」

「バーネットお姉ちゃんに聞いたけど、はぐらかして教えてくれなかったのです。シャルナお姉ちゃん、一体何があるのですか……？」

　数秒の間、シャルナは目を閉じ、思考を巡らせた。

　やがて観念したかのように、短く息を吐くと、覚悟の瞳を見せる。

「いいわ、あなた達には隠しきれないわね。教えるわ。じつは──」




　そして翌朝。全ての疑問を無くし、擬人化娘達が待機する中。神将ベルゼゴールは部下達に号令を発していく。

「諸君！　征伐の幕開けである！　悪あく辣らつにも帝都を襲撃し、要塞を陥落せしめた賊軍！　彼ら愚かな者共に鉄てつ槌ついを下す時！」

「「おおおっ、おおおおっ！」」

　神聖ヴォルゲニア帝国、北東制圧軍。朝あさ靄もやの舞う草原に、兵の声が朗々と響き渡る。

　大軍が、彼の指揮のもと山の麓ふもとの平原に陣取っている。その数──五万人。大勢の軍隊の蛮声に、草原が震えた。

　津波のように荒々しい軍だ。見る者に怖気を覚えさせる光景。白亜の鎧の兵。

　すでに山の周囲は取り囲んでいる。調教した飛竜により、人材物資を搬送させていた。飛竜による輸送手段は帝国の脅威の一つ。

「賊軍に報いを受けさせよ！　思い知らせてやれ！　誰が地上の覇者たるかを！　征ゆくがいい、我らが勇猛なる戦士達よ！　神の使徒の強さを知らしめるために！」

「「我が命は帝国のためにっ！　皇帝陛下のためにっ！」」

　万を超える蛮声が響き、そうして武器と鎧を打ち鳴らし、五万の軍が平原を震わせた。




　数分後、隠者の黒森。

　山の南方面──八千人の帝国兵が麓を駆け上がっていた。

「へへっ、賊を打ち取るなんて久しぶりだ！」

「そうだな、悲鳴や懇願、どんな光景が見られるか楽しみだ」

「だが油断はするな、慢心は死を招く」

「判ってますって。中隊長殿は心配性ですなぁ」

　霊剣、霊鎧、数々の武装で身を固めた兵士達だ。どれもが一流や準一流、常識では考えられない高度な武装。宿った魔力が凶悪な光を放つ。

「──前方！　見張りと思われる敵兵を発見！」

「よし、速やかに排除しろ、報告する暇を与えるな！」

　山林の最中に、軽装の戦士が二人の敵を見つけ、帝国兵が気勢を上げる。

　貧弱な装備の相手だ。数秒と掛からず始末出来るだろう。




　──そう考えていたからこそ、帝国兵達は横合いから突撃してきた何者かの奇襲に、対応出来なかった。




「──なっ!?　うああああああっ！」

「馬鹿な!?　敵襲だと!?」「どこから来た、横から伏兵!?」「一体誰が──!?」

　帝国の兵士達は目を疑った。

　それは彼らと同じ鎧を着た兵だ。それが、何十人も襲いかかってきた。

「こ、こいつらは！」

「馬鹿な──ゼーレハルト配下の兵士だと!?」

　それこそアッシュが用意していた伏兵だった。

　元々、彼らはゼーレハルトに与くみしていた兵団だった。

　それをアッシュはゼーレハルトを破った後、擬人化娘と共に捕らえた。

　その後、バーネットの話術や金品をちらつかせて説得、傘下に加えた。

　彼らは元々、街や村などで帝国軍にさらわれた奴隷兵が大半だった。

　帝国に奴隷化された人々が多数なら、味方にするのは苦ではなかった。

　従わなかった兵は、ユリーハら拘束に長けた擬人化娘が捕獲、山の牢屋に入れている。

　今、五千人を越える元帝国兵達が、アッシュルナ皇国の遊撃隊として襲撃する。

「うわ、うわああああっ!?」

「我が軍の裏切り者!?　おのれぇっ！」

「だ、第一分隊、第四分隊、壊滅っ！」「退避しろ、急げ──っ！」

　帝国製の装備を持つ遊撃隊は、帝国兵と互角に渡り合える。

　バーネットが調合した誘眠草や催さい涙るい煙えんなど装備も充実させることにより、有利な戦況を保持。敵味方の識別は、甲かつ冑ちゆうにある印章で行っていた。

「くそっ駄目だ、止められん！」

「中隊長！　このままでは敗北し──ぐああっ！」

　投げつけられた長槍に、戦せん斧ぷに、帝国兵が頭を砕かれて倒れる。血ち飛沫しぶきが飛び、悲鳴が上がった。同等以上の装備の遊撃隊に、帝国兵は為す術がない。

　帝国兵は血相を変え、あるいは武器を捨てて後退していく。




　──山の西方面、下腹。そこでは九千の帝国兵が進軍を行っていた。

「隊長、斥候による敵発見は無し。未だ賊軍は見受けられません」

「よし、このまま前進を継続。──しかし静かだな、見張りの一人もない」

「はは、我らに臆おくして退いたのでしょう。矮わい小しような賊軍のことです、尻尾を巻いて逃げたのでは？」

「ふ、そうであれば良いがな」

　九千の帝国兵は盤石の布陣で山を登っていく。索敵、防御、防衛のための魔道具は完璧であり、幾いく多たの斥せつ候こうを出して敵の捕捉に努めている。進軍は順調だった。

「──？　第五分隊長、数が少ないように見受けられるが？」

　中隊長の男が、部隊把握の魔道具を見て首を傾げる。

『中隊長、何か妙です。兵がいつの間にか姿を消し──、……、……』

「何だと？　聞こえん、もう一度報告せよ！」

　だが、斥候として先行していた分隊長の声が途絶える。通信具から何も聞こえない。

「何だ？　音声が聞こえん。──第五分隊！　報告せよ！　何があった!?」

『敵……発見……しか……敵影……攻……不明……』

「第七分隊!?　どうした!?　通信は正確にせよ！」

　しかし、その直後、通信は途切れてしまう。

　中隊長は焦しよう燥そうを抱く。伏兵か？　馬鹿な、他の斥候部隊とも通信が途絶だと？

『こちら第十一分隊！　井戸が……井戸の娘が……襲っ……ぐああ……っ！』

「──第十二分隊！　どうした!?　応答せよ！　十二分隊ぃぃっ！」

　その、最後の斥候部隊との通信も途切れた、その直後──。




「あの～、申し訳ないですけど、詰みです。お休みなさい……」




　突如、側面に現れた少女が、大量の『水』を放出した。

「うあ、うああああ!?　いつの間に!?」

「隊長！　助けてくださ──み、水が！　大量に……っ」

「何だ!?　一体何が起こっている!?　ベルゼゴール様に応援を──」

「無理、もう遅いです……」

　彼らに出来たこと、それは、部隊を秘密裏に行動不能にさせ、なおもどこかに向かおうとする少女を、呆ぼう然ぜんと眺めることだけだった。




　──山の各方面では、似たような悲鳴が広がっていた。

『おい！　噓だろう!?』『何だあれは!?　兵舎が少女になっただと!?』

『本隊！　応答してくれ！　宿屋が少女に！　応援を──っ！』

　阿あ鼻び叫きよう喚かん、地獄絵図、そんな光景が広がっていく。

　その元凶は、アッシュが布陣させた擬人化娘だ。アッシュは山の各所に靄を出す魔道具を配置、帝国兵が来ると視界を惑わせ、擬人化娘に迎撃させていった。

　帝国兵のうち、じつに三万人が脱落していく。山に登る途中で、奇襲を受け壊滅する。

『うああ、馬鹿な、なんだこの軍勢は！』

『聞いてないぞ、た、隊長！　隊長──っ！』

　ある隊は武器屋の擬人化娘の攻撃によって、ある隊は井戸の擬人化娘の洪水によって、ある隊は工房や兵舎の擬人化娘達の攻撃で壊滅させられた。

　各方面では悲鳴と共に帝国兵が後退し、多くは降参、あるいは撤退していった。




「──概おおむね、戦局は有利なようだな」

　山の頂上付近。高い樹木の上。望遠鏡を覗のぞきながら、アッシュは満足そうに呟く。

『各帝国兵は戦線が崩壊。現在は潰かい走そうがほとんどです』

『陽動も遊撃隊が上手く働いているようです』

「よし、アンブリーナはそのまま東方面を奇襲。モルナは南東方面を潰せ。ジャネット、ターニャはそこが終わり次第、北北東を担当してくれ」

『りょーかい！』『わかったよーっ』『任された！』

　帝都で仲間にした擬人化娘達に、アッシュが命令を送る。

　バーネットが用意した通信魔道具、ウリスの腕輪というそれは中距離通信が可能。

　アッシュが行っているのは全体指揮だ。各方面に命令を出し、帝国兵を各個撃破する。

　帝国兵は数の利で包ほう囲い殲せん滅めつを目的としていた。しかし定石とも言える戦術も、逆に言えば読みやすい戦術。大賢者の魔導書として軍事にも精通しているバーネットの補佐もあり、アッシュは帝国兵達を圧倒していった。

「さて、これでボク達の優勢は確定かな」

　同じ木の枝から望遠鏡を覗いていたバーネットが小さく笑う。

「そうだな。帝国兵はこちらの戦力を知らない。五万人という兵を一度に突撃させるならともかく、別個に進軍させるなら余裕だ。──あいつらは俺達を舐めすぎた」

　バーネットの軍略には大いに助けられた。アッシュの言葉に魔導書娘が微笑む。

「ふふ、もっと褒めてくれたまえ！　ボクの知識は凄いだろう？」

「ああ、助かったバーネット。このまま追撃の部隊を──」

　瞬間、焦燥に満ちた声がアッシュの通信魔道具から聞こえた。




『──主殿！　何者かが急速にその場へ接近しています！』




　瞬間、アッシュとバーネットが同時に木の枝から飛び、地面に避難する。

　直後、凄まじい勢いで雲を突き破り、『何か』がアッシュへと肉薄した。

　即座にバーネットが護衛用の魔道具八つを投げる。障しよう壁へきを展開。真上に向け防御する。

　同時に、アッシュが手にしていた望遠鏡が、光に包まれ少女の形を取った。

　見張り塔から転生した少女、カナリスだ。彼女は長い髪を振りバーネットと同じ魔道具四つを投げ、




　──甲高い音と共に、十二の障壁全てが、ほぼ一瞬で砕かれる。




　爆裂し、吹き飛ばされる周囲の木々。もうもうと立ち込める土煙の中。荒々しい爆音が響き渡る。

「くっ、何だ……!?」

　大地震が起きたと思えるような轟ごう音おんの最中。

「──一撃でケリをつけるつもりが、存外に精強なようだな」

　土煙を手刀で切り裂き、傲ごう然ぜんと進みゆく老齢の男性。アッシュ達の手前──十メートルの距離を取り、立ち止まる影があった。

　筋骨隆々の老騎士だった。顔にはいくつもの傷があり、白髪交じりの髪は後ろに流されている。右目には壮そう麗れいな眼帯。腰と背中に合わせて六本の聖剣──威厳ある眼光の老兵。

「お前は……」

「死する者に挨拶をしておこうか。我が名はベルゼゴール。神聖ヴォルゲニア帝国、『北東』制圧軍の総司令官。貴様に破滅をもたらす者だ」

「っ！」

　総司令官。つまりゼーレハルトと同格の敵。

「……どうやってこの場所を突き止めた？」

「おかしなことを。貴様の軍には、透視の恩恵ギフトが使える人材がいないのか？　まさか一軍の総司令官たる私が、何の対策も持っていないと思ったか？」

「──っ！」

　アッシュは内心で敵の警戒度を数段引き上げた。

「……俺の周囲には、特に強力な隠蔽が働いていた。位置を知ることは不可能だ」

「上空から戦場を見渡せば、指揮官の場所など知れるだろう？　──見晴らしが良く、戦場から最も遠い位置。それがあの樹上だった。貴様の居場所など、容易に見抜ける」

「（こいつ、まずいな）」

　アッシュは内心で舌打ちした。

　隠蔽を破り、指揮官の位置を割り出し、奇襲する技量。

　自ら先陣を切り、強襲をかける──それはゼーレハルトと基本は同じだがより周到。予め準備をし、万全の状態で襲撃をかける。まさに超一流。

「──バーネット、カナリス、第十八陣形！」

　瞬間、バーネットとカナリスが、防衛用の魔道具を展開した。

　多数の障壁を生み出す魔道具だ。直撃でも大砲の二十発は耐える。それが二十個。ゼーレハルトの指輪を売り、防衛の主力として用意した、高位の魔道具だが──。

「まさかとは思うが、それが守備か？」

　次の瞬間、斬ッ──と一条の斬撃が戦場に瞬いた。

　星を思わせる流麗な光の斬撃。一瞬にして防衛用の二十の障壁が破砕され──そればかりか、その先にいるアッシュの右肩を深く割いた。

「マスターっ！」

　バーネットが悲鳴を上げた。

「声を、荒らげるな……この程度で済んだのは、運がいい……」

　咄とつ嗟さにバーネットが駆け寄る中、アッシュは呻うめく。

　右腕が千切れなかったのは幸運だった。予めバーネットの作った防御力四倍の霊薬を飲んでいなければ、彼の右腕は斬り飛ばされていただろう。

　大量の血が滴り、思わず地に膝をつくアッシュに、バーネットが声をかける。

「大丈夫かい、今止血を──」

「戦場で敵から目を背ける余裕があるのかね？」

　はっとしてバーネットが振り向くが遅い。ベルゼゴールが即座に跳躍し回し蹴りを叩きつけると、轟音と共にバーネットが木々ごと薙なぎ倒たおされる。甲高い音と共にいくつもの木が倒れる。

「戦場では、常に敵に気を配っておくことだ。でなければ主も自分も死ぬことになる」

　護衛の擬人化娘カナリスが、背後から短剣で斬りかかるが、それを見もせずベルゼゴールは避ける。

　左右の腰の聖剣の片方をベルゼゴールは抜き放ち、斬閃十五発。カナリスは悲鳴を上げ背後の木々に激突した。

　ベルゼゴールの聖剣は、射程力のある斬撃を飛ばす宝具だった。

　さらに剣術も超一流。明らかに近接戦闘力もゼーレハルトより数段上だった。

「……くっ、なんて爺さんだ」

「老人を侮あなどらぬことだ。経験も腕も何かも上。──さて、それで終わりかね？　ならば貴様の命は、ここで潰えることとなる」

「──シルティーナ！　ミリー！」

　直後、シルティーナが左より聖剣で斬りかかり、ミリーが真上から躍おどりかかった。

　どちらもが草むらから奇襲した完璧な一撃、位置取りと角度も共に一流。

　だが──。

「遅いな」

　ベルゼゴールがシルティーナの聖剣を左の聖剣で弾く。ミリーの聖盾は右の聖剣で逸そらされ、シルティーナが追撃に五発斬撃を放つが、全て片手で防がれる。
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「そんな!?　速いのです!?」

　ミリーが上空から着地し驚愕する。

「小さき娘よ。貴様も老人の相手は、初めてかね？」

　瞬間、ベルゼゴールが一息にミリーへと疾駆し、大上段から斬りかかる。

　ミリーは咄嗟に聖盾で受けかけるが、ベルゼゴールは寸前で身を捻り横合いから突進、右手の聖剣から十七の斬撃を放つ。ミリーの横っ腹が左の聖剣で薙ぐように払われた。

「うあ……っ!?」

　木っ端のようにミリーが弾かれる。追撃の蹴りをもらい、背後の木に激突した。

「ミリーっ！」

「──っ、仕掛けます、アッシュ様！　聖剣技──覇は翔しよう陣じん炎えん華かッ！」

　シルティーナが跳躍し、ベルゼゴールへ刺突するが避けられる。

　神速の勢いでベルゼゴールが斬撃。一瞬に剣閃が三十走り、シルティーナの聖剣──その腹とぶつかり、火花と金属音が響き渡り、衝撃波が周囲の木っ端を薙ぎ払う。

　剣撃の一発一発がまるで大砲のような威力だ。因果切断攻撃や反射能力を持つシルティーナやミリーの攻撃を見切っている。

　ベルゼゴールはシルティーナらの武器が伝説の宝具と看破、直接打ち合わさず、剣の腹で打つことで難を逃れている。知識、技量、観察眼──どれもが超一流。

「……強い、ですね。ゼーレハルトとは比べ物にならない」

　剣士として同等以上か格上の剣撃に、シルティーナが思わず下がる。

「鏡に頼るだけの殺人鬼と同じと思ったか？　だが少女よ、貴様は強い。威力、速度、申し分ない剣術だ。しかし経験が足りんな。太刀筋が判り易すぎる」

　シルティーナが眉をひそめる。

　ベルゼゴールが突貫する。光り輝く聖剣が真っ向から打ち下ろされ、シルティーナの頰ぎりぎりをかすめる。シルティーナが反撃に斬撃を放つが、その寸前に悪寒。横合いから切断力のある光の斬撃が襲いかかり、それをかろうじてかわし、シルティーナが木々の間を駆け避ける。

「──くっ」

「歯は嚙がみより、まず主を心配したまえ。その位置では少年が我の刃に殺されるぞ？」




「──本当に、そうでしょうか？」




　直後、ベルゼゴールは、見えない何かで聖剣を止められた。

　多数の『糸』が絡みついている。聖剣の柄、鍔つば、そこへ幾いく重えにも巻かれた糸だ。

　ユリーハの透明化による『鋼こう糸し』だ。

　彼女は透明化によって戦場に潜伏、機を見てベルゼゴールの動きを阻そ害がいしたのだ。

　不思議そうに、それを眺めたベルゼゴールは。

　直後、大砲の如く突進したミリーに、横っ面を殴られ吹き飛んだ。

「ぬうっ!?」

　ベルゼゴールが勢いよく弾かれる。いくつもの木々を巻き込み、激突。爆散する木々。

　その中に埋もれる。ミリーが嬉々として着地する。

「やった！　会心の一撃なのです！　これなら……っ」

　だがベルゼゴールはほぼ無傷で立ち上がった。

　彼は直前に攻撃を察知、聖剣で直撃を避けたのだ。

「なかなかの威力だ、肝を冷やしたぞ」

「そんな……!?　一体何者なのですか、あのお爺さん!?」

　ミリーが驚愕する。アッシュが声音を氷のように低くし問いを投げる。

「──ユリーハ。いけるか？」

「当然です！」

　瞬時にユリーハの気配が消える。

　同時に、ミリーとシルティーナが疾走、左右からベルゼゴールへ斬りかかる。

　聖剣を掲かかげようとするベルゼゴールだが、『糸』がそれを阻む。視えないユリーハの鋼糸が幾重にも絡みつき、聖剣の刀身が上がらない。

「なるほど、隠蔽の力か」

　ベルゼゴールがその場で側転、聖剣をわざと手放し、軽業師のように足だけで腕の周りを薙ぐ。

　その直後、靴先に仕込まれていた聖短剣が不可視の糸を切断し、地に落とす。その直後に斬りかかったシルティーナ達の攻撃を、足先の聖短剣でしのぎ切る。

「仕留めきれないのです！」

「わたしとミリー、ユリーハと三人掛かりでこれですか、厄やつ介かいですね」

　ベルゼゴールが予備の聖剣を手に取る。彼の背中や腰に六つある剣のうち、四本が健在だ。二本はシルティーナが切断した。

　ベルゼゴールも傷が全くないわけではない。幾度の剣けん戟げきの間、シルティーナの剣を受け、顔にいくつかの裂れつ傷しようが刻まれている。手足は聖盾の衝撃で骨にひびが入っている。

　だがそれを感じさせない冷静さ、技量の高さ。

「ふむ、二人がいなくなっているな。……撤退させたのか？」

　その時、先程までいたバーネットと、カナリスの姿が消えていることにベルゼゴールは気づいた。

「……っ、当然だろう？　いつまでも軍師や見張り役を置いておくか」

　アッシュが張り詰めた声で言う。

「シルティーナ、ミリー、ユリーハ、畳みかけろ」

　正直、余裕はない。一気に攻勢に出なければジリ貧だろう。バーネット達には上手く逃げてもらうしかない。

　三人の擬人化娘達が一斉に斬りかかる。シルティーナが茂みの陰から超音速で刺突し、ミリーがその背を踏み台にし──鎖くさりを翻ひるがえし上段から聖盾を投げる。ユリーハが透明のままベルゼゴールの背後に周り、クナイ二十本を投げつける。

「聖剣使いに、聖盾使いに、隠蔽使いか」

　ベルゼゴールが二本の聖剣でそれらを弾く。勘と気配だけで捌く。

　移動速度を音速の五倍にする秘薬──バーネットが渡していた小瓶をアッシュは三人の擬人化娘に投擲する。それを受け取ったシルティーナ達が秘薬を飲み、ベルゼゴールに鋭く切りつける。

　それに反射だけでベルゼゴールが対応する。四人の強者達が木々の中を走り、絶技を交わし、しのぎを削り合う。森の中に猛たけ々だけしい金属音と木々の崩れる爆裂音がいくつも重なっていく。

「さすがに、分が悪いな。三人もの強敵が相手ではな」

　森の中でベルゼゴールが呟く。

　鎧の各所を砕かれ、顔にもいくつもの傷を負っていたが戦意は衰えない。

「ならばこちらも切り札を切らせてもらおう。耐えられるかな？」

　ぞわりっ、とアッシュと三人の擬人化娘の背筋が凍った。

　直後、上空からベルゼゴールの周囲へ、輝く物質がいくつも射出された。

　それは新たな武具だった。聖剣が、聖せい鎧がいが、籠こ手てが、壮麗な装備が、次々と彼の足元へ飛来する。

「なん、だと……!?」

　アッシュは驚愕する。それらは、いずれも超一流の武具だ。伝説や伝承、神話に登場するような、強力な武装の数々。

　硬直するアッシュ達を前に、ベルゼゴールは微笑する。

「知っているはずだろう？　我ら帝国は、神聖な大樹を有している。百を超える国家を相手に、戦争を仕掛けられる所以ゆえん。──《霊れい神しん樹じゆ》の存在を、知らない訳があるまい？」

「霊神樹……っ！」

　それは、かつて女神が人間に与えた聖なる大樹。無限に武具を生み出す、神の樹。

「くっ……」

　判っているはずだった。八百五十年前、女神は二つの贈り物を人類に授けた。

　一つは恩恵ギフト──一人につき一つ発現する超常の力。

　一つは霊神樹──伝説級の武具を生み出す、大いなる大樹。

　その片方の加護を、完全にアッシュ達は失念していた。

「まさか、これほどの数を……っ」

「聖剣、聖槍、聖斧……魔王を倒すための武具。数多あまたの奇跡を生み出す秘宝。それを、我らは輸送し利用出来る」

　アッシュ達が上空を見れば、『飛竜』の姿が確認できた。

　帝国が調教した飛竜だ。それで霊神樹の武具を輸送しているのだ。

　近場の要塞から音速で補給出来る空中輸送部隊。

　ベルゼゴールが、まるで神の代理人であるかのように手を広げ、小さく笑う。

「無限の武具に、無限の補給に、無敵の軍勢。これが、どういうことが判るかね？　我ら帝国は、貴様らを容易に打倒出来るのだよ」




　──各地で、帝国兵と擬人化娘達の戦いが逆転していた。

　序盤こそ擬人化娘や遊撃隊の奇襲が通じたが、補充される伝説級の武具で一変。

　敗走していた帝国兵達が聖剣や聖槍による反撃で、擬人化娘達に対応していた。

「な、何あれ!?」

「空から武器、宝具!?」「あ、あれが霊神樹の力なの!?」

　光り輝く聖剣、美麗なる聖槍。頑強なる聖鎧。

　数多の伝説級の武具の無尽蔵の補給。霊神樹のもたらす武具に戦況は停滞し、やがて帝国兵の優勢へと傾き始めていく。




「──マズいね、これは」

　同刻、アッシュ達の戦場から撤退しながら、バーネットは呻いた。

　すでに通信魔道具から、あちこちの膠こう着ちやくの状況は伝わっている。霊神樹による補充は予想していた。けれどその手段は想定外だった。

　上空五千メートルという高所から補充する飛竜は、迎撃しようにも遠すぎる。擬人化娘や傭兵団の攻撃は、届かないか回避されてしまう。

　仮に、一匹二匹倒したところで焼け石に水だろう。援軍の飛竜は次々とやって来る。

　幸い、バーネットが指揮を執り、カナリスが見張り塔として活躍すればまだ戦線は保てる。大賢者の書のバーネットが知恵で遅れを取るわけにはいかない。

「シャルナ！　いるかい!?」

　バーネット達は山中の木々の中、洞窟の中に隠れている少女へ呼びかけた。

「バーネット！　良かった無事で！　アッシュ達はどうなってるの!?」

「戦況が変わった、話は後で！　退避しよう！」

　バーネットはシャルナの手を引きながら走り出す。

「今、アッシュはシルティーナ達と共に敵指揮官と戦っている。状況は良くない。霊神樹の武具が投入されている！」

「……っ！　例の神樹ね！」

　現在地は戦場から近い。この洞窟にいると危うい。せめてシャルナだけは遠くの隠れ家に移さなければ。バーネットは急かした。

　後方、大きな振動が響いてくる。腹に響くような轟音だ、戦闘が激化している。

「急いでここを離れて！」

「でも……アッシュは大丈夫なの？」

　シャルナは後ろを振り向きながら走る。

「今は自分の心配をして。ボクが指揮をすれば戦線は持ち直すさ。──カナリス、別の指揮所で皆の補佐を頼めるかい？　誰か戦闘力に長けた者を連れ」




　──瞬間、地面の下から腕が伸び、バーネットの足首を弾き飛ばした。




「あっ!?」

　全力疾走だったバーネットの体勢が崩れる。盛大に地面に体を打ち、気絶しかけた。

　暗転しかける視界の中、手を引かれていたシャルナも転倒していた。

「やはははははっ！　無様ですねぇ！」

　怖おぞ気けを呼び起こす笑い声、地面を砕き、悍おぞましい怪物が現れる。

「そ、そんな……っ!?」

　シャルナが驚愕した。長い前髪に毒々しい肌。異形の入れ墨。長い法衣にはいくつもの斜ななめ十じゆう字じを提げ、邪悪な聖職者のような装い。白い怪人が、シャルナ達を見下ろす。

「帝国東方制圧軍、総司令官──ゼーレハルト!?」

　シャルナが青ざめた顔でがくがくと震える。

「……東方制圧軍総司令官!?　確か、シルティーナに首を斬られたと聞いていたけど」

　バーネットがシャルナを庇かばいながら眉をひそめる。

「ええ！　首を刎はねられ死にました！　ですがその程度で八神将は滅びない！　地獄の淵ふちより戻って参りました！」

　防備の魔道具を展開させるバーネットに対し、ゼーレハルトは法衣を翼の如く広げる。

「ご存じないですか？　エインヘリヤルの鎧を！」

「──そんな!?　まさか……実現していたのか!?」

　エインヘリヤルの鎧。それは、古代の王国で研究がなされた秘術だ。『死者の蘇生』、その試みのもと、研究された外法。

　だが実現はしていない。少なくとも、バーネットの生まれた時代には存在しなかった。

「あの悪魔の秘術を、完成させていたのか……？」

　バーネットが初めて驚愕をあらわにする。

　ゼーレハルトが獲物を追い詰めた獣の笑みを浮かべる。

「ええ！　古の賢者達が知恵を振り絞り、失敗した奇跡。しかし数多の実験を経て帝国は完成させたのです！」

「あり得ない。あれは、そもそも人体が耐えられない失敗作だ！　体が拒絶するはず！」

　バーネットは首を横に振った。

「そうです。ですが帝国は研究を重ねました。人体の脆さを防備の魔術で補強し、霊神樹の宝具で強化し！　気の遠くなるほどの実験の果てに、秘術を完成させたのです！」

「悪夢だ……人のやることじゃない」

「おかげでわたくしは、不死身の肉体を得られました！　ふふ、この三週間、貴方がたの行動も、死後にたくさん見ましたよ？　地中に隠れながらね！　聖剣のシルティーナ、聖盾のミリー、聖短剣のユリーハ。ああ、良い乙女達ですね！」

「（……っ！　まずい、戦力も把握されてる！）」

　バーネットは、『眼』で相手の状態を看破出来る。情報という魔導書ならではの力だ。

　しかしゼーレハルトの死体を見たことはなく、シルティーナが首を切断した後、地中に埋めたと聞いて、死体までは見ていなかった。

　今にしてみればそれは迂う闊かつだった。擬人化娘達の名前を正確に言い当てたということは、死後、ゼーレハルトは情報を把握し続けていたということ。

　死後にも意識があること、復活の時期を操れることは、完全に想定の範囲外だった。

　バーネットは歯は嚙がみして前に出る。

「シャルナ！　何としても君は逃げて！　ボクらでは彼に敵わない！」

「でも……そんな……っ！」

　シャルナは困惑する。

「バーネット達なら、八神将にも太刀打ち出来るんじゃ……？」

「無理だ！　エインヘリヤルの鎧は、古代の神話における英雄の加護！　その模倣！　効力は、死んだとしても蘇生──最悪の秘術なんだ！」

「そんな……!?」

　シャルナが怯えて硬直する。その顔にゼーレハルトが笑みを浮かべる。

「ええ、その通りです！　エインヘリヤルの鎧──それは最大の秘術！　圧死、爆死、焼死、溺死、病死、溶死、凍死、轢れき死し、斬死……あらゆる死を克服する！　帝国の秘奥なのですよ！」

　ゼーレハルトは悪魔のように笑った。

「ついでです、冥めい府ふの手た向むけに教えましょう。我々八神将には、とある仕掛けが施されています。殺した人間の命を、自分の『ストック』として貯蔵する！　それが、エインヘリヤルの鎧の秘密！　厳密には、エインヘリヤルの鎧・改とでも言いましょうか？　他人の命を糧にする。それこそ帝国が完成させた奇跡です！　キヒヒヒ！」

「外道め……っ」

　つまりあの日、ロス神父やダスト、ガート、ベルズらの命も吸われているということだ。

　鬼畜の所業。ゼーレハルトが酷薄に笑った。

「理解出来たようですね？　わたくしの体には、多数の命が貯蔵されています。すなわち、十二万六千八百五十三人──それだけの命が、わたくしの中にあるのです！」

「──アッシュ！　聞こえる？　アッシュっ！」

　焦燥を浮かべたシャルナが、通信の腕輪に語りかける。だが応答がない。

「無駄ですよ。通信を遮断する魔道具をばら撒いておきました。応援はありません」

　ゼーレハルトは呪符のような物を見せつけている。それは霊神樹による魔道具だ。

「死してなお存在出来る、我ら八神将に抗う術はありません。貴方達はわたくしに敗れ、我が一部となるのです」

　バーネットが、カナリスと共に前に立ち塞がった。

「させない！　アッシュとシャルナさんの命だけは守ってみせる！　ボクは擬人化娘、彼らの悲願は果たせる！」

「そうですか──ならば、死んで糧となりなさいっ！」

　ゼーレハルトが多数の『鏡』を出現させ、突撃させる。鋭利な刃を持つ鏡が、まずカナリスを、そしてバーネットの全身をズタズタに引き裂いた。

「うあああ……っ！」

「あ……あ……っ、バーネットっ！」

「血塗れの少女は美しい！　──きひはははははは！　さあ、フィナーレです！」

　ゼーレハルトの周囲で、凶器たる鏡が翻る。

　まずカナリスが血ち反へ吐どを吐いて倒れ、バーネットの全身に、鋭利な刃の群れが襲いかかり、そして──。




「──戦況は!?　一体どうなっている!?」

　轟音と共に更地へと変へん貌ぼうしていく戦場でアッシュは叫んでいた。

　先程から、バーネットやシャルナへ連絡が届かない。

　戦況も変動していない。ベルゼゴールとシルティーナ達の激闘が続いている。

　聖剣や聖盾が飛び交う死地はまさに地獄だ。一秒ごとに地形が塗り替わり、激震と衝撃波で山が削れていく。

「どうなっている？　遮断系の魔道具か？　しかし誰が……？」

　数分前まで、劣勢の帝国軍にそんな余裕はなかったはず。どこかの増援か？

「──ちっ、シルティーナ、右から突貫しろ！　ミリーは上！　ユリーハ、任せる！」

　シルティーナが右から薙ぎ払い、ミリーが上段から突撃し、ユリーハが背後からベルゼゴールへ攻撃するがまるで効果がない。

　全身に目があるかの如く、数々の聖剣を使いこなし、ベルゼゴールは完全な戦場の支配者となっている。

　長き歳月による卓越した剣技。そして軍略。擬人化娘三人を相手にしてなお拮きつ抗こうする。

　凄まじいのはベルゼゴールの指揮力だ。彼は戦闘中にもかかわらず、配下に対し通信具で指示を出していた。

「──第六小隊、東地区より突貫せよ。第十一小隊、西南地域より奇襲。第十五、十八、十九小隊は擬人化娘を囲め。飽和攻撃にて撃滅せよ」

　監視用の魔道具も併用しているのだろう。三人の擬人化娘と戦い、なお指示する技量は超人的。

　数で勝り、質でも同格のアッシュ達が、あと一歩で押しきれない。

「──くそ、技能で上回れない。知識や経験の差か」

　認めたくないがアッシュは舌打ちする。

　ベルゼゴールは決して無敵の存在ではない。何発かは攻撃を受けている。補充された聖剣もすでに五本が砕かれ、その度にシルティーナらが攻撃を打ち込んでいた。

　だがベルゼゴールは些事とばかりに立ち上がり、上空から飛竜の補給を受けては、獅子奮迅に激闘する。

　一本一本が、国宝に匹敵する聖剣。それらを無尽蔵に扱う超技量。まさに歴戦の武神。

「──ちっ、ユリーハ、俺が突撃をかける」

　アッシュは小声で傍らに立ったユリーハへと声をかけた。

「しかし！　アッシュ殿、それは……っ」

　アッシュが突撃し、その隙に透明化したユリーハの絶技で仕留める算段。

「危険です！　考え直しを……っ」

「時間がない。シャルナとの連絡がつかない。お前は確実に仕留めろ。いいな？」

「……っ承知。貴方を危険に晒したくないですが……」

　眉を歪める彼女に、アッシュは薄く笑った。覚悟を決め走りかけた──その時。




「やははははははっ！　良い戦場ですねぇ！」




　唐突に、耳障りな声が戦場に響いてきた。

「……っ!?　この声は……っ!?」

　アッシュの側面に鋭利な刃が飛来する。

　多数の『鏡』から覗く凶刃は彼の肩を裂き、空中へと飛翔──瞬時に過ぎ去る。

　戦場の一角が爆裂する。遠方より跳躍してきた八神将の一人──殺したはずの殺人鬼が舞い降りる。

「三週間ぶりですかねぇ!?」

「ゼーレハルト!?　貴様、死んだはず……っ!?」

　復活の殺人鬼は凄せい絶ぜつに笑った。

「ええ、ですが、地獄は美人がいなかったのでね、地上に舞い戻ったのです！」

「なぜだ、どうして生きている!?」

「その問いかけは二度目ですねぇ！　ですがお答えしましょう！　──エインヘリヤルの鎧は、ご存知で？」

「……っ!?　まさか、御お伽とぎ話ばなしの類いだろう……!?」

　アッシュは目を見張り、戦せん慄りつの表情を浮かべた。

　前にバーネットから知識だけは与えられていた、だが信じられない。

「そう！　まさに夢、幻！　ですが人間は偉大なのです！　神をも恐れぬ所業を成し、確立しました！」

　斬首されたはずの首の付け根を、見せびらかすように指差すゼーレハルト。

「我が帝国が完成させたエインヘリヤルの鎧は、たとえ何十、何百回殺されようとも、我ら八神将を蘇らせます！　ゆえに、我らは不死身なのですよ！」

「不死身……だと？　では、まさか──」

　ベルゼゴールも？　アッシュの目が、即座に聖剣使いの方へと向く。

　老幹部の剣神は、渋面を浮かべ溜め息を漏らした。

「ゼーレハルト。無意味な情報開示はやめよ。我らの秘術を語ってどうする？」

「キヒっ！　これは失礼を！　ですがエインヘリヤルの鎧は、我らが秘奥！　誇りでしょう？　死にゆく者にそれを告げるのは楽しいです！　──『馬鹿な、あいつは死んだはず!?』──そう思った相手に、『わたくしは不死だ！』と明かす。その時の相手の顔が！　絶望が！　何度見ても最っ！　高っ！　に笑えるのですよ！　アハッ、アハハハッ！」

「……ふっ、下衆めが」

　呆あきれて鼻息を漏らすベルゼゴール。

　道理でベルゼゴールも死なないはずだ。彼は致命傷を受けてはいたが、エインヘリヤルの鎧で強引に戦っていたのだろう。副次的効果で、自動治癒もあるのかもしれないとアッシュは結論した。

「だがどうやって？　バーネットも理論は語っていたが、実現は不可能なはず」

「それも二度目ですねぇ！　アッシュくん、帝国がなぜ各地で、捕虜を確保しているのか知ってます？　──それは、人材の確保のためですよ？」

「な……っ」

「では、『何の』人材でしょう？　彼らは奴隷であり、兵力であり、様々な用途で使われます！　しかし全ての人間が役に立つわけではない！　──判りますか？　老人や病人──弱者は活用出来ない、ならばどうするか？　その答えがコレです」

「……っ!?　まさか、貴様ら……っ！」

　アッシュはその瞬間、真実を悟り、憤慨に震えた。

「そう、その通り！　他人の命を触しよく媒ばいに、生き長らえる秘術！　それがエインヘリヤルの鎧！　我が帝国の秘奥！　きひひっ！　アーハッハッハッハ！」

「この外道が……っ！」

　いつかと同じように、ゼーレハルトは哄笑身を震わせる。

「では、貴様は最初から──っ！」

「そう。死んだ後も情報収集に徹していました。一度死亡したわたくしは、アッシュくんの動向や擬人化娘の能力を残らず把握したのです！」

　そして、来る決戦のため全てに備えていた。擬人化娘達の能力。戦略の把握。人員の動向。

　劣勢を、アッシュは感じ始めていた。

「貴様……ロス神父の命を、ダストを、ガートを、ベルズを……彼らの命を、我が物顔で扱う……？　そんなこと、許されると思っているのか!?」

「当然ですとも！　我らは神の使徒！　神の尖兵！　ゆえに万事が許される！　ふふ、判りますか？　わたくしの体に、あなたの大切な神父や、同郷のお友達が沢山いる！　ああ、気持ちいーい！」

「ゼーレハルトっ！　貴っっ様ぁぁぁぁぁっ！」

「ハハハハッ！　それですっ！　わたくしが見たいのはその顔！　同胞が、友が、恋人が！　大切な人が、命として消費された事実！　それを知った時の顔がたまらない！　ああ……怒りと憎しみの何と美しいことか！　その憎悪！　最っっ高に気持ちいいですっ！」

「ゼーレハルトォォォォォッ！　絶対に許さないっっ！」

「ですが、貴方も似たようなものではありませんか？　『物を少女に変えて戦わせる』？　わたくしから言えば貴方も同類ですよ。戦うために他者を利用する。そのために命を利用する。わたくしは予備の命として！　貴方は少女兵として！　そのために、数々の理を外したのではないですか？」

「──ふざけるな！　貴様らは外道だ！　人の命を弄もてあそぶ畜生が、同類と括くくるな！」

「違いませんよ。貴方とわたくしは同類です。命を操り、自分の糧とする！　その何が違いますか？　──違いません。貴方は、誇っていい。わたくしと同じ境遇に。そして競いましょう？　擬人化娘と我が命を！　十二万六千八百五十三人！　人でなし同士の戦いを！　殺し合いを！　わたくしは望んでいる！　アハハ！　アハハハハハッ！」

「ほざけ、ゼーレハルトォォッ！」

　アッシュの指示でシルティーナやミリー達が突貫する。だがベルゼゴールの聖剣が、ゼーレハルトの鏡が、それらを弾き、逸らしていく。

「激しい攻撃ですね。──ああ、一つ、報告を忘れていました。アッシュくん、貴方にいいものを見せましょう。これ、なんだと思います？」

「な──っ」

　ゼーレハルトは戦闘を中断し、片手で引きずっていた大きな布袋を投げ出す。

　その表面を引き裂き、中身を取り出すと──現れたのは、最もよく知る少女だ。

「シャルナ!?　お前！」

　少女の目がうっすらと開いていく。

「う……あ、アッシュ……？」

「そう！　愛しのシャルナさんです！　……アッシュくん、この辺りで取引といきませんか？」

「何だと？」

　ゼーレハルトは友好的な笑みを浮かべる。

「残念ながら、魔導書娘と見張り娘には逃げられました。ですがシャルナさんだけは確保出来ました。幼なじみの少女を前に、貴方は何をすべきでしょう？」

「貴様……っ」

　ゼーレハルトが、全身が土や埃ほこりにまみれたシャルナを掲げる。

　アッシュの顔に怒りが浮かび、唇が震え歯が砕ける程に嚙みしめる。

「──何が、望みだ？　ゼーレハルト」

「話が早い！　そう、勧誘ですよ。あなたは有能だ。帝国の幹部になれる。投降しなさい。──そうすれば彼女を、わたくしの命のストックにしなくて済みますよ？」

「──戯れ言を！　そんなの、俺が吞のむと思っているのか？」

「吞みますよ。彼女は貴方の家族だ。──断れば、凄せい惨さんな光景を見ることになる」

「ゼーレハルトッ！　お前はっ！」

「ハハハハッ！　ハハハハハッ！」

　口を挟んだのはベルゼゴールだ。

「……ゼーレハルト。皇帝陛下からはアッシュを抹殺せよと命じられているが？」

「おお、それは無ぶ粋すいというもの！　彼は優秀。ならば確保しておけば帝国に有益でしょう。殺してしまうのは惜しい！」

「陛下は抹殺をお望みだ。その命に逆らうこと、それは死より恐ろしいと判っているか？」

「罰など百も承知！　わたくしが苦く悶もんを覚える時、それもまた命を実感出来るのです！　わたくしは命の重みが欲しい！　命が、輝く瞬間が大好きだ！　ゆえにわたくしは躊躇ためらわない！　陛下の命令を裏切ることさえも！」

「相変わらずだな。まあ良い、好きにするがいい。擬人化娘共々、我らの傘下に加えよう」

　アッシュは、必死にこの場で思考を巡らせた。

　シャルナを無傷で助け奴らを打倒する策は？　突撃か？　散開か？　奇襲か？

　無理だ、無謀すぎる。すでにゼーレハルトはシャルナを確保し、挙動には隙がない。

　ゼーレハルトの口ぶりから察するに、死した後のアッシュ達の言動は筒抜けだった。

　軍師でもあるバーネットを狙い、シャルナを人質に捕らえたのがその証拠。

　はじめから、この形に至った時点で詰んでいる。

「さあ、アッシュくん、返答は？」

　ゼーレハルトが薄笑いと共に促してくる。アッシュの下した決断は──。

「……判った。お前の要求を吞もう」

　一瞬、ゼーレハルトが沈黙した。

「……意外ですねえ。まさか、本当に要求を吞むと？」

「なぜ驚く。シャルナが人質に取られた時点で詰んでいる。彼女は俺の家族だ。見殺しになど出来ない」

「それはそうでしょうが……性格上、貴方は受けないと思ったのですが？」

　アッシュは無表情のまま言った。

「シャルナの命に代えられるものなんて無い。彼女の命が最優先だ」

「……なるほど。麗しき家族愛というやつですね」

「アッシュ……う、あ……」

　シャルナが沈ちん痛つうな顔をする。

　判っているのだろう。それが苦渋の決断だと。だがそれでも抗えない。

　シルティーナが、ミリーが、悔しそうな顔を浮かべる。ユリーハが体を震わせた。

「なら、交渉は成立ですね。それではアッシュくん、君を拘束し──」




　──その瞬間、アッシュの胸を、『聖剣』が突き刺し、貫いた。




「あっ……が……っ!?」

「なんと!?」

　驚愕に振り返れば、聖剣を投げ放ったベルゼゴールが、冷れい徹てつな目を向けていた。

「ゼーレハルト、貴様は甘い。この少年は今でも、切り札を隠し持っている。その眼はまだ何か残している証だ。歴戦を経た我には判る。窮きゆう鼠そは猫を嚙むぞ」

「……なるほど、そうでしたね。彼には要塞の擬人化娘がいましたか」

　アッシュは血の気が引いた。

　フローレンスの介入を看破された。隠蔽で頑かたくなに温存していたのに。

　ゼーレハルトは得心がいったかのように呟く。

「そうそう、フローレンス嬢ですか。なるほど、要塞娘の攻撃力があれば我らを討ち滅ぼせるかもしれません。範囲攻撃だけはわたくしも完全には凌しのげない。その隙に、ユリーハ嬢の透明化でシャルナ嬢を奪還する──そんな所ですか、惜しかったですね」

「ぐ……あ……」

　アッシュの体が、崩れ落ちる。ベルゼゴールが勝ち誇った声音を出す。

「その通りだろうな。だがその計画は破は綻たんした。今、我が投げた聖剣は重力を操る。他者の身動きを封じる聖剣だ。たとえシャルナ嬢が離脱しようとも、アッシュを連れて逃げることは敵わない」
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　──失敗した、失敗した、失敗した！

　アッシュは薄れかける意識の中、自分を呪う。

　完璧に、作戦を読まれていた。ゼーレハルトに計画を看破された今、起死回生は不可能だ。

　他の娘では隙を作ることすら出来ない。成す術が無かった。

　アッシュの口から、おびただしい血が噴出する。心臓を貫かれ、濁流のように吐き出される、血の池。地面が紅あかく、紅く染まっていく。

「あ……あ……ぁ……っ」

　おびただしい血反吐を吐くアッシュを見て、シャルナが泣いている。

　シルティーナが顔を真っ青にして叫んでいる。ユリーハが思わず透明化を解いている。ミリーが涙ながらに、アッシュの体を揺すっている。

「死なないで！　だめ！　お兄ちゃん！　生きて！　あぁ……やだ……っ」

「主殿！　……あああ、許さないぞ帝国兵ども！　鬼畜が！　殺してやる！」

「アッシュ様！　そんな……わたしを、わたし達を置いて行かないで……っ」

「（みんな……すまない……）」

　景色が薄れる。自我が希薄になってくる。

　意識の奥底から、這い上がってくる。寒い。怖い。人をどこかへと誘うもの、冷たく無慈悲な何かが、アッシュの意識を引きずり、深くへ導こうとする。

「（……これが、死か……）」

　体が徐々に分解されていく、その感覚。自分というものが崩れ、曖昧となっていく。

　シャルナが必死に涙ながらに叫んでいる。

「嫌よアッシュ！　約束したじゃない！　わたしと、生き残るって！　言ったじゃない！　だから……っ」

「（ごめ……んな……皆……）」

　溺れた海の底のような、遙はるか彼方へ、アッシュの意識が遠ざかる。彼の意識が小さくなり、声は届かなくなり、そして彼の意識は途絶え──。




　──そして、目覚めてはならないソレが──覚醒し、暴走する。




「っ!?」

　はじめに異変を感じたのは、ベルゼゴールだった。

「ゼーレハルト、下がっ──」

　瞬間、ゼーレハルトは一瞬で足を消失し、崩れ落ちた。

「……は？」

　足がない。下半身がない。いつの間にかゼーレハルトの半身は、消えていた。

「……なん、です、と？」

　間抜けな声が唇から出てしまう。今、自分は何をされた？　攻撃？　奇襲？　何に？

　瞬間、ゼーレハルトの全身が、黒いナニカに吞まれ消えていく。

　怪け訝げんな顔をしたまま、彼の体が融解。東方制圧軍総司令官は骨だけの物となり、消え失せた。

　肉も、皮も、装備すらも融解され、彼の残ざん骸がいが地面に落ちる。

「……え……？」

　誰かの声が漏れた。それは誰の声だったのだろう。シャルナか、ミリーか、それともベルゼゴールだったか、恐怖の呟つぶやきだったのかもしれない。

　皆の視線が、とある少年に向く。それは、死体だった。胸を貫かれ骸むくろとなったはずのアッシュの体があるだけだった。

　その死体が。

　アッシュの骸から、闇が、底知れぬ闇が、内側から漏れ出ていた。

　それは膨大な密度の魔力であり、質量を持った闇であり、殺傷力を持った闇だった。

　ソレは一瞬で戦場の直上へ[image: ]る。アッシュの体から濁だく流りゆうの如く湧き出た、黒い魔力は、瘴気となり、一気に拡散。上空へ汚お泥でいのように広がり続けた。

「な……に、これ……」

　空が、消える。

　まるで火山灰が立ち上ったかのように、黒々とした瘴気が、一瞬で森の上空を覆う。その周囲を飲み込む。上空一万メートルを、半径五百キロメートルを、その範囲まで拡大し、さらに拡散する。太陽を覆い隠し、膨大な密度で山の一角──ベルゼゴールへと襲来する。

「ぐうう、ううおおおおおお!?」

　ベルゼゴールが必死に迎撃する。それは強烈な斬撃だった。だが瘴しよう気きは膨大な量と質でその攻撃を押し返し、聖剣ごと飲み込んでいく。

　最強のはずの聖剣が、溶けた。ぐずぐずに、泥のように崩れて地面へと落ちる。

「馬鹿な、何だこれは──、──」

　言葉を最後まで終えられず、一瞬でベルゼゴールは飲み込まれ融解される。

　瘴気は、彼の全てを溶かし尽くした。超一級の装備がボロクズのように崩れ、魔術は何の意味も成さない。彼の体は瞬く間に溶け、溶岩に吞まれたかのように消え失せた。

　唯一、例外的に残ったのは、カラカラッと、転がる彼の白骨のみ。

　ぞわり──と、その場にいた誰もが戦慄する。

「なに……あれ……」

「一体──何が？」

　シャルナ達が、泣き叫んでいた声を中断させ、呆ぼう然ぜんとする。

　ゼーレハルト達を消滅させた瘴気。あれが何か判らない。

「とにかく一旦動いて！　あれがわたし達を襲う前に──」




「──はあ。まったく。なるほど、厄介なものですねぇ」




　直後、離れた位置に、ゼーレハルトとベルゼゴールが、光の粒子となって出現する。

　エインヘリヤルの鎧だ。死者を蘇生させる秘術。

　帝国の秘奥は、一瞬で骨へと変化させる瘴気すらしのぎ切った。

　しかしそれも一時的だ。

「あれは一体何なのですか？　擬人化娘の皆さん、調査ではアッシュくんはただの人間のはず。それが、我々を瞬殺出来る力を？」

「……」

　シルティーナやミリー、ユリーハも目を逸らしたまま答えない。

　ゼーレハルトらは恐怖している。衣服も装備も瞬時に再生させるエインヘリヤルの鎧だが、状況は明らかに変化していた。

　死体の異変が、止まらない。

　アッシュだったはずの骸から、膨大な瘴気が溢れ、拡散し、大空を覆い尽くしている。

　脅威なのはその速度だ。真昼から一転、この世の終わりとでも言いたげに、黒く、殺意に満ちた、太陽の光すら遮断する災厄の闇が広がっている。それが大地を、大陸全土を、覆い尽くさんとしていく。

「我々はあんなもの知らない」

　ゼーレハルトが冷や汗を垂らしながら呟く。

「不死の魔道具ではないはず。エインヘリヤルの鎧でも無論ない！　ならば『アレ』は何です!?　なぜ動いて──いや、わたくし達を殺そうと──」

　その瞬間、ゼーレハルトは飲み込まれた。

　この世全ての闇を凝縮したかのような黒い瘴気が、暴れる龍の如く彼らを吞み込み、彼を骨と化した。

　数秒後、さらなる蘇生。別の位置へ再蘇生したゼーレハルトはなおも滅びない。しかし畏怖すら覚えた表情で震えていた。

「こんな……馬鹿なっ！」

「──あれは、アッシュの正体の一部よ」

　シャルナが静かに言った。

「……な、なんですって？」

　ゼーレハルトの問いに、シャルナは沈痛な面持ちで語った。

「あれは、アッシュであって、アッシュじゃない。わたしも詳しいことは判らない。けれど、あれがアッシュの力の一部ということだけは確実」

　ゼーレハルトとベルゼゴールが絶句した。

　不死たる自分達すら一瞬で融解し、幾度も瞬殺し、打倒出来る力？　それが一個人に備わっている？　冗談だ、何かの空言だろう？

　そう言いかけ、ゼーレハルト達は五秒の間に十回はまた溶かされた。

　殺されては生き帰り、死してはまた蘇り──絶対たる瘴気に吞まれ、何度でも死の恐怖に喰われながら、蘇生し、必死にゼーレハルトは叫ぶ。

「馬鹿な！　こんなものがあってたまるか！　我らを瞬殺!?　そんな力、あり得ない！　我ら八神将すら超える力!?　それは神の領域だ！」

　さらに喰われ、溺れ、溶かされ、肉体を抹消されてなおもゼーレハルトは叫ぶ。

「ベルゼゴール！　撤退です！」

　焦燥の表情をゼーレハルトは浮かべる。

「我々ではあれには勝てない！　アレは人智を超えたモノです！　アレに勝てる者はいない！」

「──同感だ。我らでは勝てぬ。部隊を撤退させる。戦ってはならんモノに、我らは挑んでしまったようだな」

　もう何度か判らない融解と蘇生を繰り返し、二人は逃走した。

　けれど、それは敵わない。幾十幾百もの瘴気の塊が、槍や触手のように伸び、ゼーレハルトを、ベルゼゴールの体を溶かし尽くす。

　その度に、恐怖と絶望を植え付けられる彼らは、壮絶な恐怖を抱いただろう。

　十二万回生き返る人間と、無限に殺せる超越者──そのどちらが上か？

　簡単だ。アッシュの屍しかばねの勝利。子供でも判る結論だ。

「──もう諦めてください」

　シルティーナが、ミリーが、ユリーハが、再生したばかりのゼーレハルトらに語る。

「アレを見た以上、あなた方を無事に返すわけにはいきません」

「そうです。アレはわたくし達の仲間でも恐怖するモノ。絶対に、この場で捕ほ縛ばくします」

　ゼーレハルトは震えて問う。

「アレは、何なのですか？　わたくしは知りたい。我らの奇跡を上回る奇跡──いや悪夢を。アッシュの正体とは、一体……」

「それを貴方に話す義理はありません。申し訳ありませんが、お覚悟を」

　ユリーハの言葉の直後、フローレンスが現れ、ゼーレハルト達の退路を絶った。

　不測の事態に備え透明化で隠されていた切り札。哀れな敗残者達を見下ろす。

　幾百もの大砲や弩ど弓きゆうがゼーレハルトらを貫いた。万物を揺るがすかのような轟音。爆裂をもたらす火線が、彼らとそして近場にいた帝国軍すら薙ぎ払う。

　戦況はここに終幕を迎えた。もはや残存の帝国兵はほとんどいない。帝国兵はアッシュの瘴気やフローレンスの一斉射撃で戦闘不能となった。

　結果として、ゼーレハルトらはユリーハの鋼糸により捕らえられ、戦闘は終結した。




『じつは──』

　決戦の前日。深夜の黒森。

　シルティーナ、ミリー、ユリーハに問われたシャルナは、その疑問に答えていた。

『じつは、アッシュは普通の人間ではないの。彼の体には、女神さまの血が半分流れているの』

『な!?』

『もう半分は──魔王の血が流れてる。つまり、アッシュは魔王と女神の子供なの』

『そん、な!?　そんなことが……!?』

　驚愕に息を吞む少女らに、シャルナは説明する。

『昔、まだ小さい頃、わたしが魔物に襲われたことがあったわ。その時、わたしを助けてくれたのが──アッシュ。でも彼は、内臓が見えるほどの重傷を負ったわ。その時、涙を流して叫ぶわたしの前に、女神さまが現れたの』

　絶句する擬人化娘達に向け、少女は説明を続ける。

『──創造の女神、リュミエールさまは語ったわ。──昔、魔王と女神が禁じられた恋に落ちた時代があった。その時、産み落とされたのがアッシュ。彼は、人ではない。魔王と女神との間に生まれた子供だ、と』

『……そんな、ことが……』

　硬直する擬人化娘達に対し、なおもシャルナは続ける。

『複雑な話になるわ。──魔王は、倒されても百五十年ごとに性質を変えて蘇る。あなた達も、六度あった魔王との戦争の中で、何度か戦ったでしょう？　──その中で、善良な心を持った魔王がいたらしいの。その時、女神さまは、魔王と番つがいになった。結果として産まれたのがアッシュよ』

『そんな……』

『でも結局、魔王は悪として人間達に倒されてしまった……残されたアッシュだけは、何としても生き延びさせようと女神さまは思った。──結果、アッシュは封印を施ほどこされ、眠らされたらしいわ。でも、女神さまの力ですら長年恩恵ギフトを与えることで疲ひ弊へいしていた。だから途中でアッシュは目覚めてしまったらしいの。その後、女神さまは封印を諦め、せめて人間並みに能力を落として、偽装したの』

　シャルナは寂しそうに俯く。

『それが、『今のアッシュ』よ。人里で暮らして、聖者の里で──英雄の末裔として引き取られた。彼は人として育ってきた、魔王と女神の忘れ形見なの』

　沈黙がしばらく流れた。

『……それは、壮絶な話、ですね』

　ユリーハがかろうじて、絞り出したように呟いた。

『人ならざる者二つの子。凄まじい生まれです』

　シルティーナがややあって訊いた。

『里で真実を知っていた方は、いたのですか？』

『わたしの他は、ロス神父が察していたみたい。全部ではなかったらしいけど。でも、神父様がいない今、わたしだけが知っていることになるわ』

　シャルナは沈痛な面持ちで言った。

『重要なのは、アッシュは、普通の人間とは違うということ。体も通常と違っていて、心臓が『二つ』ある。だから片方を潰されたくらいでは死なないし、再生も出来る。魔王は、心臓が三つあると言われるから、それを一部受け継いだのね』

『そのことを、アッシュ様本人は？』

『知らないと思う。あの時、気絶していた彼の前で、女神さまの話を聞いたのは、わたしだけだったから。……アッシュの恩恵ギフトは、厳密には恩恵ギフトとは違うかもしれないわね。女神と魔王の子供だから──権能と呼ぶべきかも』

『権能、ですか？』

『そう。神か、それに準ずる者の力。人を超えた大いなる力。けれどそれは、世界を危うくすると女神さまに言われたの。だからわたしは頼まれた。アッシュの近くにいて欲しいって。彼が、人の道を踏み外しかけた時に、正しく導くように。……わたしは、それもあって彼のそばに居続けたの』

　彼に命を救われた者として。それだけは必要だと思ったから。

　ゼーレハルトに襲われ、帝国の敵となりながら。

　アッシュに救われた少女は、今度は彼に恩を返すため、いつも寄り添った。

『だから、なのですね』

『シャルナさんはアッシュ様を好きなだけではなかったのですか』

『え、ええ。そういうことよ』

　シャルナは少し顔を赤くした。

『……だから、あなた達にも頼みたいの。シルティーナ、ミリー、ユリーハ。もし、明日の戦いで、アッシュが瀕死の重症を負った時。『何か』が起きた時、協力して欲しいの。彼が人の境界線を越えかけた際、戻せるのはわたし達しかいないから。だから、お願い。彼をずっと見守ってきたわたしと、あなた達にしか、出来ないと思うから──』

　そう締め括り、シャルナは秘密と願いを語り終えた。




「絶対に！　絶対に助けるのです！」

　ミリーは必死で声をかける。かつて不遇だった自分を拾ってくれたアッシュのために。

「あなたとの日々は、わたくしはまだ終わってほしくない。だから……っ！」

　ユリーハも叫ぶ。懸命に薬草を集め、彼の再生力を高めるべく。

「あなたと一緒にいたい！　ずっと！　まだ！　始まったばかりですから！」

　シルティーナが無心に魔道具を使用し続ける。聖剣の癒やしの力も用いて。全霊で力を注ぐ。

　彼が、与えてくれた人生のために。

　かつて道具だった、恵まれない自分達のために。

　アッシュといたい。ずっといたい。そのために──。

「アッシュ様は、「お兄ちゃんは、「アッシュ殿は──「「「わたし達が、助ける！」」」

　そして少女達の願いは成就する。暴走は治まり始め、徐々に体も再生していく。

　魔王と女神の血の特性である、高い治癒力で潰れた心臓が元へと戻っていく。瘴気が薄れ、消えていく。




　──深い意識の底。アッシュは夢うつつに見る。

　混こん濁だくした脳裏で、様々な記憶と想いを垣間見る。生と死。血と喝采。歓喜と絶望。

　これは何だ？　死後の世界か？　走馬灯？　それとも幻影か？

　──優しい声が、聞こえる。それは温かくて、柔らかで、ぬくもりのある声だ。

　心から自分を心配する、柔らかな声。

　アッシュは願った。憎い相手がいる。殺してやりたい相手がいる。神聖ヴォルゲニア帝国。

　けれど、その呪詛の奥から、声が聞こえる。『もう大丈夫、終わったよ』、と。

　だから帰ってきて。そう呼ぶ──誰かの声が響く。

　人ではないモノになりかけたアッシュが、戻ってくることを願われた。

　コレは危険だと。ずっと封じていなければならない力だと、理屈ではなく本能で彼は思ったから。

　アッシュは、得られた幸せを摑み続けようと思った。

　少女達の声に導かれ、優しい声に包まれながら、願った。

　──まだ、俺にはやり遂げたいことがある。だから戻りたい。帰るべき、場所に──。
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「ここ……は……？」

　風の匂いが鼻び孔こうをくすぐる。

　そよぐ葉の香り。舞い散る風はどこか優しげで温かい。

　山の中腹に彼は横たわっていた。すでに戦闘音はなく、静かな空気が満ちていた。

　戦いの音はない。終わったのか？　アッシュは疑問と共に目を開ける。

「起きましたか？　アッシュ様」

　頭の上から優しい声がした。銀ぎん鈴れいのような涼しい音色、シルティーナだ。

「……戦況は？　ゼーレハルト達は、どうなった？」

　銀髪の少女はわずかに安あん堵どの微笑みを浮かべ、質問に応じた。

「倒しました。現在は捕縛し、恩恵ギフト封じの鎖で捕らえています。盗んだ宝の一つですね」

　シルティーナは静かな山中を見つめた。

「帝国兵の残党は、ごく僅わずかです。今は新参の擬人化娘達で追撃を行っています。全体としては、撃破七割、捕虜二割、逃走者が一割といったところでしょうか」

「そうか……」

　ひとまず安心し、すぐ真上からシャルナの声も聞こえてくる。

「アッシュ！　起きたのね！」

　嬉しげに首っ玉に抱きついてくる少女。温かい感触と、柔らかな声だった。

「良かった……本当に良かった……っ」

「すまん。色々、心配かけたみたいだな」

　記憶はないが、おそらく重症だったのだろう。彼女達には悪いことをした。

　しばらくして気分が落ち着いた後、シャルナはぽつりぽつりと話す。

「……あの後、負傷者は最小限に留まったわ。重症者も多かったけど、バーネットが用意した香草で治療もしてる。わたし達は、帝国軍に勝ったのよ」

「そうか……」

　今でも実感がない。まるで夢のようだった。最後の瞬間、果たして彼らを倒したのは自分だったのか？

　何が起きたのか、まるで記憶がない。

　けれどそれは後回しだ。シルティーナ達が言うのなら勝利したのだろう。ひとまず、アッシュは安堵の息をついた。

　離れた所から、里の人間達の声が聞こえてくる。

「そっちに怪我人がいるぞ！」「伏兵に注意しろ！」「皆、良かった、無事だったか！」

　負傷者を助ける者、警戒を促うながす者、仲間の無事を喜ぶ者、様々だ。

「一つ、疑問がある。どうして俺は、お前達に『膝枕』をされているんだ？」

　アッシュの問いに、シャルナとシルティーナが苦笑した。

「それはですね、後始末は終えましたので、わたしはアッシュ様に膝枕をしたいと思いまして」

　にこやかにシルティーナが説明する。

「ほら、演劇などであるじゃないですか、傷ついた英雄を介抱し、優しくささやくヒロインの役！　あれやってみたかったのです！　ですがシャルナ様も譲らず──」

「だ、だって仕方ないじゃない！　わたしはアッシュを助けるのが役割なの！　誰にも譲れない……っ、一番にわたしが声をかけたかったのに……ううっ」

　シャルナが未練たらたらにぶつぶつ言うと、シルティーナは口の端を緩める。

「ジャンケンとはかくも無慈悲ですね。呪うなら自分の出したチョキを呪ってください」

「もお～っ！　次は絶対にグーを出すわ！　グーでシルティーナを殴るの！」

「おい、とりあえず人の気絶で遊ぶなとか、ジャンケンで決めたのかよとか、ダブル膝枕気持ち良いんだけど、物騒なことを言うのだけはやめてくれませんかね？」

　どうも柔らかいと思ったら膝枕されていたらしい。しかも二人の少女に。

　微妙に高さが違うのでバランスが少し良くない上、互いが主導権を争っているため押し合いへし合いが続いている。

　お世辞にも平穏な光景ではなかったが、言うだけ野暮だとアッシュは思った。

「平和だな……戦闘の後なのに、何故か女の子二人に膝枕されて、俺は幸せ者だ……」

「そんな、美少女だなんて、照れるわ」

「光栄ですアッシュ様、結婚してだなんて」

「そこまでは言ってねえ！」

　思わず苦笑をもらしてしまうアッシュ。平和で何よりの光景かもしれない。

「お兄ちゃん！　起きたのですか!?」

　ミリーが後始末を終えた足で走って来る。二つに結わえた髪を揺らし、真っ先に飛びついて来る。

　背後の木から、ユリーハも飛び下りて来た。

「心配しました主殿！　目を覚まさないため、てっきり……」

「お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃぁん！」

　ミリーが抱きつき、ユリーハが涙をこぼす。

　数秒して、フローレンスも山陰から姿を見せると、涙声で語った。

「……アッシュさん、生還してくれて嬉しいです……あのまま、目覚めないかと」

「皆、心配かけたな。苦労をかけた。……バーネットは？」

「彼女とカナリスは、治療中です」

　ユリーハが目元を拭いつつ応えた。

「ゼーレハルトから受けた傷が酷かったため、安静に。自分で予め用意していた魔道具、護印のペンダントがなければ危なかったでしょう」

　致命傷を受けると、自動で安全な場所へ転移する魔道具だ。戦闘前、念のためにと擬人化娘全員に持たせていた物。

　アッシュは主だったメンバーに犠牲者がないことに安堵する。

「そうか、脱落者が出なかったのは幸運だ。色々と心配かけたな」

「そんな！　生き残ったのですから、野や暮ぼなことは言いっこなしです」

　シルティーナが微笑した。フローレンスが涙ぐむ。

「あ……宴をやりませんか？　私……酌しやくを担当します」

「わあ！　ミリー、お兄ちゃんと一緒にお食事したいです！　勝利の祝いなのですよ！」

「はは、傷も癒えてないから、もう少し後にしてくれ。その前に……」

　アッシュはやや離れた位置で見守っていた、壮年の男性を見やった。

「ライナス、里の皆の状況は？」

　里のまとめ役であり、今では内務大臣であるライナスが、苦笑しつつ近寄って来る。

「概ね、健康そのものだ。凄いものだね、擬人化娘達は。癒やしの温泉や、教会の結界で、簡単な傷ならあっという間に治ったよ」

「それは良かった。これ以上の犠牲は避けたいからな」

「遊撃隊……元帝国兵も無事だ。さすがは帝国の装備だね、頑丈さは折り紙つきだ」

　アッシュは小さく息をついた。後日、彼らには報酬を払わねばならないなと思った。

　ライナスが苦笑を浮かべつつ尋ねる。

「それにしても女の子に囲まれて羨うらやましい。──立てるかい？　しばらく休む必要が？」

「いや、そうも言っていられない。早々にやっておきたいことがある」

　アッシュはその場で立ち上がり、シルティーナやシャルナに支えられながら語った。

「主だった擬人化娘や兵達を集めてほしい。『例の計画』を実行する」

　それは、帝都襲撃の時から計画してきた策の、集大成だった。




　──十分後。山の中腹。

　擬人化娘、聖者の里の面々、遊撃隊、今回の戦闘に参加した者のほとんどが集まり、アッシュの話を聞いていた。見張り役のカナリスら一部の擬人化娘を除く全てだ。

「皆、今回の迎撃戦、よくやってくれた」

　シャルナに疲労回復の魔術をかけてもらったアッシュが、朗ろう々ろうと語り始める。

「あれだけの軍勢、俺だけの力では打倒し切れなかった。帝国の八神将、ゼーレハルトとベルゼゴールの撃破。この功績は、皆の活躍あってのものと思っている」

「そんな、アッシュのおかげだよ！」「シルティーナさん達には助けられたしな！」「アッシュ、君のおかげで助かったんだ！」

　聖者の里の面々が讃たたえる。その声に頷き、アッシュが続ける。

「そこで、俺からいくつかの報告がある。まず、我らアッシュルナ皇国は、正式に国家として名乗りを挙げる。そして、帝国への宣戦布告を行う」

「宣戦布告……っ!?」

　歓声に沸いた広場が、一斉にどよめきに満たされた。

　喧けん騒そうにアッシュは大きく手をかざした。

「聞いてほしい。帝国は強大だ、このまま野放しにすることは出来ない。奴隷化と圧政に各地の皆が苦しみ、こうしている間にも被害は増え続けている」

　皆が静まり返った。惨さん状じようを目にした面々は、揃って沈ちん痛つうな表情を浮かべる。

「俺達は、八神将ゼーレハルト、ベルゼゴールを捕ほ縛ばくした。だがこれで終わりではない。奴らにはまだ同格である化け物が、六人、残っている。今後さらに戦闘は激化するだろう。報復に次の八神将がいつ来るか判らない。だから俺は、宣戦布告する必要を感じた」

　一拍置いて、安心させるように、アッシュは柔らかに微笑む。

「帝国への対策はいくつかある。奴らに敵対する国家や集団は数多い。その反抗に加わる。──具体的には、北のエルフリーデ王国、南のグリシア王国。それに、勇者が率いる、反乱軍レジスタンス。彼らと協力する。世界各国で同盟を結び、協力すれば打倒は可能だ」

「その手があったか！」「結ぼう、彼らと！」「帝国への反撃のために！」

　アッシュは一通り声が静まったことを見計らって続ける。

「その先駆けとして、我が皇国の要人を正式に定めようと思う。──シルティーナ」

「はい」

　銀色に輝く美び貌ぼうの少女が毅き然ぜんと前に出る。

「お前には皇国騎士団の団長を命じる。これからも帝国兵を打ち払ってくれ」

「了解です！　聖剣の化身として、全力で尽くします！」

「次に、親衛隊の隊長。ミリー、お前に任せたい」

「判ったのです！　お兄ちゃんは必ず守るのですよ！」

「次に、特務部隊の隊長にユリーハ。並びに遊撃兵団長にフローレンス。宰さい相しよう兼、軍師としてバーネット。それぞれ、帝国との戦いに備えてもらいたい」

「了解です！　愚かな帝国兵、必ず打破してみせましょう！」

「お兄ちゃんを傷つけたこと、許さないのです！」

「戦闘中、ボクは負傷してたからね。挽回するよ」

　それぞれの擬人化娘の言葉に、アッシュは頷うなずく。

「頼む。──最後にライナス、内務大臣に任ずる。各隊や政策の補佐を期待する」

「承った。暫定ですでに請け負っていたからね。帝国を倒すため奮闘したい」

　アッシュは皆を見渡した。

「──以上、これらを以もつて皇国幹部とする。そして、我が皇国を束ね、指揮する者として、俺が、皇帝として君臨する。──異論はあるか？」

「異議なし！」「お前以外に考えられないでしょ！」「期待しているよアッシュ皇帝！」

　アッシュは、温かな里の人間や、傭兵団の声に目を閉じた。

　ここからが本番だ。今後はより一層の奮起が必要となるだろう。

「──さて、幹部の皆には早速だが、仕事をしてもらおう。帝国の攻勢を止める一手だ。バーネット、準備は終えているか？」

「うん、出来てるよ。帝都襲撃から仕込みは終わってるからね。──ふふ、帝国の人達、さぞや驚くだろうねぇ」

　そう言ってバーネットは小さく笑い、アッシュの命令で手元の魔道具を発動させた。




「──今すぐ打って出るべきだよ！」

　神聖ヴォルゲニア帝国。帝都オルガース。

　主城たる建物の大会議場にて。八神将のカインが円卓に拳を叩きつけていた。

「ゼーレハルトとベルゼゴールは敗北！　一般兵は数万の損失！　これは一大事だ！　即座に潰しに行くべきだ！」

　カインは激げつ昂こうしていた。補給の飛竜部隊は彼が調教したものだ。

　遠征中の八神将を除く三名が、次々と議論を交わす。

「まあ落ち着きなよカイン。勇猛も結構だけどね、敵さんは八神将の二人を相手に完勝したんだ、策もなしに打って出るのは危険だよ」

「危険だって？　馬鹿言うなエルケーニッヒ！　奴らは疲弊している！　僕やお前が行けばそれで終わる！」

「そんな簡単じゃないと思うけどねぇ。飛竜達を殺されて激おこなのは判るけど、視野が狭いんじゃない？」

「このグズめ！　お前のような無能中年なんて、死ぬがいいっ！」

「おやおや、八神将に死ねと言われてもギャグにもならないよ？」

　エルケーニッヒが肩をすくめ、カインが激昂する。

　傍かたわらではマリアリリスが、やんわりと声を発する。

「けれどカインさん？　貴方の飛竜ごと滅ぼした賊ぞく軍ぐんは強敵ですわ。制圧力、指揮力にかけては八神将でも上位だったゼーレハルトさん達が敗れたのです。ここで軍を派遣するのは愚策では？」

「はっ！　制圧力？　愚策だって？　じゃあ僕がやってやるよ！　僕の恩恵ギフトを知らないわけじゃないだろう？　僕の恩恵ギフトは隕石襲来メテオフオールだ！　ここからでも奴らを撃滅出来る！」

「それは……魔力量から無理だと聞きましたが？」

　カインが憤ふん慨がいする。それ以上の説得は難しいと判断したマリアリリスが、悲しそうな顔をして口をつぐむ。

　カインは円卓を叩き鳴らし、犬歯を剝き出しにする。

「手段なんでいくらでも作れる！　僕は、補給隊の派遣として飛竜三百匹を殺された！　それがどれほどの損失か判ってる!?」

「戦況も判らず、猪いのししみたいに突っ込むのは愚策だとおじさんは思うけどねぇ。若すぎると、才能があっても駄目だなぁと思うおじさんでした」

「貴っ様ぁぁぁ！　エルケーニッヒ！　ぶっ殺してやる、表へ出ろ！」




〈──鎮まれ。八神将よ。いずれにせよ奴らが脅威ということは理解に至った〉




「皇帝陛下……っ」

　荘厳にして厳格な、彼らの主たる存在が離れた玉座から声を発する。

〈余の見込みが甘かったと言えよう。よもや、ゼーレハルトとベルゼゴールが二人がかりで敗北するとは。《グレイプニルの鎖くさり》の解放無しとは言え、大した輩やから達よ。帰還兵も一割と聞く。完全な敗北と言えよう。我らは敵軍を賞賛すべきである〉

「しかし陛下！　みすみす奴らを……っ！」

〈逸はやるなカイン。余は攻撃するなとは言っていない。いずれ、彼らは巨悪となる。ゆえに芽は早めに除去しておこう。──これより、第二次アッシュ抹殺指令を命ずる。司令官はカイン、エルケーニッヒ、マリアリリス、そなたら三神将で侵攻を〉




『──あ。あー。試用中。試用中。帝国の皆さん、ご機嫌麗しゅう？』




　──直後、唐突に聞こえたその声に、誰もが困惑の表情を浮かべた。

〈今……のは？〉

『帝国、並びに帝国に抗する全ての人々に告げる。──我らは永世アッシュルナ皇国だ』

「っ！」

　カインやマリアリリス、それにエルケーニッヒが眉をひそめ、あるいは目を見張る。

「通信魔術!?　一体どうやって……!?」

『各国における帝国の悪行。それは悪逆というにも余りある。奴隷化や兵士化、命の私物化……帝国は看過出来ない悪であり、帝国こそが厄やく災さいである！』

「──通信……？　そうか、帝都を襲撃した時！　何らかの手段で魔道具を用いてっ」

　カインの憶測に応じるかのように、声──皇帝アッシュの声は高々と響く。

　帝国と、大陸全土。様々な国、都市や村に至るまで。




　──西南地方アールブ都市。幾いく多たの帝国兵が占拠する中。

『人は生まれつき平等であり命に優劣はない。しかし帝国は愚かにも他国民を資源として侵略した。これは紛うことなき悪であり、断じられるべき業である！』

「今のは一体……？」「アッシュルナ皇国？　どこの国家だ……？」




　──西北地方、フーデルエイン王国。帝国軍から身を守る騎士団の城塞内。

『人が人たる幸せを摑むためには何が必要か？　それは平穏である。人が生まれつき持つべき権利。帝国はそれを踏みにじり、数多あまたの嘆なげきを生み出した。それは明確なる罪だ』

「何やら面白いことやってるね。これはウチらと同盟の価値ありかなー」




　──北部ウルグ山脈。寒風の中、身を寄せ合う集落の人々の中心。

『悪には正義の鉄てつ槌ついを以て、断罪しなければならない！　ゆえに我らは立ち上がる。正義を成す反撃の希望として！』

《勇者》と呼ばれる、一人の英雄が腕を組み、その宣言を静かに聴いていた。




「通信を切れ！　今すぐにだ！」

　帝国の王城会議室にて、カインが悲鳴のように叫んだ。

「無理だろうね。おそらく、彼らは帝都襲撃の際、拡散性の高い魔道具を忍び込ませたんだ。そして透明化やそれに近い魔術で隠したんだねぇ」

「拡散性ってどうやって!?　何を、一体どうやって!?」

　エルケーニッヒは微苦笑して息を漏らした。

「まあ、簡単な話だよ。おそらく──硬貨の広まりの利用さ」

「硬貨、だと!?」

　カインが顔を真っ青にして目を見張る。

「まさか。おい、それって……」

「知っての通り、帝国製の硬貨は、あらゆる支配地に流通している。商人や兵士達。征服した街と村の中にね。それで、飛竜を始めとした移動手段で、全世界に散らばっている。帝都襲撃時、彼らは通信魔道具を世界中に散らしたんだ。彼らの声を届けさせる媒介としてね」

「馬鹿な……そんなことが!?」

　突飛な発想だが、エルケーニッヒの推測は当たっていた。

　帝都襲撃の際、アッシュが行った計画は二つある。

　一つ、帝都の施設を擬人化し持ち帰ること。一つ、ユリーハや新しい擬人化娘達に大量の通信魔道具を帝国硬貨に取り付けること。

　聖者の里や元帝国兵の協力を経て実現した。

　これにより、世界中にアッシュルナ皇国の通信魔道具が広まった。

　僅わずか数日間だが、帝国の、それも飛竜という有能な輸送手段が裏目に出た形だ。

「くそっ！　ふざけるな！　除去は出来ないのか!?」

「無理だろうねぇ。世界の七割の軍事力の、帝国の硬貨だぜ？　今頃は世界中に散らばって皆が聞いてるよ。辺境にも、噂くらいは届くだろうさ」

「くそぉぉぉぉ！」

　カインが青ざめて拳を円卓に叩きつける。マリアリリスは諦めたように目を瞑った。

　エルケーニッヒは肩をすくめて笑う。

「（……さーて、参ったね。これは全世界に衝撃が走るよ。どうする？　皇帝陛下）」




　──全世界の主要地域にて。アッシュの声が響き渡る。

『帝国は悪である！　よって、我らは宣言する。かの国の滅亡を望む！　断罪を！　我ら永世アッシュルナ皇国は、ここに帝国へ宣戦布告する！』

「おおおおおっ!?」「まさか、あの帝国に戦争を!?」「アッシュルナ皇国、万歳！」

　世界中で、大きな歓声が沸き上がった。

　帝国に虐しいたげられた者。抵抗に勤しむ者。それら全ての人々が、帝国に牙を剝く新興国に、期待を寄せ歓声を上げていた。




　──やがて、世界各地で映像が映る。

　街や村や集落の空。通信魔道具に仕込まれた遠隔映像の機能だ。

　それらが空中に、鮮明で壮観な映像を映し出した。

　それは、鎧や剣槍を装備した戦士だった。聖者の里の面々。元帝国兵の遊撃隊。そして見み目め麗うるわしい、一目で超人と判る、擬人化娘達。

『──紹介しよう。彼らこそ永世アッシュルナ皇国の精鋭達。帝国の幹部、八神将の二人を打ち破った、軍勢である』

　聖剣娘シルティーナ。聖盾娘ミリー。聖短剣娘ユリーハ。大魔導書娘バーネット。そして聖者の里の面々や、遊撃隊の勇姿。

　映像が切り替わる。今度は鎖に繫がれた敗北者だ。全身に傷を負い、鎖で覆われた、身動き一つ出来ない八神将の二人の姿。

「まさか!?　あれは──ゼーレハルトとベルゼゴール!?」

「噓……っ、八神将を打ち破ったのか!?」

「凄い……大国を滅ぼしたとも言われる、あの八神将を!?　信じられん！」

　歓声と蛮声と喝かつ采さいが沸き上がった。それは皇国への期待と賞賛の嵐だ。帝国に虐げられた恨みや怒り、それらを代行して晴らしてくれたアッシュ達への称賛だ。

『あの』八神将が、倒された。アッシュルナ皇国は、帝国に反逆する超大国だ。

『告げよう。我らは悪しき帝国を滅ぼすと！　そして我らは望む！　この映像を見る全ての国家に同盟を！　我らと手を組み、帝国へ反抗する！　それが我が望みである！』




「──これで良かったの？」

　アッシュルナ皇国、その中腹の広場にて。シャルナがアッシュに小声で訊いた。

「当然だ。もう準備は整った。後は突き進むだけだ」

「帝国は本気を出してくるわ。ゼーレハルトやベルゼゴールの時みたいな油断もない。もっと大軍が来る。わたしは……少し怖いわ」

「俺もだよ。絶対に勝てる戦なんてない。だがシルティーナがいる。ミリーがいる。バーネットやユリーハ達もな。それにお前も。力は尽くすさ」

「そうね。今さら後には引けない。わたしも覚悟を決めたわ。どんな結末になろうと、あなたについていく」

「ありがとう、シャルナ。その言葉だけで十分だ」

　アッシュが笑顔で頰を緩める。

　ふと、脳裏にロス神父との会話が蘇った。──アッシュ、人の痛みを知りなさい。人の痛みとそれによる幸福への研鑽。それらを磨き、あなたは英雄として進みなさい。

　かつて交わした、育ての親の声が思い浮かぶ。強さだけでは人は救えない。他者の痛みを知り、何をすべきか考える──それが英雄の子孫としての第一歩。

「これでいいんですよね、ロス神父。──俺は、明日へ進みます」

　アッシュは静かに瞑目し、最後の仕上げとばかりに、声を張り上げる。




『──各国よ！　立ち上がれ！　国家よ、戦士よ、武器を掲かかげよ！　我が国へ参ずる者、全てを我らは受け入れる！　恐れるな！　悪逆なる帝国を討ち滅ぼすために！　我が皇国は、そのための希望となる！』

「「おおおっ！」」「「おおおおおおおおお──っ！」」「「アッシュ皇帝万歳ッ！」」

　大歓声が世界各地で沸き起こる。

　絶望に塗れたもの、悲嘆に暮れていた者、その全ての人々が胸に灯火を抱き始める。

　それは、今はまだ不確かな種火かもしれない。けれどいつか、希望に届かせるために立ち上がる。焼き払われた故郷を、友を、その生命を無駄にしないために。

『我らは永世アッシュルナ皇国！　永遠の平穏を志す希望！　さあ反撃の時だ、集え、英雄達よ！　世界の未来のため！　我らは抗おう！』

　喝采が、各地で鳴り響く。

「帝国倒すべし」という声は全ての大陸に広がり、反逆の軍が、対抗の炎が拡大する。

　燃え広がる炎を止めることは誰にも出来ない。各地で反乱軍レジスタンスが吠ほえ猛たける。血気に逸はやる王国や、傭よう兵へい団だんが決起する。

　そして彼らは遠く、目的地を見やる。

　──遙はるか東の果て。山岳に築かれた新興国、永世アッシュルナ皇国を。
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　そして数時間後。

「お疲れ様、アッシュ」

　宣戦布告してからしばらく雑務をこなした後、深夜の小屋の中にて。

[image: ]

　アッシュはシャルナと小さな祝賀会を開いていた。

「今日は朝からずっと多忙だったわね。八神将の迎撃に宣戦布告、疲れたでしょう？」

「本当にな。これからが本番だ、より一層、奮起していかないとな」

　シャルナが小さく微笑みをこぼす。

「わたしにも、何かあったら言ってね。同志の一人として、出来る限りの事するから」

「ああ、シャルナもご苦労様。……もう今日は、俺は温泉にでも入っていくか」

「ええ。一日の疲れ、さっぱり洗い流してきてね」

　柔らかく微笑まれ、アッシュは笑顔で返し、街の温泉場にまで向かっていった。




　──一方、その頃。

「ねえねえ！　お兄ちゃん、労ってあげるのはどうかと思うのです！」

　ミリーを始めとする擬人化娘達が寝床につく前に話し合っていた。

「ああ、良いですね。アッシュ殿も疲れたでしょう。ここはわたくし達でおもてなしをし、疲れを癒やすべきです」

　ユリーハが同意すればシルティーナやバーネットも同意する。

「いいね。確か、アッシュはよく第三地区の温泉場に行くよね」

「そうですね。では皆でアッシュ様を労いに温泉へ参りましょう。喜びますよ、きっと」

　それが波乱の幕開けになるとも知らずに、シルティーナ達が笑った。




　一方で第三地区、温泉場。

「ふ～、今日は疲れたな。この温泉、効能が良くて助かる。打ち身、火傷、疲労回復……明日もまた来よう」

　アッシュは浴場でひとりごちる。

　これから先、課題は山積みで困難もあるだろう。だがきっと何とかなる。頼れる仲間、強力な国家、まだ見ぬ勇者の同志達。

「これで帝国も……ん？」

　その時、脱衣場の方の騒々しい声がいくつも聴こえた。

「あ！　やっぱりお兄ちゃんここに入ってるのです！　籠に服が置いてあるのです！」

「さすがはバーネット殿、さっそく私達も脱ぎ、アッシュ殿のお体を流しましょう」

「おい待てちょっと待て」

　アッシュは冷や汗をだらだらと垂らしながら固まった。

　滝のようにこめかみや体中の毛穴から嫌な汗が出て止まらない。

「おい来るなよ……頼むから来ないでくれ……」

「アッシュ様！　アッシュ様ーっ！　私達一同、貴方様の労いに参りました！　今宵は裸同士の付き合いで、心ゆくまで癒やしを」

「お前達絶対来るなよ!?　そこから一歩も動くな!?　いいか、絶対にだ！」

　アッシュが慌てて声を張り上げたがもう遅い。

「ねえアッシュ、シルティーナ達がどこ行ったか知らない？　用事があるんだけど」

　シャルナまでもが温泉場に近づいてきた。

　アッシュの願いもむなしく、浴場の扉が開けられる。

「お兄ちゃん！　やっほー、来ちゃったのです！」

「おお、ここは広い温泉場ですね、皆さんで入るには最適です」

「お背中流します。何でもわたし達に任せてください」

　それはまさに桃とう源げん郷きようのような光景だった。白く瑞々しい山や美麗な茂み、豊艷で美しい曲線の数々がアッシュの目を奪う。

　この世の楽園とも言うべきその光景を前に、シャルナの声が段々と近づいてくる。

「アッシュ、扉越しに失礼するわよ。シルティーナ達、どこに──」

　そこへ現れたシャルナが、開かれた扉越しに桃源郷を見て、カチーンと固まった。




「──違うから！　俺が呼んだわけじゃないから！　誤解だから！」

「ああぁもう！　だからもう！　あなた達は！　シルティーナミリーユリーハバーネット！　ついでにフローレンス、覗のぞいてないで出ていきなさ──い！」

　アッシュの悲鳴が響く。シャルナの悲鳴も響いた。




【今日のシャルナ日記】

　アッシュが建国宣言をしました。

　これで帝国との戦いは本格的になっていくでしょう。

　それはとてもすばらしいことです。

　でも、その中心となるアッシュルナ皇国は大変です。

　毎日、お馬鹿な少女達の黄色い声や、常識はずれの行動で溢れています。

　この前も、裸でアッシュの体を流そうとか言い出しました。

　わたし、アッシュのことは好きです。擬人化娘のみんなも好きです。

　でも、もう少し大人しくしてくれると、うれしいなぁ。


……あ、胃薬切れちゃった。また買いに行かなきゃ。








あとがき






　皆さま始めまして。あるいはお久しぶりとなります。朝あさ凪なぎシューヤです。

　この度たびは『【擬ぎ人じん化か】スキルでチート美び少しよう女じよを生うみ出だして最さい強きよう皇こう国こくを造つくってみる』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　……すみません、タイトル長いですね。本当はもっと短くする予定だったのですが、試し行こう錯さく誤ごするうちに長文となってしまいました。

　本来の私のセンスなら『アッシュルナ皇国物語』などが候補になったと思うのですが、「いや、これ絶対無理だわ……他作で埋もれるわ……」

　と思いながら改題致しました。

　いえ、正式タイトルも慣れてくると愛着は湧くのですが……湧いて……そういえば「このタイトルどういう意味？」とか父親に聞かれて……やはり恥ずかしいです。すみません。




　話題を変えます。

　早いもので前作の『獅し子し王おうと異い端たんの戦いくさ巫み女こ』から五年の歳月が流れました。

　年号は令和に変わり、アベンジャーズシリーズも終わり、『ＦＧＯ』のソロモンまで上映され時代は変わっていくなぁ、進んでいくなぁとしみじみ思っているところです。

　いや！　本音を言うと五年って長っ！　あとがきに書こうとしていたネタは、ほぼ時代遅れでみんな使えないじゃんどうしよう!?　と思っていた矢先、編集様から「あとがきお願いします」とメール頂きまして。

　小説はマラソンに似た所があるので、全力で４２・１９５キロを走り終わったら、「あと１０キロ残ってます」って言われたに等しいです。内心で悲鳴上げました。

　偶然の重なりって怖い。

　今回、イラストレーターの天あま原はらスバルさんに素晴らしいカバーを描いていただきましたが、あとがきの依頼が来たのが同じ日でして、「やった表紙来た！　えっ……あとがき？」と、歓喜した時間は五分あるかどうかだったと思います。

　ＡＩまだかな？

　確か前回のあとがきでも似たことを書いたのですが、名称を考えるのがやや苦手です。

　カッコいい単語、可愛い名前、いつも決めるのに時間が掛かっています。

　たまに一瞬で五個くらい思いつくこともあるのですが、バイオリズムで変化しますし、即座に何個でもいいので、「いつでも名称が思いつく補助脳」とか発売して欲しいと思っております。

　あれですね、ＡＩが次世代の主役になると思うのですが、その先まで科学が進み、もう作家は体全部機械に変えて、魂と記憶だけ移し替えれば最高のコンディションで物語書き続けられるのではないでしょうか。

　それは半分冗談としても、ＡＩが発達してほしいという気持ちはあります。

　何故なら、ＡＩが発達すれば人と会話出来るロボットが身近になると思います。そうすればメイド型ロボットも現実になると思います。

　そうなると「マスター！　こことここの名称はこっちが良いです♪」と、優しく補佐してくれると思います。

　そういう時代が来て欲しい。早くＡＩメイドが実装される日を！　などと妄想している今日この頃です。




　最後に謝しや辞じを。

　担当編集であるＩ様、色々と注文や提案が多くてすみません。誤字脱字など次回から減らします。いつも的確な助言ありがとうございます！

　イラストレーターの天原スバル様。シルティーナやカバーイラストを見たときは「おおっ！」と歓喜致しました。他にも魅力的なイラストを多数描いていただき、本当にありがとうございます。

　そして校正、デザイナー、営業の皆様、及び本作が刊行されるまで携わってくださった方々。本当にありがとうございました！　皆様のおかげでここまで来られました。

　最後に、この作品を手に取ってくださった、読者の皆様。

　少しでも面白いと思ってくださったら幸いです。アッシュやシルティーナ、シャルナ達の物語がもっと続くよう、精進してまいります。
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